
平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械設計製図 I
(Mechanical Design and Draft-
ing I)

田宮高信 (常勤) 2 1 前期
2時間

必修

授業の概要 図面を作成し理解する機械設計製図の基礎を修得する。トレースをおこないながら、寸法記入法や
仕上げ記号の表記法、はめあい記号などについて具体的に理解を深める。

授業の進め方 機械設計に必要となる基礎的な知識について講義と演習をおこなう。また実技をおこない、機械要
素図面について理解を深める。

到達目標 1. 与えられた対象を実際に作図することができる。
2. 機械製図の基礎知識を身につけ、簡単な図面を理解できる。
3. 寸法記入やはめあい記号などを正しく利用できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
製図の基本 授業の進め方，製図用具と使い方 2

投影図 投影図（投影法，第３角法，三面図，製図順序） 2

　◎投影図の各種演習 2

寸法記入法 寸法記入法（寸法線，寸法補助記号，直径・正方形辺・半径・弦・円弧・
穴寸法，面取り寸法）

2

　◎軸受けふた（図番 2002）の製図 4

ねじ製図 ねじ製図（ボルト、ナット、ワッシャ） 2

　◎ボルト、ナット（図番 4001）の製図 4

仕上げ記号とはめ合い 断面指示、仕上げ記号と表面粗さ、寸法公差と軸のはめ合い 2

　◎軸受（図番 2003）の製図 4

幾何公差 幾何公差 2

　◎平歯車（図番 4007）の製図 4

計 30

学業成績の評価方
法

出席状況および授業中の作業態度（約 30％）、課題の提出状況（約 30％）および理解確認テスト
（約 40％）で評価をおこなう。また、学習意欲と学習態度により、加点又は減点を行う場合がある。

関連科目 機械設計製図 II・機械設計製図 III・福祉機器設計
教科書・副読本 教科書: 「機械製図（検定教科書）」 (実教出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 発展的な問題について、与
えられた対象を実際に作
図することができる。

応用的な問題について、与
えられた対象を実際に作
図することができる。

基本的な問題について、与
えられた対象を実際に作
図することができる。

基本的な問題について、与
えられた対象を実際に作
図することができない。

2 機械製図の基礎知識を身
につけ、発展的な図面を
理解できる。

機械製図の基礎知識を身
につけ、応用的な図面を
理解できる。

機械製図の基礎知識を身
につけ、基本的な図面を
理解できる。

機械製図の基礎知識を身
につけ、基本的な図面を
理解できない。

3 発展的な問題について、寸
法記入やはめあい記号な
どを正しく利用できる。

応用的な問題について、寸
法記入やはめあい記号な
どを正しく利用できる。

基本的な問題について、寸
法記入やはめあい記号な
どを正しく利用できる。

基本的な問題について、寸
法記入やはめあい記号な
どを正しく利用できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電気回路 I
(Electric Circuits I)

降矢典雄 (常勤) 2 2 通年
2時間

必修

授業の概要 電気電子系の工学技術を習得するうえで、電気回路は欠くことが出来ない基礎科目である。第 2 学
年では、直流回路と交流回路の基礎的な内容の講義を行う。

授業の進め方 講義を中心として、理解を深めるために演習問題を多く取りあげる。
到達目標 1. オームの法則やキルヒホッフの法則を用いて直流回路の計算ができる。

2. 交流波形を判読して電圧波形や電流波形を定式化できる。
3. 基本的な交流回路の計算ができる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス／数学基礎 電気回路を学ぶ意味／分数・三角関数・方程式等の基礎知識確認 2

直流回路の復習 オームの法則、直列・並列・直並列回路等の計算法の確認 2

キルヒホッフの法則 第一法則 (電流の法則)、第二法則 (電圧の法則)の理解 2

回路方程式の作成とその解
法

枝路電流法、ループ電流法の理解
連立方程式の解法、クラーメルの式の応用法習得

4

重ねの理 重ねの理の理解 2

演習 前期前半講義内容の理解の確認 2

理解度の確認 実施試験の解答解説 2

正弦波交流 正弦波交流の定義、正弦波交流の基本的事項の理解 2

複素数とフェーザ表示 ２つの表示法と相互変換法の習得、オイラーの公式の理解 2

複素数の演算 複素数の四則演算の習得 4

交流回路素子とインピーダ
ンス

交流回路素子（R、L、C）の正弦波交流に対する振舞いとインピーダ
ンスの理解

2

電圧、電流のフェーザ表示 電圧、電流のフェーザ表示法の習得 2

演習 前期後半講義内容の理解確認 2

交流直列回路Ⅰ R-L直列回路，R-C直列回路の理解 4

交流直列回路Ⅱ R-L-C直列回路、直列共振現象の理解 4

演習 後期前半講義内容の理解の確認 2

理解度の確認 実施試験の解答解説 2

交流並列回路 アドミタンス、R-L 並列回路、R-C 並列回路の理解 4

交流直並列回路 ループ電流法による回路方程式 6

交流電力 交流電力の理解 4

演習 後期後半講義内容の理解の確認 4

計 60

学業成績の評価方
法

前期中間、前期期末、後期中間、学年末に実施される定期試験と必要に応じて実施される小テスト
の重み付け平均をもって評価基準点とする。成績評価は、評価基準点と授業への取組み姿勢を勘案
して総合的に評価する。評価基準点と授業への取組み姿勢の評価割合は 8：2とする。

関連科目 電気回路 II・医療福祉工学実験実習 I

教科書・副読本 教科書: 「電気回路の基礎　第３版」西巻 正郎、森 武昭、荒井 俊彦 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 合成抵抗を用い回路を簡
単化できる。枝路電流法、
網目電流法を用い回路方
程式をたて、解くことが
できる。

電流，電圧，電位の意味を
理解している。直列・並列
の合成抵抗が計算できる。
枝路電流法による回路方
程式が立てられる。

オームの法則やキルヒホ
ッフの法則を公式として
理解している

電圧や電流の単位を理解
していない。オームの法
則やキルヒホッフの理解
度が不明である。（試験関
連箇所が 60％未満）

2 電圧や電流のフェーザ表
現ができる。複素ベクト
ルの四則演算や直交座標・
極座標の変換ができる。

電圧や電流の瞬時値表現
が数学的にできる。電圧
や電流波形を描ける。

電圧や電流の最大値と実
効値，周期と周波数の関
係、時間ずれと位相ずれ
の関係を読み取れる。

三角関数の知識がなく、最
大値や実効値の判読がで
きない。周期を読み取る
こともできない。（試験関
連箇所が 60％未満）

3 複素ベクトル領域で回路
を考え、基礎的な回路を
解くことができる。

時間領域から複素ベクト
ル領域に回路を翻訳でき
る。合成インピーダンス
の計算ができ、回路を簡
単化して捉えられる。

インピーダンス，アドミタ
ンスの意味を理解し、数学
的に示せる。

回路素子のインピーダン
ス表現ができない。（試験
関連箇所が 60％未満）



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
情報処理 I
(Computer Programming I)

星善光 (常勤) 2 2 通年
2時間

必修

授業の概要 情報処理技術の基本を学ぶ。情報処理Ⅰでは、主にプログラミングの基礎、アルゴリズムの基礎を
講義と演習を通して学ぶ。

授業の進め方 各回とも講義と演習の組み合わせを基本として授業を行う。
到達目標 1. プログラムの設計から実行ファイルの作成まで、一通りの動作を行うことができる。

2. アルゴリズムに沿ってプログラムを記述することができる。
3. 代表的なプログラミング言語の特徴を理解できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
【情報処理の基礎】
コンピュータの基礎とプログラム コンピュータの基本概念とプログラムについて学ぶ。 2

コンピュータの構成要素とシステ
ム構成要素

プロセッサやメモリなど、コンピュータを構成する要素の基礎と、Webシ
ステムなどのシステム構成の基礎を学ぶ。

2

プログラムの設計 プログラムの設計に必要な知識と思考法を学ぶ。 2

【Ｃ言語】
Ｃ言語の基礎 Ｃ言語の基本構造を学び、プログラム入力から実行までの手順を修得する。

Ｃ言語の変数と変数型、入出力関数、式と演算子を学ぶ。
4

制御の流れ 分岐や繰り返し等、Ｃ言語における制御文を学ぶ。 4

関数とプログラム構造 Ｃ言語における関数の構造及び利用法、再帰処理等を学ぶ。 4

配列・メモリ・ポインタ Ｃ言語におけるメモリ管理と配列・ポインタについて学ぶ。 4

プログラム製作演習① 学習した内容を活かしてグループ別にプログラムの設計と製作を行い、プ
ログラミングの設計と作成方法を学ぶ。

6

アルゴリズムとデータ構造の基礎 プログラミングに必要な基礎的なアルゴリズムとデータ構造について学ぶ。 2

計 30

構造体と共用体 Ｃ言語における構造体と共用体を学ぶ。Ｃ言語について学習した内容を利
用して、

2

言語の比較 Ｃ言語や Java言語と他のプログラミング言語を比較し、共通要素や言語
ごとの特徴について理解を深める。

2

【Java言語】
Java言語の基礎 Java言語の基本構造を学び、プログラムの入力から実行までの手順を習得

する。Java言語の変数とデータ型・入出力・式と演算子・配列について、
Ｃ言語と比較しながら学ぶ。

4

クラスとオブジェクト Java言語に欠かせないクラスとオブジェクトについて学ぶ。また、メソッ
ドとデータについて、Ｃ言語と比較しながら学ぶ。

6

継承・インターフェイス クラスの継承について学ぶ。Java言語におけるインターフェイスについ
て学ぶ。

2

クラスライブラリとクラスの作成 Javaクラスライブラリについて学ぶ。Java言語でのクラスの作成につい
て学ぶ。

6

例外処理 Java言語における例外処理について学ぶ。 2

プログラム製作演習② Java言語について学習した内容を活かしてグループ別にプログラムの設
計と製作を行い、Java言語の理解を深める。

6

計 30

計 60

学業成績の評価方
法

中間・期末試験及び小テストの試験結果を 70％、課題・PBL課題を 30％として基礎点を算出し、
授業態度などを踏まえて総合的に評価する。

関連科目 プログラミング基礎・情報リテラシー
教科書・副読本 教科書:「プログラミングＣ言語 第２版」B.W.カーニハン／D.M.リッチー著 石田晴久訳 (共立出

版)，参考書: 「C Programming Language, 2/E」Brian W. Kernighan, Dennis Ritchie (Prentice
Hall)・「平成 29年度【春期】【秋期】基本情報技術者合格教本（情報処理技術者試験）」角谷一成
著 (技術評論社)，その他: 必要に応じてプリントを配布予定



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 プログラムの設計から実
行ファイルの作成まで、一
通りの動作を行うことが
でき、独自に作成したプ
ログラムを動作させるこ
とができる。

プログラムの設計から実
行ファイルの作成まで、一
通りの動作を行うことが
できる。

実行ファイルを作成して
プログラムを動作させる
ことができる。

プログラムを実行できな
い。

2 アルゴリズムに沿ってプ
ログラムを記述すること
ができ、独自のプログラム
に応用することができる。

アルゴリズムに沿ってプ
ログラムを記述すること
ができる。

アルゴリズムを実現する
プログラムを入力して実
行できる。

アルゴリズムを実現する
プログラムを実行できな
い。

3 C言語と Java言語の特徴
を理解し、その違いや多言
語との比較を理解できる。

C言語と Java言語の特徴
を理解できる。

C言語と Java言語の文法
がわかる。

C言語と Java言語を理解
できていない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
工業力学 I
(Engineering Mechanics I)

田宮高信 (常勤) 2 1 後期
2時間

必修

授業の概要 物理学で学んだことを、現実の工業技術として起こる力学的現象として理解し、引き続く専門科目
の基礎的素養を身につける。ここでは静力学を中心に学び、力とモーメントのつり合いについて理
解を深める。

授業の進め方 講義を中心として進め，理解を深めるための問題演習を適宜行う．
到達目標 1. ベクトル量である力について理解し、力の分解、合成ができる。

2. 力とモーメントのつり合いを理解し、つり合い方程式を導くことができる。
3. 摩擦の法則を理解し、問題を解くことができる。
4. 各種形状に対する重心（図心）を求めることができる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス
力の基本演習①

・授業計画を説明する。
・ニュートンの運動の法則をもとに静力学と作用反作用の法則を理解する。
・バネの伸びと滑車に作用する力の問題が解けるようになる。

2

力の合成
力の基本演習②

・２つ以上の力の合力を求め方およびその意味を理解する。
・平面内での力のつり合い問題が解けるようになる。

2

力の分解
力の基本演習③

・分力の求め方およびその意味を理解する。
・斜面上の物体に作用する力の問題が解けるようになる。

2

力のモーメントおよびモーメント
のつり合い

・力のモーメントおよびモーメントのつり合いについて説明する。
・てこの原理を理解し、問題が解けるようになる。

2

力とモーメントのつり合いの演習 ・支点と支点反力・反モーメントについて説明する。
・各種支点における支点反力・反モーメントが求められるようになる。

2

トラス①　節点法 ・トラス構造について説明する。
・節点法を用いてトラスの部材力を求める方法を説明する。

2

トラスの演習① ・節点法を用いてトラスの部材力を求める方法を演習を通して理解する。 2

＜中間試験＞
トラスの演習② ・節点法を用いてトラスの部材力を求める方法を演習を通して理解を深

める。
2

トラス②　切断法 ・切断法を用いてトラスの部材力を求める方法を説明する。 2

トラスの演習③ ・切断法を用いてトラスの部材力を求める方法を演習を通して理解する。 2

図心①　部分分割法 ・図心について説明する。
・部分分割法による図心の求め方を理解する。

2

図心②　積分法 ・積分法による図心の求め方を理解する。 2

図心の演習 ・図心の求め方について、演習を通して理解する。 2

摩擦 ・クーロンの摩擦の法則を説明する。
・摩擦の簡単な問題が解けるようになる。

2

摩擦の演習 ・摩擦のある斜面上の物体に作用する力の問題を演習を通して理解する。 2

＜期末試験＞
計 30

学業成績の評価方
法

２回の定期試験の得点 (約 70% )と、課題などの提出状況と学習意欲と学習態度 (約 30% )により
評価を行う。

関連科目 工業力学 II・材料力学 I・材料力学 II・流体力学・機械力学
教科書・副読本 教科書: 「工業力学 第３版新装版」青木弘、木谷晋 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 発展的な問題について、力
の分解、合成をおこない問
題が解ける。

応用的な問題について、力
の分解、合成をおこない問
題が解ける。

基本的な問題について、力
の分解、合成をおこない問
題が解ける。

基本的な問題について、力
の分解、合成をおこない問
題が解けない。

2 発展的な問題について、力
とモーメントのつり合い
方程式を導き、問題が解
ける。

応用的な問題について、力
とモーメントのつり合い
方程式を導き、問題が解
ける。

基本的な問題について、力
とモーメントのつり合い
方程式を導き、問題が解
ける。

基本的な問題について、力
とモーメントのつり合い
方程式を導き、問題が解
けない。

3 摩擦の法則を理解し、発
展的な問題を解くことが
できる。

摩擦の法則を理解し、応
用的な問題を解くことが
できる。

摩擦の法則を理解し、基
本的な問題を解くことが
できる。

摩擦の法則を理解し、基
本的な問題を解くことが
できない。

4 発展的な問題について、重
心（図心）を求めることが
できる。

応用的な問題について、重
心（図心）を求めることが
できる。

基本的な問題について、重
心（図心）を求めることが
できる。

基本的な問題について、重
心（図心）を求めることが
できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医療福祉工学概論
(Introduction to Medical and
Welfare Engineering)

吉村拓巳 (常勤) 2 1 前期
2時間

必修

授業の概要 医療福祉工学への導入科目である。今後習う教科と関連付けを行うと共に、医療福祉工学に関わる
取り組み事例を紹介する。

授業の進め方 導入科目であるので受講学生全員が理解できるように、また興味を感じられるように事例を紹介し
ながら授業を行う。

到達目標 1. 医療福祉工学の体系が理解できる
2. 理解した内容が関連専門科目に繋がることを理解できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
医療福祉工学とは 医療福祉分野と工学との関わり＜吉村、降矢＞ 2

生体情報の検出について 生体電気現象と安全基準について＜降矢＞ 2

医用超音波診断装置 超音波診断装置の原理について＜吉澤＞ 2

生体情報の可視化技術 脳機能計測などの生体情報の計測技術について＜福田＞ 2

運動計測センサの福祉機器応用 加速度センサや角速度センサなどの動きを計測できるセンサを用いた福祉
機器について＜吉村＞

2

医療機器の安全について 医療機器の安全性、事故事例について＜星＞ 2

義肢（義手、義足）について 障害者用義肢（義手、義足）の機能と働きについて＜深谷＞ 2

生体情報を用いた福祉機器の操作 筋電位や脳波といった生体情報の測定と、その情報を利用した福祉機器の
操作について理解する＜深谷＞

2

人間の視覚特性と視線計測 人間の視覚特性と視線計測技術について＜三林＞ 2

ニューロリハビリテーションロボ
ティクス

工学とリハビリテーションの関係について解説＜柴田＞ 2

材料とその強度 新しい『ものづくり』の方法と材料，強度設計の現場などについて＜田宮
＞

2

医用精密機械の構造と性能評価 医用精密機械の構造と性能評価について解説する＜冨田＞ 2

医用材料について 医用材料に関する先端的なトピックスに触れ，医療分野における「材料」
の果たす意義について理解する＜杉本＞

2

医療福祉工学の今日の課題と展望 医療福祉工学の実務に携わる企業家をお呼びして今日の課題と展望につい
て話題に挙げる＜吉村＞

2

まとめと確認 講義のまとめと理解度の確認を行う＜吉村＞ 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験問題は各項目毎に与える課題を基に作成する事とし、中間試験及び期末試験の平均を評価
基準点とする。総合評価にあたっては、授業への参加状況を勘案する。評価基準点と授業参加状況
の比率は 8：2とする。

関連科目
教科書・副読本 その他: 講師が用意した自作資料を用いる

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 医療福祉に関連する分野
の工学的な応用分野を理
解し、原理説明する事が
できる

医療福祉に関連する分野
の工学的な基礎知識を理
解し、基礎的な原理説明
する事ができる

医療福祉に関連する分野
の工学的な基礎知識を理
解し、説明する事ができる

医療福祉に関連する分野
の工学的な基礎知識を理
解し、説明する事ができ
ない

2 関連する専門科目の内容
を理解し、原理と応用につ
いて説明する事ができる

関連する専門科目の内容
を理解し、原理を説明す
る事ができる

関連する専門科目の内容
を説明する事ができる

関連する専門科目の内容
を説明する事ができない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医療福祉工学実験実習 I
(Experiments and Practice of
Medical and Welfare Engineer-
ing I)

吉澤昌純 (常勤)・深谷直樹 (常勤)・岸孝雄 (非常
勤)・鈴木和夫 (非常勤)・田代裕子 (非常勤)

2 4 通年
4時間

必修

授業の概要 実験と実習で構成される。テーマ Iにおいては、直流回路に関する実験を中心に、テーマ IIにおい
ては、交流回路に関する実験を展開する。テーマ IIIでは形状記憶合金など、医療福祉に必要な材
料を用いたものづくりを展開する。テーマ IVでは医療福祉機器を製作する上で必要な機械加工技
術について実習する。テーマ Vについては実際に医療福祉機器を操作し、使い方や問題点等を実
体験することで学習理解の支えとする。さらにエンジニアリングデザイン実習においては、チーム
で行うワークショップを通して、エンジニアリングデザイン的な考え方の基礎を学ぶ。

授業の進め方 4班編成で実施し、ローテーションにより１年を４期に分けて実験実習を行う。なおテーマ IVと
テーマ Vは１期の中で続けて行う。前期２週、後期３週を用い、エンジニアリングデザイン実習
を実施する。実験、実習共に、それぞれに関する講義と実験ないしは実習を実施し、作製物の提出
やレポートの提出を義務づけ、これについて内容を吟味し指導を行う。

到達目標 1. 直流及ぶ交流回路の動作を把握できる。
2. ものづくりの基本を理解して、実際に物を製作できる。
3. 基本的技能を身に着け簡単な機械加工ができる。
4. 医療福祉機器の基本的な特性を理解して、評価できる。
5. 実験・実習のレポートを作成できる。
6. グループワークを通して、自ら自分の役割を見つけ、積極的にものづくりに関わることができる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 実験実習の進め方、レポートの書き方、グラフの描き方等を学ぶ。 4

テーマⅠ (前期)
直流回路実験

オームの法則、抵抗の直列並列回路に関する実験を実施する。
電圧降下法による抵抗の実験を実施し、系統的誤差の確認を行なう。

24

テーマⅡ (後期)
交流回路実験

オシロスコープの使用法を学び、交流直列並列回路に関する実験を実施
する。

24

テーマⅢ（通年）
ものづくり実習

人工筋肉に関連する形状記憶合金等、医療福祉工学に必要な材質を用いて
基礎的なものづくり実習を行う。

24

テーマⅣ（通年）
機械加工実習

医療福祉機器を製作する上で必要な熱間鍛造や塑性加工などの機械加工技
術を修得する。

12

テーマⅤ（通年）
医療福祉応用機器実習

車椅子や筋電位測定器などを利用し、福祉機器や医療機器など医療福祉工
学に関わる機器の基本的な使い方や構造、問題点を実習により学ぶ。

12

エンジニアリングデザイン実習
（通年）

グループワークによるものづくり実習を行い、製品開発に必要なチームビ
ルディングの基礎を修得する。

20

計 120

学業成績の評価方
法

全ての実験・実習を行ない、出席状況及び授業中の作業態度、課題およびレポートにより総合的に
評価する。評価の比率は３：７とする。ただし、正当な事由による欠席については、補講を行う。

関連科目 電気回路 I・電気回路 II・機械設計製図 I・工業力学 I

教科書・副読本 その他: 指導書を配布する。



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 直流回路では、オームの
法則とキルヒホッフの法
則を理解しそれらを活用
して抵抗の直並列回路の
動作を理論的に把握し実
験的に確認でき、理論と
実験の間の相違を考察す
ることができる。交流回
路ではオシロスコープに
よる波形観測とメータに
よる電圧、電流の実効値計
測との間の関係を理解し、
複素数表示の各値をベク
トル演算を用いてオーム
の法則とキルヒホッフの
法則によりＲ，Ｌ、Ｃの直
並列回路の動作を理論的
に把握し実験的に確認で
き、理論と実験の間の相違
を考察することができる。

直流回路では、オームの
法則とキルヒホッフの
法則を理解しそれらを活
用して抵抗の直並列回路
の動作を理論的に把握し
実験的に確認できる。理
論と実験の間の相違の一
部を考察することができ
る。交流回路ではオシロ
スコープによる波形観測
とメータによる電圧、電
流の実効値計測との間の
関係を理解し、複素数表
示の各値をベクトル演算
を用いてオームの法則と
キルヒホッフの法則によ
りＲ，Ｌ、Ｃの直並列回路
の動作を理論的に把握し
実験的に確認でき、理論
と実験の間の相違の一部
を考察することができる。

直流回路では、指導により
テキストを参照しながら
幾度か計算し直せば、オー
ムの法則とキルヒホッフ
の法則により抵抗の直並
列回路の各値を計算し実
験により確認できる。理
論と実験の間の相違を確
認できる。交流回路では
テキストを参照しながら
オシロスコープによる波
形観測がきる。指導によ
りテキストを参照しなが
ら幾度か計算をし直せば、
複素数表示の各値をベク
トル演算を用いてオーム
の法則とキルヒホッフの
法則によりＲ，Ｌ、Ｃの直
並列回路の動作を計算で
き、それらを実験的に確
認でき、理論と実験の間
の相違を確認することが
できる。

直流回路では、オームの法
則とキルヒホッフの法則
を理解できず抵抗の直並
列回路の動作を理論的に
把握できなく、また、実験
的にも確認できない。理
論と実験の間の相違を考
察することができない。
交流回路ではオシロス
コープによる波形観測と
メータによる電圧、電流
の実効値計測との間の関
係を理解できず、オーム
の法則とキルヒホッフの
法則によりＲ，Ｌ、Ｃの直
並列回路の動を理論的に
把握できなく、また、実験
的にも確認できない。理
論と実験の間の相違を考
察することができない。

2 製作工程の手順、形状記
憶合金などの材質の特性
を理解し、見本に近似し
た加工を実施できる。

製作工程の手順、形状記
憶合金などの材質の特性
を理解し、一部は異なる
が見本に近い加工は実施
できる。

製作工程の手順を理解で
きるが、いくつかの部分
で見本に近い加工を行う
事ができない

必要な加工を実施するこ
とができない。

3 工作機械を正しく操作し，
基礎的な加工と，製作物
の精度に関する評価が行
える。

工作機械を操作し，基礎
的な加工を行って製作物
を作成することができる。

基本的な工作機械操作は
できるが、製作物を全て
作成することができない。

基本的な工作機械操作が
できない。

4 医療福祉機器の特性を正
しく把握し、適切に操作
して得られた値について
評価が行える。

医療福祉機器の特性を把
握し、基本的な操作を行
う事ができる。

基本的な操作を行う事は
出来るが、医療福祉機器
の特性を十分に理解でき
ていない。

医療福祉機器の基本的な
操作を行う事ができない。

5 適切な項目の並びに従い、
適切なグラフや表に示し
た実験結果および理論値
との相違に対する考察に
より実施した実験・実習
の内容を分かり易く示し
たレポートを作成できる。

一部指導による改訂によ
り、適切な項目の並びに
従い、適切なグラフや表
に示した実験結果および
一部の理論値との相違に
対する考察により実施し
た実験・実習の内容を示し
たレポートを作成できる。

指導による改訂を重ね、適
切な項目の並びに順じ適
切なグラフや表に示した
実験結果および一部の理
論値との相違を示すこと
により実施した実験・実
習の内容を示したレポー
トを作成できる。

適切な項目の並びに従う
事ができず、不適切なグ
ラフや表であったり、不
十分な実験結果であった
りし、実施した実験・実習
の内容を示たレポートを
作成できない。

6 グループワークを通して、
自ら自分の役割を見つけ、
積極的にものづくりに関
わることができる。

グループワークを通して、
自ら自分の役割を見つけ、
ものづくりに関わること
ができる。

グループワークを通して、
指導により自分の役割を
見つけ、ものづくりの一
部に関わることができる。

グループワークを通して、
指導しても自分の役割を
見つけることができず、も
のづくりに関わることが
できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
応用数学 I
(Applied Mathematics I)

矢吹康浩 (常勤)・小野智明 (常勤)・向山一男 (非
常勤)

3 1 後期
2時間

必修

授業の概要 微分方程式は、自然現象はもちろんのこと社会現象を記述する上で必須の道具であり、微分方程式
を解くことは諸々の現象の振る舞いを理解する上で重要である。1 階・2 階の定数係数線形微分方
程式の解法を中心に、微分方程式の基礎知識と解法力を養う。

授業の進め方 講義を中心とするが、理解を深めるための問題演習も行う。
到達目標 1. 微分方程式の意味を理解し、変数分離形の微分方程式の解を求めることができる。

2. 1階線形微分方程式の解を求めることができる。
3. 2 階線形微分方程式の解を求めることができる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
微分方程式 微分方程式の解の種類と意味を理解する。 2

変数分離形 変数分離形の微分方程式の解法を習得する。 6

線形微分方程式 線形微分方程式の解法を習得する。 6

中間試験 1

斉次 2階線形微分方程式 斉次 2階線形微分方程式の一般解の性質を理解する。 6

非斉次 2階線形微分方程式 非斉次 2階線形微分方程式の解法を習得する。 6

2階線形微分方程式の応用 具体的な現象を踏まえて問題を解いてみる。 3

計 30

学業成績の評価方
法

２回の定期試験の得点と授業態度・出席状況・課題等の提出状況から評価する。なお，定期試験と
課題等の比率を４：１とする。

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「高専テキストシリーズ　微分積分 2」上野健爾 (森北出版)，補助教材: 「高専テキスト

シリーズ　微分積分 2問題集」上野健爾 (森北出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 物理現象を変数分離形の
微分方程式で表現でき、解
くことができる。

簡単な変数分離形の微分
方程式を解くことができ
る。

微分方程式の意味を理解
し、一般解や特殊解の意
味を理解できる。

微分方程式が何か理解で
きない。

2 物理現象を１階線形微分
方程式で表現でき、解く
ことができる。

複雑な１階線形微分方程
式を解くことができる。

簡単な１階線形微分方程
式を解くことができる。

簡単な１階線形微分方程
式を解くことができない。

3 難易度の高い非斉次２階
線形微分方程式の特殊解
および一般解を求めるこ
とができる。

簡単な非斉次２階線形微
分方程式の特殊解および
一般解を求めることがで
きる。

斉次２階線形微分方程式
の一般解を求めることが
できる。

斉次２階線形微分方程式
の一般解を求めることが
できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械設計製図 II
(Mechanical Design and Draft-
ing II)

深谷直樹 (常勤) 3 2 通年
2時間

必修

授業の概要 設計に必要な機械要素の設計に必要な計算手法を学ぶ。また計算を行って機械要素や機器の諸元を
導出し製図することで設計製図作成能力を習得する。

授業の進め方 構造設計に必要な各種知識および計算法について教室および製図室での講義、演習 を行う。実践
的演習として各自異なる諸条件に従い設計・製図作成も実施する。また、理解確認のためのテスト
を行う。

到達目標 1. 設計を行うための基本計算が理解できる
2. 機械要素の諸元を導出するための計算手法が理解できる
3. 機械構造部品について機械製図法に基づいて作図できる
4. 与えられた条件を元に計算により機器を設計し、諸元を導くことができる
5. 計算により得られた諸元を基に図面を製図することができる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 授業の概要や進み方、学習すべき内容について理解する 1

ねじの諸元設計 ねじの諸元計算方法、選定基準導出方法を理解する 3

ボルト・ナットの設計 ボルトナットの設計手法について学ぶ 2

軸継手 自在継手、クラッチなど軸継手の種類と計算方法を学ぶ 2

機械要素の潤滑 回転軸等における各種潤滑方法について理解する 2

トルク、動力の計算 回転体におけるトルクと動力の計算手法を学ぶ 4

軸の強度計算 必要動力を伝達可能な回転軸の設計手法を理解する 2

自在継手作図演習 こま型自在軸継手の製図を作図できる 4

軸受作図演習製図 ラジアル滑り軸受の製図を作図できる 4

平歯車作図演習 平歯車の製図を作図できる 4

実機の製作演習 現実に存在する機器を対象に製図を行うことで製図技能の向上を図る 2

軸受の寿命 回転軸等における各種潤滑方法について理解する 2

潤滑方法 軸受の特徴と寿命を導出する手法について理解する 2

キー・ピンを用いた締結 要求される強度を有するキー・ピンの特徴、締結等の用法について理解する 2

歯車の基礎 歯車の概要、種類、モジュール、歯形曲線について理解する 2

効率と速度伝達比の計算 かみ合い理論、かみ合い率減速比の計算方法を会得する 2

平歯車の強度計算 歯面強さを求め、要求仕事を達成できる歯車設計手法を理解する 2

３軸２段平歯車減速機の設計
　減速比、トルクの決定

　
指定された要求を満たす減速機の減速比、トルクを導出する

2

　諸元の決定 授業で学んだ知識を用いて計算し、軸、平歯車の諸元を決定する 2

　配置図の作成 歯車と軸の配置を簡略法により作図し、適切な位置、形状を導出する 4

　軸の強度計算 配置図の諸元を元に軸の強度について設計条件を満たすかについて計算に
より確認する

2

　軸受の安全確認 計算より得られた諸元を元に軸受の動作条件を推定し、安全に運用可能か
について計算を用いて確認する

2

組立図製図 計算書の諸元を基に、軸、平歯車、軸受、歯車箱を含め作図する 6

計 60

学業成績の評価方
法

出席状況及び授業中の作業態度、課題および理解確認テストにより評価を行う。評価の比率は３：
７とする。ただし、正当な事由による欠席については、補講を行う。

関連科目 機械設計製図 I・工業力学 I・機械設計製図 III・福祉機器設計・アクチュエータ機構学・メカトロ
ニクス・機械力学
その他第 2学年以上の機械系科目全般

教科書・副読本 教科書: 「機械設計 I（検定教科書）」 (実教出版)・「機械設計 II（検定教科書）」 (実教出版)・「機械
製図（検定教科書）」 (実教出版)，副読本: 「工業力学 第３版新装版」青木弘、木谷晋 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 応力、トルク、回転速度、
材料特性などの諸条件を
用い、安全な強度かを確
認するための計算を行う
ことができる

特定の力や回転速度など
を用い、安全性を確認す
るための基本的な計算を
行うことができる

与えられた力や回転速度
などを用いた計算及び、そ
の特性を基とした基本的
な問題を解くことができ
る

与えられた力や回転速度
などを用いた基本的な問
題を解くことができない

2 軸や歯車、軸受に関する強
度、寿命等を導く式を適切
に選択し、この結果を用い
て必要とされる諸元を有
する機械要素を適切に選
定することができる

軸や歯車、軸受に関する強
度、寿命等を導く基本的な
計算を行い、また目的に合
う規格を持つ機械要素を
適切に選定することがで
きる

指定された諸元や条件を
基に、目的を達成する機
械要素の種類を判別する
とともに適切な機械要素
を選定することができる

指定された諸元や条件に
合う機械要素の種類を選
定することができない

3 指定された機械構造部品
について、機械製図法に
基づいて作図できている
とともに、形状的・数値的
に正しく、かつ実線、細線
などについて誤読が生じ
ない精度を実現できる

指定された機械構造部品
について、機械製図法に
基づいて作図できている
とともに、形状的・数値的
な正確さを実現できる

指定された機械構造部品
について、機械製図法に
基づいて基本的な作図が
できている

指定された機械構造部品
について、機械製図法に
基づいた基本的な作図が
できない

4 特定の機械を対象に、指
定された入出力などの諸
元を実現する各部形状を
導出し、かつ動作部分の
動的安全性を担保するこ
とを証明する設計のため
の計算書を作成できる

特定の機械を対象に、指
定された入出力などの諸
元を実現する機械部品の
形状と、動的安全性を確
認するために必要な計算
を行うことができる

特定の機械を対象に、指
定された入出力などの諸
元を実現する機械部品の
基本的な計算を行うこと
ができる

特定の機械を対象に、指
定された入出力などの諸
元を実現する機械部品の
基本的な計算を行うこと
ができない

5 設定された諸元を基に、各
部を構成する部品のそれ
ぞれの形状を正しく製図
するとともに、これら部
品が記された部品表と正
しく嵌合された組立図を
機械製図法に則った手法
で製図できる

設定された諸元を基に、各
部を構成する部品のそれ
ぞれの基本的な形状を組
み合わせた組立図を機械
製図法に則った手法で製
図できる

設定された諸元を基に、各
部を構成する部品を適切
に選定し正しい配置で組
み合わせた組立図を適切
に製図できる

設定された諸元を基に、各
部を構成する部品を用い
た組立図を適切に作図で
きない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電気磁気学 I
(Electromagnetics I)

吉村拓巳 (常勤) 3 1 後期
2時間

必修

授業の概要 電磁気学は電気電子工学を学ぶ上で極めて重要な基礎科目である。電磁気現象を的確に理解し、物
理現象の本質にふれ、医療･ 福祉機器を構成する電子部品や各種機器を作る上での基礎を学ぶ。第
３学年では静電場を中心とし、具体的な応用例や演習問題を多く取り入れ電磁気学の法則への理解
を深める。

授業の進め方 講義によって原理説明を行い、単元ごとに確認演習を取り入れる。また状況により追試を行う。
到達目標 1. 電場に関する電磁気学の基本法則について理解できる

2. 静電誘導を理解し、 コンデンサに関する計算問題を解く能力を修得できる
3. 磁界の性質の基礎について理解できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
（ガイダンス）
静電現象 静電気の性質と静電誘導、誘電体の性質について理解する 4

電界の強さと電束密度 電界の強さについて理解する 2

電束・電束密度について理解する 2

静電容量とその回路 静電容量とコンデンサの性質について理解する 2

コンデンサの接続と計算方法について理解する 2

静電エネルギー コンデンサに蓄えられるエネルギーについて理解する 2

中間試験 内容の確認のため中間試験を実施する 2

磁界の強さと磁束密度 磁石の性質、磁気力について理解する 2

磁束・磁束密度について理解する 2

磁気現象と磁気回路 電流の作る磁界について理解する 2

磁気回路の法則について理解する 2

電磁力 　
磁界中の電流に働く力を理解する

2

電流相互間に働く力を理解する 2

電磁誘導作用 電磁誘導作用について理解する 2

計 30

学業成績の評価方
法

中間、期末試験 (80% )の結果に授業態度，出席状況 (10% )，課題提出状況 (10% ) を加味して総
合的に評価する。状況により追試を実施する

関連科目 電気回路 I・電気回路 II

教科書・副読本 教科書: 「電気基礎（上）」川島純一, 斎藤広吉 (東京電機大学出版局)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 電界の強さについて理解
し、応用的な問題を解く
ことができる。また電束、
電束密度につて理解し、応
用的な問題を解くことが
できる。

電界の強さについて理解
し、基本的な問題を解く
ことができる。

クーロンの法則を理解し、
電荷が２個場合の合成の
力を算出する事ができる。

クーロンの法則を理解し、
電荷が２個場合の合成の
力を算出する事ができな
い。

2 静電誘導を理解し応用的
な問題を解くことができ
る。また、コンデンサの
直並列の回路で、電荷量
や静電容量の応用問題を
解くことができる。

静電誘導を理解し基本的
な問題を解くことができ
る。また、コンデンサの
直並列の回路で、電荷量
や静電容量の基本題を解
くことができる。

静電誘導の例題レベルの
問題を解くことができる。
また、コンデンサの回路
で、電荷量や静電容量の
例題を解くことができる。

静電誘導の例題レベルの
問題を解くことができな
い。また、コンデンサの
回路で、電荷量や静電容
量の例題を解くことがで
きない。

3 磁界のビオサバールの法
則、アンペアの周回路の
法則を理解し、さまざま
な場合に置いて適応する
事ができる。磁気誘導の
応用問題を解くことがで
きる。

磁界のビオサバールの法
則、アンペアの周回路の法
則を理解し、基本的な場合
に置いて適応する事がで
きる。磁気誘導の基本問
題を解くことができる。

磁界のビオサバールの法
則、アンペアの周回路の法
則を理解し、基礎的な場合
に置いて適応する事がで
きる。磁気誘導の基礎問
題を解くことができる。

磁界のビオサバールの法
則、アンペアの周回路の法
則を理解していない。磁
気誘導の基礎問題を解く
ことができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電気回路 II
(Electric Circuits II)

降矢典雄 (常勤) 3 2 通年
2時間

必修

授業の概要 電気電子系の工学技術を習得するうえで、電気回路は欠くことの出来ない専門基礎科目である。第
３学年では、２年次（交流の基礎とベクトル記号法）の復習から始め、交流回路網の諸定理、相互
誘導回路、ベクトル軌跡、4 端子回路などを扱う。

授業の進め方 基礎科目であるので受講学生全員が理解できるよう、充分な演習問題を取りあげ授業を行う。
到達目標 1. 交流回路を解析して回路方程式をたてることができる。

2. 学んだ回路解析法を理解し、適切に解析手法を活用できる。
3. 交流回路の諸定理を理解して回路の等価回路が導くことができる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
【前期】
ガイダンス ３年次電気回路の目的と内容及び授業の進め方についての説明 2

交流回路素子 直並列回路（復習・演習） 2

網目電流法 回路方程式：網目電流法（演習） 2

可変要素による位相調整 4

交流電力 交流電力と力率 4

交流電力 インピーダンス整合と最大供給電力 2

理解度の確認 実施試験の解答解説 2

等価回路表現 等価定電圧源回路及び等価定電流源回路 6

回路網の諸定理 鳳・テブナンの定理及びノートンの定理 4

等価定電圧源・等価定電流源回路（演習） 4

相互誘導回路 電磁誘導結合回路と相互インダクタンス 4

交流回路の周波数特性 ローパスフィルタとハイパスフィルタ 2

ベクトル軌跡 ベクトル軌跡 6

理解度の確認 実施試験の解答解説 2

交流回路計算法のまとめ 回路方程式：節点方程式 4

負荷の∆－Ｙ変換 負荷の∆－Ｙ変換 2

4 端子回路 4 端子回路の概要 2

4 端子回路の縦続接続 6

計 60

学業成績の評価方
法

前期中間、前期期末、後期中間、学年末に実施される定期試験と必要に応じて実施される小テスト
の重み付け平均をもって評価基準点とする。成績評価は、この評価基準点と授業への取組み姿勢を
勘案して総合的に評価する。評価基準点と授業への取組み姿勢の評価割合は 8：2とする

関連科目 医療福祉工学実験実習 I・電気回路 I・電気回路 III・医療福祉工学実験実習 II

教科書・副読本 教科書: 「電気回路の基礎　第３版」西巻 正郎、森 武昭、荒井 俊彦 (森北出版)，その他: 前年度
教科書の継続使用



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 複雑な回路構成であって
も、適切に閉回路を選択
して、回路方程式が立て
られ、これを解くことが
できる。

複数の電圧源や電流源を
含む回路において、網目
電流法を基に回路方程式
をたて、これを解くこと
ができる。ベクトル軌跡
を求めることもできる。

一つの電圧源を有する比
較的優しい直列や並列回
路を解くことができる。

交流計算の基礎ができて
いない。（試験関連箇所が
60％未満）

2 解析対象を理解した上で、
解析法を選択でき、解析が
行える。

・枝路電流法・網目電流法・
節点方程式などの回路方
程式を理解している。さ
らに 4 端子法におけるＦ
マトリックスも理解して
おり、これらによる回路
解析ができる。

全てではないが、一部の回
路解析法を理解しており、
解析が行える。

インピーダンス等は理解
しているが、解析に必要な
数学が伴っていない。（試
験関連箇所が 60％未満）

3 相互誘導回路など複雑な
回路の等価定電圧源回路
を求めることができる。

鳳・テブナンの法則を用
い・等価定電圧源回路・等
価定電流源回路を導ける。

重ねの理・鳳・テブナンの
法則を理解している。

回路を簡単化することが
できない。諸定理に関す
る知識が曖昧である。（試
験関連箇所が 60％未満）



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電子回路 I
(Electronic Circuits I)

福田恵子 (常勤) 3 2 通年
2時間

必修

授業の概要 電子回路は様々な電子情報機器を構成する重要な要素であり電気電子系の工学技術を習得するうえ
で欠くことの出来ない基礎科目である。第３学年では、トランジスタをはじめとしたアナログ基本
回路を理解することを目的とする。

授業の進め方 講義を中心として、理解を深めるために演習を取り入れる。
到達目標 1. ダイオードの特性を理解できる

2. トランジスタの特性を理解し、基本的なバイアス回路、増幅回路の計算ができる
3. 負帰還の原理を理解できる
4. 基本的な演算増幅回路の計算ができる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 目的と内容の説明、電気回路の確認 2

半導体の基礎 半導体の特性に関する理解 2

ダイオード ダイオードの静特性と整流作用の理解 2

ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ バイポーラトランジスタの静特性の理解 2

増幅の原理 増幅率、利得の理解 2

トランジスタの増幅回路 基本増幅回路の特性 4

トランジスタの増幅回路 トランジスタの等価回路の理解 2

バイアス回路 直流バイアス回路の方式の理解 4

小信号増幅回路 小信号増幅回路と CR 結合回路の理解 4

回路シミュレータ演習 回路シミュレータの使用方法と周波数特性の理解 4

まとめ まとめと演習の解説 2

復習テスト 前期学習内容の理解度の確認 2

小信号増幅回路 直結増幅回路の理解 2

集積回路とは ICの製造と分類と製造工程の理解 2

負帰還増幅回路 負帰還増幅回路の原理の理解 2

帰還増幅回路（エミッタフォロア他）の動作の理解と演習 4

演習 後期中間段階の理解度の確認 2

演算増幅回路 演算増幅器の基本特性の理解 2

基本的な演算増幅回路（加算器、減算器　他）の動作の理解 4

回路シミュレータ演習 基本回路と現実の回路の動作特性の理解 4

電界効果トランジスタ 電界効果トランジスタの動作原理と静特性、FET増幅回路 4

まとめ まとめと演習 2

計 60

学業成績の評価方
法

２回の定期試験の得点と、課題や授業への参加状況から総合的に決定する。定期試験と課題・授業
への参加状況の比率は７：３とする

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「基礎シリーズ　電子回路入門」末松安晴、藤井信生 (実教出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 ダイオードの静特性にお
ける動作点の算出や、動
特性における整流回路の
特性を説明できる。

ダイオードの静特性と動
特性を説明できる。

ダイオードの静特性と動
特性が理解できる。

ダイオードの静特性と動
特性が理解できない。

2 トランジスタの特性や増
幅の原理と周波数特性が
説明でき、直流バイアス
回路を持つ基本的な増幅
回路のバイアス電圧、動
作点、小信号の増幅特性
の計算ができる。

トランジスタの特性や増
幅の原理と周波数特性が
理解でき、直流バイアス
回路を持つ基本的な増幅
回路のバイアス電圧と小
信号の増幅特性の計算が
できる。

増幅の原理が理解でき、直
流バイアス回路の役割を
理解でき、増幅回路の小
信号の増幅特性の計算が
できる。

増幅の原理、直流バイア
ス回路の役割と増幅回路
の小信号の増幅特性が理
解できない。

3 負帰還の原理を理解し、基
本的な帰還増幅回路の計
算ができる。

負帰還の原理を理解し、負
帰還の式が導出できる。

負帰還の原理を理解でき
る。

負帰還の原理を理解でき
ない。

4 演算増幅回路の基本特性
を理解し、基本的な演算
増幅回路の性能評価がで
きる。

演算増幅回路の基本特性
を理解し、基本的な演算
増幅回路の計算ができる。

演算増幅回路の基本特性
を理解できる。

演算増幅回路の基本特性
を理解できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
情報処理 II
(Computer Programming II)

田代裕子 (非常勤) 3 1 後期
2時間

必修

授業の概要 Ｃ＋＋言語について学ぶ。情報工学の基礎として、データ構造、アルゴリズム及び情報量の基礎を
学ぶ。

授業の進め方 各回とも講義と演習を基本として授業を行う。
到達目標 1. Ｃ＋＋言語を理解し、プログラムを作成することができる。

2. データ構造とアルゴリズムを理解しプログラムへの実装できる。
3. 情報量の基礎的な計算ができる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
Ｃ＋＋言語への発展 Ｃ 言語の基礎を復習する。Ｃ＋＋言語の基礎を理解する。 2

クラス Ｃ＋＋言語のクラスを理解し、プログラムを作成する。 8

ファイルの入出力 ファイルの概念と操作法を理解し，プログラムを作成する。 4

アルゴリズム 並び替え、モンテカルロ法のアルゴリズムを学び、プログラムを作成する。 6

データ構造 基本的なデータ構造について学ぶ。 4

情報理論の基礎 基本的な情報量の計算や通信路容量について学ぶ。 6

計 30

学業成績の評価方
法

中間・期末試験の得点を 80％、各回における課題提出状況を 20％として基礎点を計算し、授業へ
の参加状況等を総合的に評価する。

関連科目
教科書・副読本 参考書: 「プログラミング言語 C++第 4版」ビャーネ・ストラウストラップ (SBクリエイティブ)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 C++言語を理解し、独自
にプログラムを作成する
ことができる。

C++言語を理解し、プロ
グラムを作成することが
できる。

C++言語の一部を理解
し、プログラムを作成す
ることができる。

C++言語が理解していな
い。

2 データ構造とアルゴリズ
ムを理解し、独自のプロ
グラム設計に応用できる。

データ構造とアルゴリズ
ムを理解しプログラムへ
の実装できる。

データ構造とアルゴリズ
ムを理解できる。

データ構造とアルゴリズ
ムを理解していない。

3 情報量の計算ができ、情
報量を他の事象に応用で
きる。

情報量の計算ができる。 情報量の意味がわかる。 情報量の意味がわからな
い。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
材料学
(Materials Science)

杉本聖一 (常勤) 3 1 前期
2時間

必修

授業の概要 機械・構造材料として用いられる元素の種類は２０～３０種類程度であり，さほど多くはない。し
かしながら、金属材料の種類や性質は合金化や熱処理などを用いることでほぼ無限に近い多様性を
持つ。したがって、個々の材料について知識を覚えるのではなく、材料学の基本事項（理論）を体
系的に学習し、機械や構造物を設計する上で必要な材料についての基礎知識を修得する。

授業の進め方 講義とグループ学習による演習（アクティブラーニング）、および理解度確認のための小テストに
より授業を進める。

到達目標 1. 各種機械的性質の定義とそれぞれの試験方法を理解できている。
2. 材料の微視的構造を理解できている。
3. 鋼の平衡状態図の読み方を理解し、状態図から組織の状態、組成を求めることができる。
4. 鋼の各種熱処理による効果と特色を理解できている。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス ・ものづくりにおける材料学の意義を理解する。 1

材料の機械的性質と試験方法 ・材料の各種機械的性質（強度、延性、じん性、硬さ、疲労など）とその
試験方法について学び、それぞれの違いについて理解する。

6

材料の微視構造 ・材料の原子構造と結合力、結晶構造を理解する。
・金属材料の欠陥と転位，転位による塑性変形の仕組みを理解する。

3

合金の状態図の読み方 ・平衡状態図の読み方、てこの法則を理解する。
・主要な２元合金状態図を学び、状態図から得られる組織の状態、組成の
求め方を理解する。

3

まとめ ・これまでのまとめと復習を行う。 1

鋼の状態図と組織 ・代表的な金属材料である鋼の平衡状態図について学び、各状態における
鋼の組織、変態について理解する。

6

鋼の熱処理 ・各種熱処理（焼なまし、焼ならし、焼入れ・焼戻しなど）による鋼の組
織変化と機械的性質との関係について理解する。
・金属の強化機構について理解する。
・TTT曲線、CCT曲線の読み方と組織変化、機械的性質の変化について
理解する。

8

まとめ ・これまでのまとめと復習を行う。 2

計 30

学業成績の評価方
法

課題・小テスト・口頭試問と２回の定期試験により評価を行う。ただし、評価の比率は原則として
２：８とする。

関連科目 材料力学 I・医療福祉工学実験実習 II・医療福祉材料
教科書・副読本 教科書: 「図解 機械材料 第 3版」打越二彌 (東京電機大学出版局)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 各種機械的性質の定義と
それぞれの試験方法を理
解し、説明できる。

各種機械的性質の定義と
それぞれの試験方法をお
おむね理解できている。

各種機械的性質の定義と
それぞれの試験方法を教
科書等を参考にしながら
理解できる。

各種機械的性質の定義と
それぞれの試験方法を全
く理解していない。

2 材料の微視的構造を理解
し、説明できる。

材料の微視的構造をおお
むね理解できている。

材料の微視的構造を教科
書等を参考にしながら理
解できる。

材料の微視的構造を全く
理解できていない。

3 鋼の平衡状態図の読み方
を理解し、状態図からあ
らゆる組織の状態、組成
について説明することが
できる。

鋼の平衡状態図の読み方
を理解し、状態図から組
織の状態、組成をおおむ
ね求めることができる。

鋼の平衡状態図の読み方
を理解し、状態図から組
織の状態、組成を教科書
等を参考にしながら求め
ることができる。

鋼の平衡状態図の読み方
を理解できず、状態図か
ら組織の状態、組成を求
めることができない。

4 鋼の各種熱処理による効
果と特色を理解し、説明
できる。

鋼の各種熱処理による効
果と特色をおおむね理解
できている。

鋼の各種熱処理による効
果と特色を教科書等を参
考にしながら理解できる。

鋼の各種熱処理による効
果と特色を理解できてい
ない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
材料力学 I
(Strength of Materials I)

田宮高信 (常勤) 3 2 通年
2時間

必修

授業の概要 機械や構造物の設計においては部材の材質や寸法は安全性と経済性の観点から決定される．材料力
学は，部材内部に生ずる応力と変形を明らかにする学問であり，機械や構造物の設計に不可欠であ
る．３年次では最も基礎となる諸問題を通じ，基礎力と応用力を養う．

授業の進め方 講義を中心とし，理解を深めるために演習を多く取り入れる．
到達目標 1. 応力とひずみ，およびフックの法則という材料力学の基礎を理解し説明できる。

2. 真直棒の引張圧縮の問題について応力およびひずみが計算できる。
3. 真直ばりのせん断力線図および曲げモーメント線図が作図できる。
4. 真直ばりに作用する曲げ応力および曲げ剛性を理解し、強度計算ができる。
5. 真直ばりのたわみの基本式を理解し計算できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 材料力学の目的・内容について説明する。 1

応力とひずみ 応力とひずみについて説明する。 2

フックの法則 フックの法則について学び、引張圧縮の簡単な問題を解く。 2

材料試験と弾性係数 フックの法則における比例定数＝弾性係数について説明し、実験値から弾
性係数を求める。

2

まとめと演習 フックの法則についてまとめと演習をおこなう。 2

許容応力と安全率 設計時の基準応力と許容応力，安全率の関係について説明する。 2

引張圧縮の不静定問題 引張圧縮に関する不静定問題を解く。 2

　◎まとめと演習 2

支点と支点反力 真直ばりで用いられる支点と支点反力について理解する。 1

真直ばりのせん断力と曲げモーメ
ント

真直ばりに作用するせん断力と曲げモーメントの関係を説明する。 4

SFD，BMD せん断力線図（SFD），および曲げモーメント線図（BMD）を説明する。 4

SFD，BMDの演習問題 SDF，BMDの演習をおこなう。 4

　◎まとめと演習 2

真直ばりの応力 真直ばりの応力について基礎方程式を説明する。 2

断面係数と最大曲げ応力 断面係数を理解し、最大曲げ応力の計算をおこなう（曲げ強さ）。 2

平等強さのはり 平等強さのはりについて理解する。 2

断面二次モーメント 断面二次モーメントおよび曲げ剛性を理解する。 2

断面二次モーメントの計算 各種断面について断面二次モーメントおよび断面係数の計算をおこなう。 2

断面二次モーメントの定理 断面二次モーメントに関する定理を理解する。 2

　◎まとめと演習 2

たわみの基本式の導出 真直ばりのたわみ曲線の基本式（微分方程式）を説明する。 2

たわみ曲線を求める方法 たわみの基本式を解き、たわみ曲線を導く。 2

真直ばりにおける重ね合わせの
原理

重ね合わせの原理を用いてたわみを求める。 2

真直ばりの不静定問題 真直ばりの不静定問題を解く。 3

　◎まとめと演習 2

引張圧縮問題の演習 引張圧縮に関する応用問題について演習をおこなう（自重を考慮した棒の
変形、断面の変化する棒の伸び）。

3

　◎まとめと演習 2

計 60

学業成績の評価方
法

４回の定期試験および授業中に実施する小テスト，授業への参加状況から総合的に判断する。定期
試験点数および小テストと授業への参加状況の比率は８：２とする。また、学習意欲と学習態度に
より、加点又は減点を行う場合がある。

関連科目 工業力学 I・医療福祉工学実験実習 II・材料力学 II

教科書・副読本 教科書: 「材料力学　第３版　新装版」黒木剛司郎　友田陽 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 応力とひずみ，およびフッ
クの法則という材料力学
の基礎を理解し、周囲の
学生に正しく教えること
ができる。

応力とひずみ，およびフ
ックの法則という材料力
学の基礎を理解し説明で
きる。

教科書やノートを見れば、
応力とひずみ，およびフ
ックの法則という材料力
学の基礎を理解し説明で
きる。

教科書やノートを見ても、
応力とひずみ，およびフッ
クの法則という材料力学
の基礎を理解し説明でき
ない。

2 発展的な真直棒の引張圧
縮の問題について応力お
よびひずみが計算できる。

応用的な真直棒の引張圧
縮の問題について応力お
よびひずみが計算できる。

基本的な真直棒の引張圧
縮の問題について応力お
よびひずみが計算できる。

基本的な真直棒の引張圧
縮の問題について応力お
よびひずみが計算できな
い。

3 発展的な真直ばりの問題
について、せん断力線図
および曲げモーメント線
図が作図できる。

応用的な真直ばりの問題
について、せん断力線図
および曲げモーメント線
図が作図できる。

基本的な真直ばりの問題
について、せん断力線図
および曲げモーメント線
図が作図できる。

基本的な真直ばりの問題
について、せん断力線図
および曲げモーメント線
図が作図できない。

4 発展的な真直ばりの問題
について、作用する曲げ
応力および曲げ剛性を理
解し、強度計算ができる。

応用的な真直ばりの問題
について、作用する曲げ
応力および曲げ剛性を理
解し、強度計算ができる。

基本的な真直ばりの問題
について、作用する曲げ
応力および曲げ剛性を理
解し、強度計算ができる。

基本的な真直ばりの問題
について、作用する曲げ応
力および曲げ剛性を理解
し、強度計算ができない。

5 真直ばりのたわみの基本
式を理解し、発展的な真
直ばりの問題について計
算できる。

真直ばりのたわみの基本
式を理解し、応用的な真
直ばりの問題について計
算できる。

真直ばりのたわみの基本
式を理解し、基本的な真
直ばりの問題について計
算できる。

真直ばりのたわみの基本
式を理解し、基本的な真
直ばりの問題について計
算できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
工業力学 II
(Engineering Mechanics II )

杉本聖一 (常勤) 3 1 後期
2時間

必修

授業の概要 物理学で学んだことを基にして、工業技術において実際に起こる力学的現象について理解する。第
２学年の｢ 工業力学Ⅰ｣ では静力学について取り扱ったが、本授業ではより一般性のある動力学に
ついて中心に学ぶ．

授業の進め方 講義とグループ学習による演習（アクティブラーニング）、および理解度確認のための小テストに
より授業を進める。

到達目標 1. 各種の運動について理解し、位置、速度、加速度を求めることができる
2. ニュートンの運動の法則を理解し、運動方程式を立てることができる。
3. 剛体の運動を理解し、問題を解くことができる。
4. 運動量と運動量保存の法則について理解し、問題を解くことができる。
5. 仕事とエネルギー、動力の関係を理解し、問題をできる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス ・講義の概要，工学における動力学の意義を理解する． 1

点の運動 ・変位、速度、加速度の関係と点の種々の運動（直線運動、平面運動、放
物運動、相対運動）について理解し、問題が解ける。

5

運動と力 ・ニュートンの運動の法則と慣性力を理解する。 5

剛体の運動 ・剛体の回転運動と慣性モーメント、断面二次モーメントについて理解す
る．
・剛体の平面運動を理解し、運動方程式を立てられる．
・剛体の回転体のつりあいを取るための計算ができる．

6

まとめ ・これまでのまとめと復習を行う。 1

運動量と力積 ・運動量と運動量保存の法則について理解する．
・種々の衝突について、計算ができる．

4

仕事、エネルギー、動力 ・仕事とエネルギーの関係について理解する。
・エネルギー保存の法則と動力について理解し、計算ができる。

6

まとめ ・これまでのまとめと復習を行う。 2

計 30

学業成績の評価方
法

課題・小テスト・口頭試問と２回の定期試験により評価を行う。ただし、評価の比率は原則として
３：７とする。

関連科目 工業力学 I・応用物理 I・材料力学 I・機械力学
教科書・副読本 教科書: 「工業力学 第３版新装版」青木弘、木谷晋 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 各種の運動について理解
し、応用的な問題につい
て位置、速度、加速度を求
めることができる。

各種の運動について理解
し、基礎的な問題につい
て位置、速度、加速度を求
めることができる。

各種の運動について理解
し、教科書等を参考にし
ながら、基礎的な問題に
ついて位置、速度、加速度
を求めることができる。

各種の運動について理解
できず、位置、速度、加速度
を求めることができない。

2 ニュートンの運動の法則
を理解し、応用的な問題
について運動方程式を立
てることができる。

ニュートンの運動の法則
を理解し、基礎的な問題
について運動方程式を立
てることができる。

ニュートンの運動の法則
を理解し、教科書等を参
考にしながら、基礎的な
問題ついて運動方程式を
立てることができる。

ニュートンの運動の法則
を理解できず、運動方程式
を立てることができない。

3 剛体の運動を理解し、応
用的な問題を解くことが
できる。

剛体の運動を理解し、基
礎的な問題を解くことが
できる。

剛体の運動を理解し、教
科書等を参考にしながら、
基礎的な問題を解くこと
ができる。

剛体の運動を理解できず、
問題を解くことができな
い。

4 運動量と運動量保存の法
則について理解し、応用
的な問題を解くことがで
きる。

運動量と運動量保存の法
則について理解し、基礎
的な問題を解くことがで
きる。

運動量と運動量保存の法
則について理解し、教科書
等を参考にしながら、基礎
的な問題を解くことがで
きる。

運動量と運動量保存の法
則について理解できず、問
題を解くことができない。

5 仕事とエネルギー、動力の
関係を理解し、応用的な問
題を解くことができる。

仕事とエネルギー、動力の
関係を理解し、基礎的な問
題を解くことができる。

仕事とエネルギー、動力の
関係を理解し、教科書等を
参考にしながら、基礎的な
問題を解くことができる。

仕事とエネルギー、動力の
関係を理解できず、問題を
解くことができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医療福祉工学実験実習 II
(Experiments and Practice of
Medical and Welfare Engineer-
ing II)

福田恵子 (常勤)・吉村拓巳 (常勤)・杉本聖一 (常
勤)・冨田宏貴 (常勤)

3 4 通年
4時間

必修

授業の概要 これは実験と実習で構成される。テーマ Iではアナログ回路に関する実験を中心に、テーマ IIでは
生体計測に関する実験を展開する。テーマ IIIでは機械部品の加工精度に関する実験と３次元CAD
を用いた演習を行い、テーマⅣでは材料力学・材料工学に関する実験を行なう。また、前期と後期
の後半に ED実習を行う。

授業の進め方 4班編成で実施し、ローテーションにより１年を 8期に分けて実験実習を行う。実験、実習共に、
それぞれに関する講義と実験ないしは実習を実施し、作製物の提出やレポートの提出を義務づけ、
これについて内容を吟味し指導を行う。

到達目標 1. 電子回路の動作を理解できる
2. 生体計測の基本的な手法を理解できる
3. ものづくりの基本を理解し、適切に設計することができる
4. 材料力学・材料工学の基本事項について理解できる
5. 期限を守る重要性を理解できる
6. 実験、実習レポートの作成手順を習得できる

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 実験実習の進め方、実験実習に関する諸注意等ガイダンスを行う。

開始時間、挨拶、後片付け、実験実習に取り組む態度、リポート提出期限
を守る指導を行う。

4

テーマⅠ (通年)
アナログ回路

電子回路を構成する重要な要素であるダイオード、トランジスタなどの半
導体素子の静特性 (直流特性)と動特性（交流特性)、及び、演算増幅回路
の基本動作を理解するための実験実習を実施する。

24

テーマⅡ (通年)
生体計測実習

生体情報を工学的に計測する実験を行う。心電図、筋電図、脳波、皮膚電
気抵抗の計測実験を行い、生体情報の工学的計測方法の原理と、得られた
生体情報の生理的な意味についての知識を習得する。

24

テーマⅢ（通年）
計測工学実験
3次元 CAD

前半は機械部品の加工精度評価（円筒形状部品の真円度）、空気マイクロ
メータを用いた部品の精度管理、熱電対を用いた熱電圧計の校正法につい
て実験し、各種計測技術を習得する。後半は３次元 CADを用いて，ソフ
トの基本操作の習得と、パーツモデリングの概念を理解する。

24

テーマⅣ（通年）
材料力学実験
（引張試験，衝撃試験）

・引張試験、シャルピー衝撃試験、各種硬さ試験を行い、材料の機械的性
質を調べる方法を習得する。
・引張試験によって得られる応力-ひずみ曲線の意味を理解する。
・衝撃試験を行い、材料の靭性、脆性について理解する。

24

材料工学実験
（鋼の組織観察，鋼の熱処理）

・鋼の組織観察を行う手法を習得し、鋼の平衡状態図と組織の関係につい
て理解する。炭素鋼、鋳鉄の組織と機械的性質との関係を理解する。
・鋼に熱処理を行う手法を習得し、熱処理が鋼の機械的性質に及ぼす影響
と CCT曲線について理解する。焼入れ硬さ、焼入性、焼もどし軟化抵抗
性の概念と、それぞれに影響を与える因子について理解する。

エンジニアリングデザイン実習 チームで行うワークショップなどを通して、エンジニアリングデザイン的
な考え方の基礎を学ぶ。ＰＤＣＡサイクルによるものづくりの基礎を理解
する。
前期８時間、後期８時間で実施する

16

エンジニアリングデザイン発表お
よび総括

エンジニアリングデザインで検討した内容の発表および、実験実習全体の
実施状況に対する総括を行う。

4

計 120

学業成績の評価方
法

全ての実験・実習を行ない、出席状況及び授業中の作業態度、課題およびレポート（質問・試問を
含む）により総合的に評価する。評価の比率は３：７とする。ただし、正当な事由による欠席につ
いては、補講を行う。

関連科目 電子回路 I・電子回路 II・医用電子回路設計・生体計測工学・情報処理 I・情報処理 II・材料力学
I・材料力学 II・材料学・計測工学・医療福祉材料

教科書・副読本 その他: 「基礎シリーズ　電子回路入門」末松安晴、藤井信生 (実教出版)，その他: 指導 書を配布
する



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 電子回路、論理回路の基
本回路の動作を理解でき、
これら回路を配線して電
子計測装置を用いて測定
し、得られた結果が正し
いか否かを判断できる。

電子回路、論理回路の基
本回路の動作を理解でき、
これら回路を配線して電
子計測装置を用いて測定
できる。

電子回路、論理回路の回
路を配線して電子計測装
置を用いて測定できる。

電子回路、論理回路を配
線して電子計測装置を用
いて測定できない。

2 生体情報の基本的な計測
方法と得られた生体情報
の意味を理解し、生理的
な意味を説明する事がで
きる。

生体情報の基本的な計測
方法と得られた生体情報
の意味を理解でき、説明
する事ができる。

生体情報の基本的な計測
方法と得られた生体情報
の意味を一部理解し、説
明する事ができる。

生体情報の基本的な計測
方法と得られた生体情報
の意味を理解できない。

3 3次元CADを用いて独自
の設計と基本的解析がで
きる。

３次元CADを用いて部品
の設計と組み立て（拘束）
ができる。

3次元CADを用いて基本
的な操作と設計が出来る。

3次元CADを用いて基本
的な操作と設計ができな
い。

4 材料力学・材料工学の基
本事項を理解し、材料の
各種性質を調べるための
適切な試験方法を選択し、
実施できる。

材料力学・材料工学の基本
事項を理解し、各種試験機
を使用することができる。

テキストを参考に材料力
学・材料工学の各種試験
機を使用できる。

各種試験機を用いて材料
力学・材料工学実験を行
うことができない。

5 期限内に自らの力でレ
ポートを完成できる。

期限内にデータをまと
め、アドバイスを受けて
レポートを完成できる。

具体的な指示を受けてレ
ポートに着手し、期限内
に作成できる。

レポートを期限内に作成
することができない。

6 実験データを管理し、エク
セルを用いたデータ処理
を行い、ユニークな考察・
調査を備えた形式の整っ
たレポートを作成できる。

実験データを管理し、エ
クセルを用いたデータ処
理を行い、形式の整った
レポートを作成できる。

実験データを管理し、デー
タ処理を行い、レポートを
作成できる。

実験データの管理とデー
タ処理が行なえず、レポー
トを作成できない。



平成 29年度 ものづくり工学科 シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
ゼミナール
(Seminar)

医療福祉工学コース教員 (常勤) 4 2 通年
2時間

必修

授業の概要 高専教育の総まとめとしての卒業研究に着手するにあたり、その予備段階として研究室に配属さ
れ、卒業研究への心構えを養う。

授業の進め方 ガイダンスを行い、希望、調整に基づいて決定した研究室にて指導教員から直接指導を受けながら
ゼミナール形式で進行する。

到達目標 1. 卒業研究に備えた基本事項を修得し卒業研究に着手できる。
2. 研究力、応用力、専門知識を向上し卒業研究に着手できる。

学校教育目標との
関係

E (創造力) 地域産業の発展に貢献するため、課題探求能力を有し、設定した課題に向かって果敢に
挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
指導教員 テーマ
吉澤研 医用超音波計測に関する研究、組み込み技術に関する研究
三林研 ヒューマンインターフェイス計測技術と評価法の習得
田宮研 材料強度の基礎と試験機の操作および測定方法の習得
冨田研 精密機械要素の性能評価と計測技術
深谷研 福祉機器開発のための機械構造設計技術の習得
福田研 生体光計測のための電子回路・計測技術の習得
吉村研 マイコンを用いた組込技術修得
杉本研 医用・生体材料に関する研究
星　研 人の心理特性に適合したマンマシンインターフェイスの開発
柴田研 リハビリテーション機器開発のための基礎知識の習得

計 60時間

学業成績の評価方
法

絶対評価、出席状況３０％、取り組み７０％

関連科目 卒業研究
教科書・副読本 その他: 各指導教員の指示による

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 卒業研究に備えた基本事
項を十分に修得し、卒業
研究に着手できる。

卒業研究に備えた基本事
項を概ね修得し、卒業研
究に着手できる。

卒業研究に備えた基本事
項を最低限修得し、卒業
研究に着手できる。

卒業研究に備えた基本事
項を理解していなく、卒
業研究に着手できない。

2 研究力、応用力、専門知識
を十分に向上し卒業研究
に着手できる。

研究力、応用力、専門知識
を概ね向上し卒業研究に
着手できる。

研究力、応用力、専門知識
を一部向上し卒業研究に
着手できる。

研究力、応用力、専門知識
の向上がみられず、卒業研
究に着手できない。



平成 29年度 ものづくり工学科 シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
インターンシップ
(Internship)

4 2 選択

授業の概要 各コースの特色を持った実践的な「ものづくり」人材を育成するため、夏季休業中を中心に、５日
以上、企業や大学・研究所などで「業務体験」を行う。学校で学んだ内容を活用し、現場の技術者
たちの仕事を観察・体験して、自らの能力向上と、勉学・進路の指針とする。マッチングを重視し
た事前・事後指導を行い、学生の企業選択・実習を支援する。

授業の進め方 説明会や企業探索、志望理由作成、実習、報告書作成・発表の順で進める。
到達目標 1. 所定の事前・事後指導に参加し、優秀な提出物を提出することができる。

2. インターンシップ先での実習により、仕事に対する理解を深めることができる。
3. どのような技術者になりたいのかを考え、実習先を選ぶことができる。

学校教育目標との
関係

D (コミュニケーション力) 産業のグローバル化に伴い、国際社会において自分の考えを表現でき
る表現力やコミュニケーション力を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１．インターンシップ説明会
　　特別区・企業・大学等

インターンシップの説明会に参加し、インターンシップと手続きの流れを
理解する。各インターンシップ事業に応じて、数回、実施される。

2

２．インターンシップ申込書の
作成

インターンシップ申込書を完成させる。

　　 2-1　企業探索 　掲示物やWEBサイトで企業を探索したり、比較する。 6

　　 2-2　面談 　担当教員と面談し、アドバイスを受ける。 1

　　 2-3　志望理由 　志望理由を、教員の指導のもと、書き上げる。 6

３．説明会 (保険加入) 保険加入の説明を受け、理解して加入する。 1

４．インターンシップの諸注意 実習直前にインターンシップにおける注意を受け、礼儀・マナー等を考
える。

2

５．学生による企業訪問・連絡 学生が事前に企業訪問して、インターンシップの初日についての打ち合わ
せを行う。遠方の場合は、電話・FAX・メール等を用いて打ち合わせる。

2

６．インターンシップ 実習先で、インターンシップを実施する。
５日（実働 30時間）以上、実施する。

30

７．インターンシップ報告書の
作成

インターンシップ報告書を作成する。内容には企業秘密等を記載しないよ
うに考慮のうえ完成させる。

8

８．インターンシップ発表会 発表会に参加し、発表および質疑を行う。 2

計 60

学業成績の評価方
法

①事前・事後指導、② 5日（実働 30時間）以上の実習（インターンシップ）を総合的に見て「合・
否」で評価する。単位認定に必要な書類は、実習機関が発行する「インターンシップ証明書」、「イ
ンターンシップ報告書」および「指導記録簿」である。

関連科目 キャリアデザイン
教科書・副読本 その他: 学校側で用意する「インターンシップガイド」等を活用する。

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 所定の事前・事後指導に参
加し、優秀な提出物を提出
することができる。

所定の事前・事後指導に
欠席がある。または、必
要書類が期限内に提出さ
れない。

2 インターンシップ先での
実習により、仕事に対す
る理解を深めることがで
きる。

仕事に対する理解ができ
ない。

3 どのような技術者になり
たいのかを考え、実習先
を選ぶことができる。

どのような技術者になり
たいのかを考えることが
できず、実習先を選ぶこ
とができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
応用数学 II
(Applied Mathematics II)

竹居賢治 (常勤)・小野智明 (常勤)・矢吹康浩 (常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 フーリエ級数は特に、波に関する現象を解析する上で特に重要な道具である。フーリエ級数の基本
的な性質について論じる。また、制御工学などでよく用いられるラプラス変換にも言及し、定数係
数線形微分方程式の解法への応用などを論じる。

授業の進め方 講義を中心とするが、理解を深めるための問題演習も行う。
到達目標 1. フーリエ級数の意味およびその性質を理解し、基本的な計算技術を修得できる。

2. ラプラス変換の意味およびその性質を理解し、基本的な計算技術を修得できる。
学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
フーリエ級数 フーリエ級数の定義と概念を理解すること。 12

ラプラス変換 ラプラス変換の定義と概念を理解すること。 5

ラプラス変換の性質 ラプラス変換のいくつかの性質を理解すること。 5

ラプラス逆変換と逆変換の公式 ラプラス逆変換の意味を理解し、その技法を習得すること 4

定数係数線形微分方程式の解法 定数係数線形微分方程式への応用を修得すること。 4

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験の得点と、授業態度・出席状況・課題等の提出状況から評価する。なお、定期試験と課題
等の比率を４：１とする。

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「基礎解析学　改訂版」矢野健太郎、石原繁 (裳華房)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 一般の周期の関数のフー
リエ級数展開ができる。

フーリエ級数の意味およ
びその性質の理解はほぼ
できていて、周期 2πの簡
単な関数のフーリエ級数
展開ができる。

フーリエ級数の性質の理
解は不十分であるが、周期
2πの矩形関数などの簡単
な関数のフーリエ級数展
開はできる。

フーリエ級数の意味およ
びその性質を理解できず、
基本的な計算技術を修得
できない。

2 一般的な関数のラプラス
変換・逆変換ができ、それ
らを利用して定数係数微
分方程式を解くことがで
きる。

ラプラス変換の各種の性
質を用いて、簡単な関数の
変換・逆変換をすることが
できる。

ラプラス変換の各種の性
質を用いて、変換をするこ
とは十分ではないが、簡単
な変換・逆変換はできる。

基本的な関数のラプラス
変換および逆変換が出来
ない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
応用数学 III
(Applied Mathematics III)

中屋秀樹 (常勤)・杉江道男 (非常勤)・藤川卓也 (非
常勤)

4・5 2 通年
2時間

必修

授業の概要 ３年までに学んできた数学を基礎として、複素変数の関数とその微分・積分について学習する。実
変数から複素変数への拡張はきわめて自然である。複素変数の関数は広く工学の分野で応用され
る。特に流体力学系、制御工学、電気工学系で必要となる。

授業の進め方 講義を中心とするが、理解を深めるための問題演習も行う。
到達目標 1. ①複素関数の意味およびその微分法を理解し、基本的な計算技術を修得すること。
学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
複素数の定義と複素平面および複
素数の極形式

複素数および複素平面の定義と概念を理解すること。 6

ｎ乗根 複素数のｎ乗根の意味を理解し、その求め方を理解すること。 6

数列・級数・関数および正則関数 複素数による数列と級数および正則関数について理解する。 2

中間試験 定着度の確認 1

コーシー・リーマンの方程式 コーシー・リーマンの方程式の定義と概念を理解すること。 6

基本的な正則関数 各種の正則関数の性質を学ぶこと。 9

複素変数関数の積分とコーシーの
定理

複素変数による関数の積分法およびコーシーの定理の意味を理解すること。 4

コーシーの積分表示 コーシーの積分表示の意味とその応用を習得し、具体的に積分計算ができ
ること。

6

テーラー展開・ローラン展開 テーラー展開・ローラン展開の意味を理解し、具体的に計算できること。 4

中間試験 定着度の確認 1

極と留数の定義および留数の求
め方

極と留数の定義を理解し、実際に留数を計算できること。 6

留数定理 留数定理の意味を理解し、基本的な計算技術を習得すること。 5

留数の応用 留数をいろいろな計算に応用する技術を学ぶ。 4

計 60

学業成績の評価方
法

定期試験の得点と、授業態度・出席状況・課題等の提出状況から評価する。なお、定期試験と課題
等の比率を４：１とする。

関連科目 微分積分
教科書・副読本 教科書: 「基礎解析学　改訂版」矢野健太郎、石原繁 (裳華房)，その他: 応用数学Ⅱと同一テキス

トを使う
評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 複素関数の微分法、多価
関数に関する応用問題を
解くことができる．

コーシーリーマン方程式、
多価値関数の意味を理解
していて、必要な計算が
できる．

複素関数の微分法の意味
は理解できていないが、正
則関数の微分計算はでき
る．

複素数の計算はできるが、
複素関数の微分法を理解
していない。極形式を理
解していない．



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
応用物理 I
(Applied Physics I)

吉田健一 (常勤) 4 2 通年
2時間

必修

授業の概要 低学年で学んだ物理や数学を基礎に、微分、積分、微分方程式を用いて力学を学ぶ。
授業の進め方 授業は物理実験室で開講し、数名 1組の班で学習する。
到達目標 1. 空気抵抗、単振動、回転体の運動について理解できる。
学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１．ガイダンス・復習 ガイダンスと、授業で使用する物理数学を復習する。 2

２．物体の運動 微分、積分、ベクトルなど物理に使用する数学を理解し、投げ上げ運動、
自由落下を、微分方程式を解いて理解する。

2

3．空気抵抗 空気抵抗のある物体の運動について、運動方程式と変数分離の微分方程式
を解いて理解する。

12

4．単振動 バネの単振動に関して、運動方程式と微分方程式を解いて理解する。 14

5．角運動量・重心など 外積と内積、角運動量、重心とモーメントについて学ぶ 6

6. 慣性モーメント 慣性モーメントの計算について学ぶ 18

7．回転体の運動 回転体の運動方程式を解き、慣性モーメントを考えた回転体の運動を理解
する。

6

計 60

学業成績の評価方
法

4名 1組の班で授業に取り組む。　評価は期末に行なう試験の配点を 40％とする。これに加え授業
中に出題する問題の正解点数、課題回答点、出席点、他者評価点、授業中の態度を合わせて配点の
60 %とする。授業中の態度点は個人単位で加点する。　欠席、遅刻は個人への減点項目とする。

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「物理学基礎　第 5版」原　康夫 (学術図書出版社)，副読本: 「高専の物理問題集　第 3

版」田中　冨士男編著、大多喜　重明、岡田　克彦、大古殿　秀穂、工藤　康紀　著 (森北出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 空気抵抗、単振動、回転体
の運動についての応用問
題が解ける。

空気抵抗、単振動、回転体
の運動についての基礎問
題が解ける。

空気抵抗、単振動、回転体
の運動についての基礎的
内容が理解できる。

空気抵抗、単振動、回転体
の運動についての基礎的
内容が理解できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械設計製図 III
(Mechanical Design and Draft-
ing III)

深谷直樹 (常勤) 4 2 通年
2時間

必修

授業の概要 製作のための部品図作成の手法を修得する。また 3DCAD、CAEを用いた構造設計の手法を学び、
目的とする機器の効率的な設計技術を習得する。学習成果の確認として、PDCAサイクルに基づ
き特定の課題を解決可能な機器を各自 3DCADを用いて設計、製作することで、設計から実機製作
に至る一連の流れを修得する。

授業の進め方 機械設計製図 IIで行った３軸２段歯車減速機の諸元を元に、部品図の作図演習を行う。また 3DCAD、
CAEによる各種構造体の 3Dモデル化と各種解析を行い、構造設計に必要な設計手法、分析能力
を修得する。その後、これらを用いた実機製作を行うことで、図面を実機に反映するための技術と
知識、相違点などについて学ぶ。

到達目標 1. 計算により得られた諸元を基に図面を製図することができる
2. ３ DCADを用いて対象物をモデル化し、評価を行うことができる
3. コンピュータ上で３次元モデルを対象に強度解析など各種解析を実行できる
4. 3DCADを利用し、特定の課題を解決可能な機器の発案・設計・製作を行うことができる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 機械設計に関するガイダンスを行い、学習に係る必要事項、学習要点等に

ついて説明する
2

寸法指定手法 データム、平行度指定、精度指定など実際に製品作図において求められる
技術について学ぶ

2

３軸２段平歯車減速機部品図作図
1

機械設計製図 IIで作成した３軸２段減速機の入力軸、大歯車などの部品図
を製図し、構造体を設計する上での必要事項、記載方法を理解する。

8

3DCAD演習
　 3DCAD演習１

　
3DCADを用いた、3Dソリッドモデルの製作手法を習得する

2

　３ DCAD演習２ ３ Dモデルのアセンブリ手法とアセンブリ後の追加工手法について学ぶ 4

　３ DCAD演習３ ロフト、スイープなどを用いた曲線形状作成、板金モデル作成手法、製作
用展開図の作図手法を学ぶ

4

　実機モデル化 身近に存在する存在する物体を対象にし、3DCADによる機器のモデル化
手法を通じて、高度かつ実践的な設計技能を会得する

2

グループワーク演習 課題解決の手法として、グループワークを用いた課題解決手法を学ぶ 2

設計における能動学習 立案した解決手法に基づく設計を行い、これを相互評価を行うことでフィー
ドバックを受ける能動学習を実施する

4

３軸２段平歯車減速機部品図作図
2

3軸 2段減速機の部品図を作図し、構造退を設計する上での必要事項、記
載法を習得する

6

図面管理 組立図と部品図との関係性を理解し、製品作成における管理について学ぶ 2

CADモデル動作検証 3DCAD上で構築したモデルについて、動作検証を行うための手法につい
て習得する

4

CAE構造解析
　構造体の解析 1

FEM強度解析を利用した、軽量かつ高強度な構造体について理解する 2

　構造体の解析 2 強制振動解析、モード解析等、構造体における振動解析手法を学ぶ 2

軽量化を対象とした解析利用 FEM解析を利用して一定の強度を保ちつつ、軽量化を行う手法を学ぶ。
形状変化が強度等に及ぼす影響、形状最適化の手法を理解し、最適設計の
ための方法を会得する

4

実機モデル製作演習
　問題発見ワーク

PDCAサイクルに基づき、各自独自に解決すべき課題とその解決法を記
載した計画シートを作成し、自ら示したアイデアを具現化する 3DCADモ
デルを実際に設計したのち、実機（実寸または縮尺モデル）を製作し、評
価を行うことで問題解決型の体験型学習を実践する。
初期段階として、解決すべき問題を発見するワーキングを行う

2

　問題解決手法の検討 発見した問題について、考案した解決手法やそれを上回る手法が既に実現
されているか調査を行う。その結果を経て、グループで提案する解決手法
が適切であるかを議論する

2

　企画書の立案、設計図の作成 解決手法を元に計画シートを作成し、その内容を実現するアイデアを含有
する設計図を 3DCAD上に作成する

2

　実機の製作 設計図に基づき、実機を作成する。 2

　実機による評価 計画シートおよび実機をグループメンバー等に見せ、当初の計画通りであ
るか評価を受ける。また自身で達成度を評価し、自身のワーキングに対す
る確認と評価を行う

2

計 60



学業成績の評価方
法

評出席状況及び授業中の作業態度、定期試験、課題により評価を行う。評価の比率は３：７とする。
ただし、正当な事由による欠席については、補講を行う。

関連科目 機械設計製図 I・機械設計製図 II・福祉機器設計・工業力学 I・メカトロニクス
その他第 2学年以上の機械系科目、福祉系科目全般

教科書・副読本 教科書: 「図解 Inventor実習（第二版）」船倉　一郎、堀　桂太郎 (森北出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 強度設計等により得られ
た計算値を正しく反映し
た部品を、機械製図法に
基づいて的確に製図する
ことができる

強度計算等により得られ
た計算値を反映した部品
を対象に、基本的な製図
することができる

指定された値を持つ部品
を対象に、基本的な製図
することができる

指定された部品を対象と
する基本的な製図ができ
ない

2 指定されたモデルを３
DCAD上で指定された寸
法でモデル化し、その形状
の正当性について確認、評
価することができる

指定されたモデルを３
DCAD上で指定された寸
法でモデル化し、形状に
ついて評価することがで
きる

３DCAD上で指定された
モデルを作成し、形状に
ついて評価することがで
きる

３DCAD上で指定された
モデルを作成することが
できない

3 FEM解析などの手法を用
いて、指定された諸条件
を満たす形状を設計する
ことができる

FEM解析などの手法を用
いて、指定された諸条件
の大部分を満たす形状を
設計することができる

FEM解析などの手法を用
いて、設計に利用可能な解
析手法を理解できる

FEM解析などの手法を実
施することができない

4 PDCAサイクルに基づき、
特定の課題を解決するた
めの機器をCADを用いて
設計し、実際に製作、その
性能について評価を行う
ことができる

特定の課題を解決するた
めの機器をCADを用いて
設計し、実際に製作するこ
とができる

特定の課題を解決するた
めの機器を設計、製作で
きる

特定の課題を解決するた
めの機器を設計、製作で
きない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電気磁気学 II
(Electromagnetics II)

工藤輝彦 (非常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 電磁気学は電気回路と並んで電気工学を学ぶ上で重要な基礎科目である. 物理現象の本質を扱い、
また実学への応用も可能である。第４学年では静電場、静磁場を中心としてものを扱い、応用例も
扱う.

授業の進め方 講義によって原理説明を行い、授業の後半で簡単な演習問題による電磁気学への理解を深める.

到達目標 1. 静電場，静磁場に関する電磁気学の法則について理解を深められる
2. 電磁誘導を理解し、その扱い（計算）が出来るような力を付けられる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
（ガイダンス）
コンデンサ (電磁気学 Iの復習)

電磁気学 I で習ったコンデンサを復習する． 4

誘電分極 誘電体が引き起こす誘電分極を理解する． 2

誘電体とコンデンサの
電気容量

コンデンサの極板間に誘電体を挿入した場合の電気容量の変化について理
解し、計算法を把握する.

2

電流と電気抵抗 力学的振る舞いを用いて電子の運動を記述し, 電気抵抗のメカニズムを理
解する．

4

電流がつくる磁場 電流がつくる磁場を計算できるようにする． 2

ビオ-サヴァールの法則 電流がつくる磁場に関する法則を理解する． 4

アンペールの法則 アンペールの法則の内容を理解し, これを用いて電流がつくる磁場を計算
できるようにする.

4

ローレンツ力, 電流に
働く力

荷電粒子が磁場から受ける力を理解する. 4

電磁誘導 電磁誘導の法則について理解し, 簡単な例から誘導起電力の計算ができる
ようにする．

2

交流理論 基本的な交流回路を電磁気学の観点から理解する． 2

計 30

学業成績の評価方
法

中間、期末試験 (40 % )の試験結果に平常点（演習問題の解答 (40 % )、出席点 (20 % )）を加味し
総合的に評価する.

関連科目 電気回路 I・電気回路 II・電気磁気学 I

教科書・副読本 教科書: 「基本から学ぶ電磁気学」岸野正剛 (電気学会)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 コンデンサの極板間に誘
電体を挿入した場合の電
気容量の変化について理
解し、さまざまな場合に
おいて計算をすることが
できる。

コンデンサの極板間に誘
電体を挿入した場合の電
気容量の変化について理
解し、標準的な場合にお
いて計算をすることがで
きる。

コンデンサの極板間に誘
電体を挿入した場合の電
気容量の変化について、基
礎的な問題を解くことが
できる。

コンデンサの極板間に誘
電体を挿入した場合の電
気容量の変化について、基
礎的な問題を解くことが
できない。

2 電磁誘導の法則について
理解し,与えられた様々な
条件で誘導起電力の計算
ができる。

電磁誘導の法則について
理解し,標準的な問題で誘
導起電力の計算ができる。

電磁誘導の法則について
理解し,基礎的な問題で誘
導起電力の計算ができる。

電磁誘導の法則について
理解し,基礎的な問題で誘
導起電力の計算ができな
い。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電子回路 II
(Electronic Circuits II)

塚田敏郎 (非常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 電子回路は様々な電子情報機器を構成する重要な要素であり電気電子系の工学技術を習得するうえ
で欠くことの出来ない基礎科目である。電子回路Ⅱでは、アナログ回路を設計する上で必要となる
回路方式などを理解することを目的とする。

授業の進め方 講義を中心として、理解を深めるために演習を取り入れる。必要に応じて中間テストおよび追試を
行う。

到達目標 1. 電力増幅回路の基本特性と動作を理解できる
2. 基本的な集積回路の内部回路を理解できる
3. 基本的な演算増幅回路の動作を理解し計算ができる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 目的と内容の説明と電子回路Ⅰの復習 2

電力増幅回路 電力増幅回路の基本特性の理解 2

電力増幅回路（Ａ級，Ｂ級,Ｂ級ＰＰ電力増幅回路）の理解 2

演算増幅回路 演算増幅回路の基本特性の復習 2

集積回路の内部回路 集積回路の内部回路 4

演算増幅回路 演算増幅回路の周波数特性と動作特性 2

中間試験 中間段階の理解度の確認 2

演算増幅回路 演算増幅回路の応用回路 8

演算増幅回路のパラメータの理解と演習 2

正帰還回路 発振原理の理解 2

総合演習 まとめと総合演習 2

計 30

学業成績の評価方
法

２回の定期試験の得点と、課題や授業への参加状況から総合的に決定する。定期試験と課題・授業
への参加状況の比率は７：３とする

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「基礎シリーズ　電子回路入門」末松安晴、藤井信生 (実教出版)・「速解　電子回路」宮

田武雄 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 電力増幅回路の基本特性
が理解でき、Ａ級，Ｂ級、
Ｂ級ＰＰ電力増幅回路の
計算問題が解ける。

電力増幅回路の基本特性
が理解でき、Ａ級，Ｂ級電
力増幅回路の計算問題が
解ける。

電力増幅回路の基本特性
が理解でき、Ａ級電力増幅
回路の計算問題が解ける。

電力増幅回路の基本特性
が理解できない。

2 基本的な集積回路の内部
回路と性能を理解し、基
本的な計算問題が解ける。

基本的な集積回路の内部
回路について理解し、基
本的な計算問題が解ける。

基本的な集積回路の内部
回路を理解できる 。

基本的な集積回路の内部
回路を理解できない。

3 演算増幅回路の基本特性
を理解し、基本的な演算
増幅回路の性能評価がで
きる。

演算増幅回路の基本特性
を理解し、基本的な演算
増幅回路の計算ができる。

演算増幅回路の基本特性
を理解できる。

演算増幅回路の基本特性
を理解できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医用電子回路設計
(Medical Electronics Circuits
Design)

関屋大雄 (非常勤) 4 1 後期
2時間

必修

授業の概要 医療福祉機器の開発に不可欠な電子回路技術に関して、回路方式や演算増幅回路を用いた回路の動
作など、回路設計へ向けた応用技術を学ぶ。

授業の進め方 講義を中心として、理解を深めるために演習を取り入れる。
到達目標 1. 発振回路の動作を理解できる

2. AM/FM 変調回路の動作を理解できる
3. 演算増幅回路の応用回路の動作を理解できる
4. 基本的な通信方式を理解できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
【後期】
ガイダンス 目的と内容の説明 2

発振回路 LC 発振回路、CR 発振回路の理解 4

AM 変調 AM 変調の原理、変調および復調回路の理解 2

FM 変調 FM 変調の原理、変調および復調回路の理解 2

演算増幅器 演算増幅器の復習と問題演習 2

集積回路の内部回路 集積回路の内部回路の理解 2

中間試験 中間段階の理解度の確認 2

応用回路 演算増幅器の応用回路 4

演算増幅器の特性 演算増幅器の非理想的な特性とその影響の理解
演算増幅器の仕様決定の理解と問題演習

4

通信方式 無線通信の方式の理解 4

ｱﾅﾛｸﾞ ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 変換 A/D 変換器、D/A 変換器の原理の理解 2

総合演習 まとめと総合演習
計 30

学業成績の評価方
法

２回の定期試験の得点と、小テストや授業への参加状況から総合的に決定する。定期試験点数、授
業行う小テスト・授業への参加状況の比率は８：２とする

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「基礎シリーズ　電子回路入門」末松安晴、藤井信生 (実教出版)，副読本: 「速解　電子

回路」宮田武雄 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 LC 、CR 発振回路の動作
を理解し、応用問題を解く
ことができる。

LC 、CR 発振回路の動作
を理解し、基本問題を解く
ことができる。

LC 、CR 発振回路の動作
を理解できる。

LC 、CR 発振回路の動作
を理解できない。

2 AM/FM 変調・復調の原
理を理解し、変調・復調回
路の応用問題を解くこと
ができる。

AM/FM 変調・復調の原
理を理解し、変調・復調回
路の基本問題を解くこと
ができる。

AM/FM 変調・復調の原
理を理解できる。

AM/FM いずれの変調・
復調の原理を理解できな
い。

3 演算増幅回路の非理想的
な特性とその影響、仕様
決定方法を理解し、回路
の設計値を求めることが
できる。

演算増幅回路の非理想的
な特性とその影響、仕様
決定方法を理解し、設計
値に対する回路特性を計
算できる。

演算増幅回路の非理想的
な特性とその影響を理解
できる。

演算増幅回路の非理想的
な特性とその影響を理解
できない。

4 通信方式の基本的な特性
を理解して説明でき、基
本的な計算問題を解くこ
とができる。

通信方式の基本的な特性
を理解でき、基本的な計算
問題を解くことができる。

通信方式の基本的な特性
を理解できる。

通信方式の基本的な特性
を理解でない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
信号処理 I
(Signal Processing I)

星善光 (常勤) 4 1 後期
2時間

必修

授業の概要 ディジタル信号処理の基礎を学ぶ。この講義では主としてディジタル信号の基礎、雑音除去、信号
検出、統計学の基礎について学ぶ。

授業の進め方 講義を中心に行い、必要に応じて信号処理の演習を行う。
到達目標 1. ディジタル信号処理の基礎的な概念を理解できる。

2. 研究や実験の場において、計測した信号を的確に処理できる技術を身に付けることができる。
3. 確率の基礎が理解できる。
4. 基礎的な統計的仮説の検定ができる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
アナログとディジタル アナログ信号とディジタル信号の基礎的な概念を理解する。AD変換及び

DA変換の基本概念と変換の一般的な手法を学ぶ。
6

確率論の基礎 信号処理に欠かせない、確率の基礎、確率密度関数、確率分布関数、分散、
標準偏差などを学ぶ。信号処理に必要な確率論の基礎を理解する。

6

相関係数 相関係数の算出方法を理解する。 4

仮説検定 仮説検定の基本的な手順と計算方法を学び、仮説検定を活用できるように
なる。

6

加算平均・移動平均 加算平均及び移動平均による雑音除去の手法を理解する。 4

自己相関・相互相関 自己相関関数による信号検出手法及び相互相関関数を理解する。 4

計 30

学業成績の評価方
法

中間・期末試験の試験結果を 80％、課題を 20％として基礎点を算出し、授業態度などを踏まえて
総合的に評価する。

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「ユーザーズ ディジタル信号処理」江原 義郎 (東京電機大学出版局)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 ディジタル信号処理の基
礎的な概念を理解し、応
用できる。

ディジタル信号処理の基
礎的な概念を理解できる。

ディジタル信号処理の基
礎的な概念をやや理解で
きる。

ディジタル信号処理の基
礎的な概念を理解できな
い。

2 研究や実験の場において、
計測した信号を的確に処
理できる技術を身に付け
ることができ、応用でき
る。

研究や実験の場において、
計測した信号を的確に処
理できる技術を身に付け
ることができる。

研究や実験の場において、
計測した信号を処理する
過程を理解できる。

研究や実験の場において、
計測した信号の処理が理
解できない。

3 確率の基礎が理解でき、応
用できる。

確率の基礎が理解できる。確率の基礎の一部を理解
した。

確率の基礎が理解できな
い。

4 基礎的な統計的仮説の検
定ができ、研究に応用で
きる。

基礎的な統計的仮説の検
定ができる。

統計的仮説の検定を一部
理解できている。

統計的仮説の検定ができ
ない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
数値解析
(Numerical Analysis)

冨田宏貴 (常勤) 4 1 後期
2時間

必修

授業の概要 医療計測システム設計や福祉機器の動作制御を行なうためには，コンピュータ上で数値計算が不
可欠である．また，機器対象が人体であることから，安全性等を考慮する必要があり，シミュレー
ション技術の習得が不可欠となる．本講義では，コンピュータを用いて計算するときの誤差や連立
方程式，微分方程式などの基本的な数値計算法について学ぶ．さらに端末を利用した実習によって
その内容の理解度を高める．

授業の進め方 原理説明の講義を中心に，課題演習により理解を深めると同時に，実際の利用法を体験的に学習す
る．課題演習にはコンピュータ演習を含む．

到達目標 1. 数値解析の手法の原理を理解し，説明することができる．
2. 数値解析の手法における利用時の問題を把握することができる．
3. 数値解析のプログラムを利用して問題を解決できる．

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 数値解析の学習の目標、授業スケジュール、評価方法を理解する． 2

数値計算法の基礎 問題の記述と解法，数値解析における注意事項，浮動小数点の扱いについ
て学習する．

4

行列演算の基本 行列の四則演算，ピボット選択のコンピュータ演算手法について学習する． 2

連立一次方程式 連立一次方程式の解法として，ガウスの消去法の基本アルゴリズムとピ
ボット選択を導入したアルゴリズムを理解する．

2

課題演習 課題演習を行う． 2

離散データ点の補間 線形補間，ラグランジェ多項式による補間を学習する． 4

課題演習 課題演習を行う． 2

数値積分 台形公式，シンプソンの公式について学習する． 2

課題演習 課題演習を行う． 2

常微分方程式の解法 オイラー法，修正オイラー法，ルンゲ・クッタ方について学習する． 4

電気回路への適用 微分方程式の解法の電気回路の過渡応答への適用について学習する． 2

期末試験 期末試験を実施する． 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験結果を６割とし，課題３割，出欠を含む授業態度１割として，総合的に評価する．

関連科目 情報処理 I・情報処理 II・電気磁気学 I・電気回路 I・電気回路 II・微分積分・線形代数 I・線形代
数 II

教科書・副読本 教科書: 「数値計算法基礎」田中敏幸 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 離散データの補間、数値積
分を数値解析できる。

行列の四則演算やガウス
の消去法を用いて１次連
立方程式を数値解析でき
る。

数値解析の手法の原理を
理解し、説明することが
できる。数学的に記述さ
れた数式を数値解析で用
いるために代数式に置き
換えることができる。

数値解析の手法の原理を
理解できない。

2 数値解析の手法における
利用時の問題点を定量的
に求め、解析手法の計算
精度を評価することがで
きる。

数値解析の手法における
利用時の問題点を考慮し、
解析手法を構築できる。

数値解析の手法における
利用時の問題点を把握す
ることができる。

数値解析の手法における
利用時の問題を把握する
ことができない。

3 数値解析で得られた結果
から問題を解析的・定量
的に評価できる。

数値解析のプログラムを
利用して問題を解決でき
る。

数値解析で問題を解決す
るためのプログラムを計
算アルゴリズムから自分
で作成することができる。

数値解析のプログラムを
利用して問題を解決でき
ない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
計測工学
(Measurement Engineering)

冨田宏貴 (常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 ものづくりにおいて，精度と信頼性の高い機械や機器を製作するためには，部品の寸法や機器の性
能を測定し，正しく評価することが重要である．計測技術は産業現場で必要不可欠である．本講義
では，計測の基礎となる測定の手段・方法，測定機器の構造・原理，測定誤差の要因と低減方法等
について講義する．

授業の進め方 講義を主とした授業を行う．授業中の演習は適宜実施する．
到達目標 1. 測定誤差の原理の理解と，測定誤差を正しく評価できる．

2. 基本的な測定器の構造が理解できる．
3. 各種測定の原理が理解できる．

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
授業の概要説明 授業の概要について説明する． 2

基本単位と組立単位 単位の仕組みについて学習する． 2

単位系 絶対単位系と工学単位系について学習する． 2

次元と次元解析 単位と次元の関係，次元を用いた運動解析について学習する． 2

測定の種類と方式 直接測定と間接測定について学習する．
偏位法と零位法について学習する．

4

測定と誤差 誤差の定義と系統誤差について学習する．
測定値の統計的意味について学習する．

4

誤差の法則 偶然誤差の性質について学習する．
ヒストグラムと誤差曲線について演習を行う．

4

誤差伝播の法則 間接測定における誤差伝播についての学習と演習． 4

長さ測定における誤差要因 長さ測定における誤差要因について学習する． 4

計測工学の応用と実例 計測工学に関する応用例や実用例について学習する． 2

計 30

学業成績の評価方
法

授業態度，出席，定期試験を総合的に判定して成績を評価する．出席状況および授業態度と定期試
験の評価比率は３：７とする．定期試験は中間試験と期末試験の 2 回を実施する．

関連科目 専門科目全般
教科書・副読本 教科書: 「機械系教科書シリーズ 8　計測工学」前田　良昭、木村　一郎、押田　至啓 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 測定誤差の原理を理解し、
測定誤差の低減方法につ
いて説明することができ
る。

測定誤差の原理を理解し
た上で測定誤差を正しく
評価し、誤差の原因を突
き止めることができる。

測定誤差の原理を理解し、
測定誤差を正しく評価で
きる。

測定誤差の原理が理解で
きない。

2 基本的な測定器の構造を
理解し、測定誤差の発生
要因と低減方法を説明す
ることができる。

基本的な測定器の構造を
理解し、測定器の長所・短
所を説明することができ
る。

基本的な測定機の構造を
理解できる。

基本的な測定器の構造を
理解できない。

3 各種測定の原理を理解し、
測定誤差の発生要因と低
減方法を説明することが
できる。

各種測定の原理を理解し、
実例と適切に関連付けて
説明することができる。

各種測定の原理が理解で
きる。

各種測定の原理が理解で
きない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
ディジタル回路
(Digital Circuits)

林等 (非常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 医療福祉機器にはマイクロコンピュータを中心とし、計測や周辺機器を制御するために様々なディ
ジタル回路技術が導入されており、医療福祉工学技術者にはディジタル回路技術の理解が不可欠で
ある。本講義では、真理値表を用いた論理式による命題の記述と、ブール代数による展開、簡単化
について学び、MIL記号による回路設計法を学習する。そして、半導体のスイッチング動作を用
いたディジタル回路素子の実現方法、各種フリップフロップ等の基本論理回路の動作を理解する。
さらに、論理回路の応用としてカウンタや AD変換にも触れる。

授業の進め方 講義を中心とし、演習により理解を深める。
到達目標 1. ブール代数と論理回路の基本が理解できる

2. ディジタル回路の基本動作が理解できる
3. MIL記号を用いた設計法を理解できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 学習の目標、授業スケジュール、評価方法を理解する。 2

ディジタル情報系と回路 ディジタルとアナログの違い、記数法、符号系、ディジタル回路の基礎に
ついて学ぶ。

2

ブール代数とディジタル回路 ブール代数と論理式、ド・モルガンの定理、真理値表とその利用による簡
単化について学ぶ。

4

ディジタル回路の設計法 MIL記号法、論理の一致、ANDと ORの相互変換について学ぶ。 2

ディジタル回路の設計法 MIL記号法、論理の一致、ANDと ORの相互変換について学ぶ。 2

課題演習 課題演習を行う。 2

ディジタル回路の実現素子 基本素子、ＴＴＬ　ＩＣについて学習する。 2

ディジタル回路の実現素子 ＣＭＯＳ　ＩＣ、インターフェースについて学習する。 2

組み合わせ回路 エンコーダ、デコーダ、データセレクタについて学習する。 2

課題演習 課題演習を行う。 2

２進演算回路 ２進数の加算減算、半加算機、全加算器、半減算器、について学ぶ。 2

フリップフロップ ＲＳ，ＪＫ，Ｄ，Ｔフリップフロップについて学習する。 2

カウンタとレジスタ カウンタの基本について学習する。 2

総合演習 総合演習を行う。 2

計 30

学業成績の評価方
法

中間と期末の試験結果を７割とし、課題と出欠を含む授業態度を３割として、総合的に評価する。

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「ディジタル回路」伊原充博他 (コロナ社)，参考書: 「基礎シリーズ　電子回路入門」末

松安晴、藤井信生 (実教出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 カルノー図を使い、式の簡
単化ができる。

真理値表を使い論理式を
導くことができる。

ブール代数の基本定理を
使って計算ができる。

ブール代数の基本定理を
使って計算ができない。

2 フリップフロップやカウ
ンタレジスタの回路につ
いて理解している。

基本素子を用いた組み合
わせ回路を理解している。

ディジタル回路の基本素
子の回路について理解し
ている。

ディジタル回路の基本素
子の回路について理解し
ていない。

3 論理式をＭＩＬ記号を
用いて設計する事ができ
る。また、ド・モルガンの
定理を用いて論理素子の
AND-OR変換ができる。

ＭＩＬ記号法で、論理の一
致について理解し、回路図
で表現する事ができる。

ＭＩＬ記号の表記方法に
ついて理解している。

ＭＩＬ記号の表記方法に
ついて理解していない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
流体力学
(Fluid dynamics)

田村恵万 (常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 空気や水など私たちのまわりは、「流体」と総称される物質で満ちている。第１・２・３学年の「物
理Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で学んだことをもとにして、流れのさまざまな現象を理解する上で流体力学は重要
である。流体の基礎的な性質や基礎式を理解し、実際の工業上の流れへ適用した問題を解決するた
めの基礎的知識を養う。

授業の進め方 教科書および配布するプリントを使った講義が中心となるが、理解を深めるための問題演習・課題
なども適宜行う。

到達目標 1. 流れの基礎式の物理的な意味について理解できる
2. 流れの基礎式を利用して、流体の基本的問題に対する解を求めることができる
3. 基礎的な流れの現象について理解できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 講義の概要や関連科目とのつながり、流体とは何かについて理解する。 2

流体の物理的性質 流体の物理的性質や流れの物理量について理解する。 2

流体の静力学 1 流体の圧力、浮力、マノメータについて理解する。 2

流体の静力学 2 同上 2

流体の基礎式 1 連続の式、ベルヌーイの定理について理解する。 2

流体の基礎式 2 ベルヌーイの定理の応用について理解する。 2

流体の基礎式 3 流体の速度・流量の測定について理解する。 2

演習 問題を解き理解度を評価し、解説により理解力を向上させる。 2

運動量の法則 1 運動量の法則について理解する。 2

運動量の法則 2 同上 2

管内流 1 レイノルズ数について理解する。 2

管内流 2 円管内の層流と乱流について理解する。 2

管内流れの圧力損失 1 管内流れの管摩擦損失について理解する。 2

管内流れの圧力損失 2 管路の形状変化による損失と管路系の総損失について理解する。 2

物体まわりの流れ 境界層について理解する。 2

計 30

学業成績の評価方
法

2回の定期試験の得点（80％）、小テストや問題演習の得点・課題の提出とその内容など（20％）
により総合的に評価する。

関連科目 医療福祉工学実験実習 III 　第 2 学年以降のコース内機械工学系科目
教科書・副読本 教科書: 「図解はじめての流体力学」田村 恵万 (科学図書出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 流れの基礎式の物理的な
意味について十分に理解
し、正しく説明できる。

流れの基礎式の物理的な
意味について概ね理解で
きる。

流れの基礎式の物理的な
意味について一部を理解
し、説明できる。

流れの基礎式の物理的な
意味について理解してい
なく、説明することがで
きない。

2 流れの基礎式を十分に理
解し、流体の基本的問題
に対する解を正しく求め
ることができる。

流れの基礎式を概ね理解
し、流体の基本的問題に
対する解を求めることが
できる。

流れの基礎式の一部を理
解し、流体の基本的問題
に対する解を一部求める
ことができる。

流れの基礎式を理解して
いなく、流体の基本的問
題に対する解を求めるこ
とができない。

3 基礎的な流れの現象につ
いて十分に理解し、正し
く説明できる。

基礎的な流れの現象につ
いて概ね理解できる。

基礎的な流れの現象につ
いて一部を理解し、説明
できる。

基礎的な流れの現象理解
していなく、説明するこ
とができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
熱力学
(Thermodynamics)

児玉知明 (非常勤) 4 1 後期
2時間

必修

授業の概要 物理で学んだ熱力学を基に、熱・仕事・エネルギーの関連性、気体の各種状態変化及び状態変化の
組合せであるサイクルについて学ぶ。

授業の進め方 講義と演習を中心として進める。小テストを行い、成績の評価とする。
到達目標 1. 熱、エネルギー、仕事の意味とそれらの間の関係を理解できる

2. 気体の等圧、等温、等積、断熱変化の関係式を導き出すことができる
3. 各種熱力学的サイクルを理解できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 講義の概要説明及び復習 2

熱量および比熱 熱量と比熱の概念について学び、熱量計算を行うことができる。 6

熱力学第一法則 熱力学第一法則とその関連項目を学び、熱と仕事の等価性について理解
する。

6

理想気体の状態変化 理想気体の状態式と状態変化を学び、気体の状態量変化を理解する。 6

熱力学第二法則 熱力学第二法則とエントロピを学び、サイクルの概念を理解する。 4

カルノーサイクル 理想的な熱機関であるカルノーサイクルを学び、熱効率の概念を理解する。 4

理解度確認 講義内容に対する理解度を確認し不足分を復習する 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験の結果（80％）と課題および小テストなどの提出状況とその内容（20 %）により評価す
る。なお、学習意欲と学習態度により減点を行う場合がある。

関連科目 物理 I・物理 II・物理 III

教科書・副読本 教科書: 「わかる熱力学 」田中宗信 (著), 田川龍文 (著) (日新出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 熱、エネルギー、仕事の関
係性と共に、熱力学の法
則に関わる等価性やエン
トロピを正しく理解して
いる

熱、エネルギー、仕事の関
係性と共に、熱力学の法
則などの基本的な項目を
理解している

基本的な熱、エネルギー、
仕事の関係性を理解して
いる

熱、エネルギー、仕事の違
いや関係性を理解してい
ない

2 気体の等圧、等温、等積、
断熱変化を求めるための
基礎的な式を正しく用い、
必要な値を適切に導出す
ることができる

気体の等圧、等温、等積、
断熱変化を求めるための
簡単な式を用いて、値を
導出することができる

気体の等圧、等温、等積、
断熱変化を求めるための
基本的な式を提示するこ
とができる

気体の等圧、等温、等積、
断熱変化を求めるための
式を示すことができない

3 カルノーサイクルなど熱
力学的サイクルの特性を
理解し、その特徴を適切
に把握している

カルノーサイクルなど熱
力学的サイクルの基本的
な特性を把握している

熱力学的サイクルがどの
ような物であるかを理解
している

熱力学的サイクルがどの
ような物であるかを理解
していない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械力学
(Mechanical Dynamics)

小島一恭 (非常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 機械振動は機械の性能低下につながる．このような振動の現象を理解し，振動による現象を制御・
防振することは機械や構造物の設計および運用において安全性と経済性の観点から重要である．授
業では基礎事項の復習から始め，振動の基礎的理論の解説を行う．また，それらの知識を基に，2
自由度の振動や回転体の振動，防振技術について学ぶ．

授業の進め方 講義を中心とし，理解を深めるために演習を多く取り入れる．
到達目標 1. １自由度系の自由振動について微分方程式を解き、振動の特性を理解できる。

2. １自由度系の強制振動について微分方程式を解き、振動の特性を理解できる。
3. ２自由度振動系について、固有振動数と固有振動モードが理解できる。
4. 回転体の振動について理解し、回転体のつり合わせ方法を説明できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
総論 力学的基礎知識の復習

数学的基礎知識の復習
2

１自由度系の自由振動 減衰のない振動 2

減衰のある振動 2

衝撃力を受ける振動 2

　◎ 1自由度系の自由振動のまとめと演習 2

１自由度系の強制振動 力入力を受ける強制振動 2

変位入力を受ける強制振動 2

　◎ 1自由度系の強制振動のまとめと演習 2

２自由度計系の振動 運動方程式と固有振動数および固有振動モード 2

　◎ 2自由度系の振動のまとめと演習 2

振動の防止 振動絶縁 1

基礎絶縁 1

　◎振動の防振のまとめと演習 2

回転体の振動 回転体の危険速度および回転体のつり合わせ 2

回転体のつり合わせ 2

まとめと演習 　◎授業全体のまとめと演習 2

計 30

学業成績の評価方
法

試験および授業中に実施する小テスト・授業への参加状況から総合的に決定する．評価における，
定期試験点数およびレポート：授業への参加状況の比率は８：２とする．

関連科目 工業力学 I・工業力学 II・制御工学 I・制御工学 II

教科書・副読本 教科書: 「機械力学」青木　繁 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 1自由度系の自由振動につ
いて発展的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できる。

1自由度系の自由振動につ
いて応用的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できる。

1自由度系の自由振動につ
いて基本的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できる。

1自由度系の自由振動につ
いて基本的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できない。

2 １自由度系の強制振動に
ついて発展的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できる。

１自由度系の強制振動に
ついて応用的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できる。

１自由度系の強制振動に
ついて基本的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できる。

１自由度系の強制振動に
ついて基本的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できない。

3 ２自由度振動系について
発展的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
る。

２自由度振動系について
応用的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
る。

２自由度振動系について
基本的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
る。

２自由度振動系について
基本的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
ない。

4 回転体の発展的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きる。

回転体の応用的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きる。

回転体の基本的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きる。

回転体の基本的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
制御工学 I
(Control Engineering I)

柴田芳幸 (常勤) 4 1 後期
2時間

必修

授業の概要 各種機械・電気システムの構築に必要な制御工学の基礎理論を修得を目的とする。微分方程式、ラ
プラス変換と伝達関数の関係について学習し、ブロック線図の意味を理解することに重点を置く。

授業の進め方 講義と演習
到達目標 1. 線形システムにおける伝達関数、およびブロック線図について理解できる。
学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
1. 制御の分類 自動制御の種類 2

2. ラプラス変換 代表的な関数
ラプラス変換の基本性質
ラプラス逆変換

10

3. 伝達関数 液面系や電気回路の伝達関数 4

4. ブロック線図 ブロック線図について
ブロック線図の等価変換
液面系のブロック線図と伝達関数

8

5. システムの応答 一次系の応答
二次系の応答

4

6.制御の実例 実際に企業が製品を作るときにどのような制御や評価を行っているか実例
を紹介

2

計 30

学業成績の評価方
法

試験および課題等により総合的に評価する。

関連科目 応用数学 II・流体力学・機械力学
教科書・副読本 教科書: 「制御工学」下西二郎・奥平鎮正 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 ある物理現象・実験系に
ついて運動方程式を立て、
システムをブロック線図
で表し、伝達関数を導く
ことができる。

ブロック線図から伝達関
数を求めることができる。

ラプラス変換ができる。 ラプラス変換ができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医学概論
(Introduction for Medicine)

柴玲子 (非常勤) 4 1 前期
2時間

必修

授業の概要 医療福祉工学の関連科目である。今後学習する医療福祉工学教科と関連する、医学の基礎と診断技
術を紹介する。

授業の進め方 導入科目であるので受講生全員が理解できるように、また興味を感じられるように事例を紹介しな
がら授業を行う。医学と医療の歴史について知った後、テキストに基づき身体の構造と生理機能お
よび関連する疾患について診断と治療の基礎知識を得、さらに専門分野との関わりについて学ぶ。
最後に、資料を配布して日本の医療の現状、看護、公衆衛生、関係法規を紹介する。

到達目標 1. 医療・医学の大系が理解できる。
2. 学習した内容が関連専門分野につながる事を理解できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
第１回　医学と医療、疾病 医学と医療の歴史を知り、疾病の概念について学ぶ。 2

第２回　細胞と遺伝子、分化とが
ん化

人間の身体を構成する細胞の構造と機能、遺伝子とがん化について学ぶ。 2

第３回　運動系の生理機能と病態 運動機能に関連する骨格および筋肉の機能と病態を学ぶ。 2

第４回　循環系の生理機能と病態
（１）

全身に血液を循環するための心臓の機能と病態を学ぶ。 2

第５回　循環系の生理機能と病態
（２）

全身に血液を循環するための血管およびリンパ系の機能と病態を学ぶ。 2

第６回　血液・免疫系の生理機能
と病態

全身を循環する血液を構成する要素の機能と病態を学ぶ。 2

第７回　末梢神経系、感覚器系の
生理機能と病態

自律神経、運動神経、感覚器の機能と病態を学ぶ。 2

第８回　中間試験の解説、前半の
まとめ

2

第９回　中枢神経系の生理機能と
病態

脳および脊髄の機能と病態を学ぶ。 2

第１０回　呼吸器系の生理機能と
病態

気管や肺などにおけるガス交換のしくみと病態を学ぶ。 2

第１１回　消化器系の生理機能と
病態

摂取した食物が消化、吸収、排出されるしくみと病態を学ぶ。 2

第１２回　代謝・内分泌系の生理
機能と病態

身体における物質代謝、エネルギー代謝を学ぶ。 2

第１３回　腎・泌尿器系の生理機
能と病態

老廃物や水分の排出のしくみと病態を学ぶ。 2

第１４回　システムとしての人体
とその病態

これまで学んださまざまな系を全体のシステムとしての関わりの視点から
学ぶ。現在の日本の医療と看護、公衆衛生の現状、医療に関連する法規に
ついて、配付資料を基に学ぶ。

2

第１５回　期末試験の解説、全体
のまとめ

2

計 30

学業成績の評価方
法

授業内に行う課題（40 %）、授業の参加度と態度（20 %）、中間および期末試験の成績（40 %）に
より総合的に評価する。

関連科目
教科書・副読本 教科書: 「3Dビジュアル DVD付 人体のしくみと病気がわかる事典」奈良信雄，菅本一臣 (西東

社)，副読本: 「医学概論（改訂版）」江部充、緒方剛、郡司篤晃、山田里津 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 医療・医学の大系が理解
でき、応用することがで
きる。

医療・医学の大系を理解し
ている。

医療・医学の大系の全体像
がつかめている。

医療・医学の大系の全体像
がつかめていない。

2 医学概論の内容が、他の
科目や卒業研究に関連す
ることが理解でき、応用
できる。

医学概論の内容が、他の
科目や卒業研究に関連す
ることが理解できる。

医学概論の内容が、他の
科目に関連していること
が理解できる。

医学概論の内容と他の科
目との関連が理解できて
いない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医療福祉工学実験実習 III
(Experiments and Practice of
Medical and Welfare Engineer-
ing III)

三林洋介 (常勤)・柴田芳幸 (常勤)・田宮高信 (常
勤)・星善光 (常勤)

4 4 通年
4時間

必修

授業の概要 医療福祉工学実験実習Ⅲは３年次に行った医療福祉工学実験実習Ⅱの内容をさらに発展させ、テー
マ Iでは機械系の機械工学応用実験を行う。テーマ IIでは電子系の電子工学応用実験を行う。テー
マ IIIでは人間工学に基づいた製品製作実習を行う。テーマⅣでは医療系の生体計測実験を行う。

授業の進め方 4班編成で実施し、ローテーションにより１年を４期に分けて実験実習を行う。実験、実習共に、
それぞれに関する講義と実験ないしは実習を実施し、レポートの提出を義務づけ、これについて内
容を吟味し指導を行う。

到達目標 1. 棒に対する曲げ、ねじり、圧縮の作用、流体の基本的物性およびベルヌーイの定理について理
解できる。
2. 実験を行うアナログ回路、デジタル回路の動作を理解できる。
3. 人間工学に基づいた製品設計、製作、評価法を習得し実践する。併せて身体計測および統計デー
タの処理法を理解できる。
4. 生体情報の基本的な計測方法と得られた生体情報の意味を理解できる。
5. 実験、実習レポートの作成手順を習得できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 実験実習の進め方、実験実習に関する諸注意等ガイダンスを行う。 4

テーマⅠ (通年)
機械工学応用実験

機械工学系実験として、材料力学実験および流体力学実験を行う。材料力
学では材料の曲げ試験。材料のねじり試験、材料の座屈試験を行い、材料
強度の考え方について習得する。流体力学実験ではベルヌーイの法則、管
摩擦係数について実験を行う。

28

テーマⅡ (通年)
電子工学応用実験

アナログ、デジタルの信号の特性を理解し、電子回路の応用技術に関する
知識を習得することを目的として、演算増幅回路、パルス回路、アナログ/
デジタル変換等の実験を行う。

28

テーマⅢ（通年）
人間工学実習

PCマウスの形状デザインを対象とした人間工学実習を行う。人体寸法計
測にはじまり、計測データの取り扱い、特に統計的データの処理法、デザ
インと形状加工の実践、更に人間工学的製品評価法を習得する。また本学
習成果の確認として障害者用の足用マウスを各自製作する。

28

テーマⅣ（通年）
生体計測実験

筋電図、心電図および、ヒト歩行時の三次元動態計測を行う。生体計測の
手法と、得られたデータの解析、評価手法を学習する。

28

総括 実験実習全体の実施状況に対する総括を行う。 4

計 120

学業成績の評価方
法

全ての実験・実習を行ない、出席状況及び授業中の作業態度、課題およびレポートにより総合的に
評価する。評価の比率は３：７とする。ただし、正当な事由による欠席については、補講を行う。

関連科目
教科書・副読本 その他: 各テーマ毎に資料を配付する。



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 棒に対する曲げ、ねじり、
圧縮の作用、流体の物性
およびベルヌーイの定理
を応用して現象を考察で
きる。

棒に対する曲げ、ねじり、
圧縮の作用、流体の物性
およびベルヌーイの定理
を適用して現象を理解で
きる。

棒に対する曲げ、ねじり、
圧縮の作用、流体の物性お
よびベルヌーイの定理の
基本事項を理解している。

棒に対する曲げ、ねじり、
圧縮の作用、流体の物性
およびベルヌーイの定理
の基本事項を理解してい
ない。

2 実験を行うアナログ回路、
デジタル回路の動作を良
く理解できる。

実験を行うアナログ回路、
デジタル回路の動作を理
解できる。

実験を行うアナログ回路、
デジタル回路どちらかの
動作を理解できる。

実験を行うアナログ回路、
デジタル回路の動作を理
解できない。

3 人間工学に基づいた製品
設計、製作、評価法を習得
し実践する。併せて身体
計測および統計データの
処理法を良く理解できる。

人間工学に基づいた製品
設計、製作、評価法を習得
し実践する。併せて身体
計測および統計データの
処理法を理解できる。

人間工学に基づいた製品
設計、製作、評価法を習得
し実践する。併せて身体
計測および統計データの
処理法を一部理解できる。

人間工学に基づいた製品
設計、製作、評価法を習得
し実践できない。併せて
身体計測および統計デー
タの処理法を理解できな
い。

4 必要とする生体情報に合
わせた計測方法を熟知し、
計測データの持つ意味を
図表を用いて適切に考察
できる。

生体情報の基本的な計測
方法と得られた生体情報
の意味を理解できる。

生体情報の計測と結果の
まとめを指示通りに行え
る。

生体情報の計測方法がわ
からない。得られた生体
情報の意味を理解できな
い。

5 実験、実習レポートの作
成手順を習得し、優秀な
レポートを作成できる。

実験、実習レポートの作成
手順を習得できる。

実験、実習レポートの作成
ができる。

実験、実習レポートの作成
手順を習得できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電気磁気学 III
(Electromagnetics III)

工藤輝彦 (非常勤) 4 1 後期
2時間

選択

授業の概要 これまで修得してきた電磁気学の知識を再度考え、電磁気学の諸問題を解く力をつける．
授業の進め方 講義形式であるが、授業の多くの時間を演習問題に充て、授業中にその解答を考え、電磁気学での

現象を自分で解き理解してもらいたい．
到達目標 1. MAXWELL方程式にいたる道筋をたどりながら各テーマ毎に内容の理解を確認し、電磁気現象

を理解、解明できる力を付けられる
学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
電流 物理的（電磁気学的）見地から電位、電流を考える

電界、電気力線、電流の関係を理解
4

磁気 磁気の発生、電流と磁気の関係を考える
磁性体の特殊性を理解する

4

荷電粒子のふるまい
［ローレンツ力］

電場と電荷粒子の相互作用、磁場と荷電粒子の相互作用を通じて電磁現象
の大きさ、荷電粒子の曲がり方を演習問題を用いて計算、理解を深める

4

磁性体 強磁性体の特徴であるヒステリシス損失、残留磁気、保磁力などの理解を
深め、演習問題でその諸量の大きさを把握する

4

磁気回路 磁気回路の特殊性を理解し、その上で電気回路との類似性から磁気回路を
考え。磁気抵抗の概念を理解する

4

電磁誘導現象 電磁誘導は電気と磁気さらに力の相互作用でありその大きさ、向き等を演
習により理解する

4

インダクタンス 電磁誘導の回路への応用が回路素子の１つのインダクターであり、コイル
の自己インダクタンス、複数コイルでの相互インダクタンスを電磁気学の
見地から理解する

4

MAXWELL方程式 電磁誘導現象をこれまで、習得してきた電磁気現象を集大成したものが
MAXWELLの方程式であり、その意味を理解してもらう。その上で電気、
磁気の相互作用を考える

2

計 30

学業成績の評価方
法

中間及び期末試験（40%）を実施し、平常点（演習問題の解答 (40% )、出席点 (20% )）を加味し
総合的に評価する．

関連科目 電気磁気学 I・電気磁気学 II

教科書・副読本 教科書: 「基本から学ぶ電磁気学」岸野正剛 (電気学会)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 電磁気学の電流に対する
もう一方の項目として
の磁気の振る舞いを理
解する。電気と磁気の相
互作用についてその大
きさを計算出来る。電気
と磁気の全体を包含する
一般化された法則である
MAXWELL の方程式へ
の道筋を理解する。

磁気作用を理解し電流と
磁気の関係を理解し、その
大きさを計算出来る。電
磁気学現象（電磁誘導）の
いくつかの実用的事例（コ
イルのインダクタンス、ト
ランス、モータ、発電機、
メータ）を計算できる。

磁性体の振る舞い（ヒステ
リシス特性）を理解する。
電磁誘導による逆起電力
の計算とコイルのインダ
クタンスの計算ができる。
インダクタンスを含む電
気回路の電流電圧が計算
できる。

コイルに流れる電流と逆
起電力の関係を計算でき
ない。コイルのインダク
タンスの計算ができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
電気回路 III
(Electric Circuits III)

大畠覚 (非常勤) 4 2 通年
2時間

選択

授業の概要 電気回路は、電子回路、制御工学などに関連し、医用工学を理解するうえで欠かすことのできない
科目である。授業では基本的な回路を用いて解説し、多くの例題と演習を用いて授業を行う。電気
回路Ⅲでは、積分公式の復習から始め、過渡現象、分布定数回路について解説する。

授業の進め方 受講学生全員が理解できるよう、充分な演習を取り入れて授業を行う。
到達目標 1. 過渡現象を理解して解析できる。

2. 電気現象を波動と考える分布定数線路の解析ができる。
学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
[前期]

電気回路Ⅲの概要 シラバス説明，微分方程式，積分変換　数学公式集 2

複素数に関する補足 複素数に関しての定義と復習 2

例題の演習・解説 2

複素関数に関する公式 べき級数展開 2

例題の演習・解説 4

線形システムを対象に過渡現象 微分方程式解法の基礎 2

[中間試験] 理解度の確認
（微分方程式と積分変換） 直流 R-L 回路 2

直流 R-C 回路（放電及び充電）、時定数 2

直流 R-L-C 回路 4

例題の演習・解説 2

ラプラス変換（過渡現象の解析） 2

ラプラス変換法、ラプラス変換、初期値のある場合、パルス入力、正弦波
入力

4

[期末試験] 理解度確認Ⅱ
計 30

[後期]

例題の演習・解説 4

非正弦波交流回路の解析 フーリエ級数（周期波の展開） 2

フーリエ変換（非周期波（孤立波）の周波数分析 4

[中間試験Ⅱ] 理解度確認Ⅲ
例題の演習・解説 8

伝送線路 分布定数回路概説 2

波動方程式，基礎方程式、特性インピーダンス 2

無ひずみ条件，無損失線路 2

［期末試験Ⅱ］
インピーダンス整合進行波の反射と透過損失のある伝送線路 2

例題による演習・まとめ 4

計 30

計 60

学業成績の評価方
法

中間試験及び期末試験の平均を評価基準点とする。総合評価にあたっては、小テスト或いは課題
レポート成績や授業への参加状況も勘案する。成績評価の（評価基準点及び小テスト・課題レポー
ト）と（授業への参加状況）の割合は 8：2程度とする。

関連科目 電気回路 II・電気磁気学 I・電気磁気学 II・応用数学 II・応用数学 III

教科書・副読本 教科書: 「続　電気回路の基礎　第３版」西巻 正郎 他 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 回路の初期条件を正確に
理解している。充電に限
らず放電過程における過
渡現象が解ける。

回路方程式を微分方程式
で立てることができる、ラ
プラス変換やその他解析
法を用いることができる。
簡単な初期条件下で、過渡
現象を解くことができる。

定常状態と過渡状態の違
いを認識している。微分
方程式を立てられる。

時間領域における電圧と
電流の関係が理解できて
いない。

2 分布定数回路の計算がで
きることに留まらず、反
射・透過係数を求められ
る。

伝送線路のＦパラメータ
を理解している。双曲線
関数を用い、入出力端子の
電圧や電流が計算できる。

特性インピーダンス、伝播
定数の意味を理解し、分布
定数回路の基礎方程式が
立てられる。

波動現象としての電気が
理解できていない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
材料力学 II
(Strength of Materials II)

田宮高信 (常勤) 4 1 前期
2時間

選択

授業の概要 機械や構造物の設計においては部材の材質や寸法は安全性と経済性の観点から決定される．材料力
学は，部材内部に生ずる応力と変形を明らかにする学問であり，機械や構造物の設計に不可欠であ
る．４年次では物体に作用する応力とひずみの関係についてより深い理解を求める．

授業の進め方 講義を中心とし，理解を深めるために演習・小テストを適宜取り入れる．
到達目標 1. 軸のねじりについて理解し、軸の強度計算ができる。

2. 組み合わせ応力について理解し、モールの応力円を用いて主応力を求めることができる。
3. ひずみエネルギを理解し、エネルギ法を用いて問題を解くことができる。
4. 長柱の座屈について理解し計算できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
軸に作用するねじり応力 軸に作用する外力と応力の関係について説明する。 2

ねじり応力とねじり角 軸に発生する変形、ねじり角とねじり応力の関係を求める。 2

ねじりに関する不静定問題 ねじりの不静定問題について理解する。 2

軸に生じるねじりの問題 動力伝達軸に生じるねじりモーメントを理解し、軸の設計法を理解する。 2

組み合わせ応力 組み合わせ応力について説明し、フックの法則の拡張をおこなう。 2

薄肉円筒 内圧を受ける薄肉円筒の問題を理解する。 2

　◎まとめと演習 2

モールの応力円 モールの応力円の作図法とその応用をおこなう。 3

弾性係数間の関係 弾性係数間の関係（Ｅ，Ｇ，Ｋ，ν の関係）を導出する。 1

ひずみエネルギ ひずみエネルギ（引張圧縮および曲げ，ねじり）について理解する。 2

Castiglianoの定理 Castiglianoの定理を理解し応用する。 3

Maxwellの相反定理 Maxwellの相反定理を理解し応用する。 2

長柱の座屈 長柱に関する Eulerの座屈公式を導出する。 3

　◎まとめと演習 2

計 30

学業成績の評価方
法

２回の定期試験の得点と、授業中に実施する小テスト・授業への参加状況から総合的に決定する。
定期試験点数、授業行う小テスト・授業への参加状況の比率は８：２とする。

関連科目 材料力学 I・医療福祉工学実験実習 III・機械工学演習
教科書・副読本 教科書: 「材料力学　第 3版」黒木剛司郎 (森北出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 発展的な問題について、軸
の強度計算ができる。

応用的な問題について、軸
の強度計算ができる。

基本的な問題について、軸
の強度計算ができる。

基本的な問題について、軸
の強度計算ができない。

2 発展的な問題について、
モールの応力円を用いて
主応力を求めることがで
きる。

応用的な問題について、
モールの応力円を用いて
主応力を求めることがで
きる。

基本的な問題について、
モールの応力円を用いて
主応力を求めることがで
きる。

基本的な問題について、
モールの応力円を用いて
主応力を求めることがで
きない。

3 発展的な問題について、エ
ネルギ法を用いて問題を
解くことができる。

応用的な問題について、エ
ネルギ法を用いて問題を
解くことができる。

基本的な問題について、エ
ネルギ法を用いて問題を
解くことができる。

基本的な問題について、エ
ネルギ法を用いて問題を
解くことができない。

4 発展的な問題について、長
柱の座屈について計算で
きる。

応用的な問題について、長
柱の座屈について計算で
きる。

基本的な問題について、長
柱の座屈について計算で
きる。

基本的な問題について、長
柱の座屈について計算で
きない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械工学演習
(Exercises on Mechanical Engi-
neering)

内山豊美 (非常勤) 4 1 後期
2時間

選択

授業の概要 科学技術の急速な発展とともに機械工学の学問分野も大きく拡大・変貌を遂げているが，その基礎
をなす数学および力学の重要性は増しこそすれ，いささかも減ずることはない．ここでは，４年次
前期までに学習した内容から，微積分学，微分方程式，工業力学，材料力学，機械力学，流体力学
を取り上げ，問題演習を行う．

授業の進め方 基礎的な事項を簡単に解説したうえで，演習を行う．問題演習にできるだけ多くの時間を割くため
に，履修者は当該科目を予め復習しておくことが望ましい．

到達目標 1. 微積分学，微分方程式，工業力学，材料力学，機械力学，流体力学の各分野について，大学機械
工学系学科の編入学試験程度の問題を解くことができる．

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
微積分学 関数の微分とその応用 2

関数の積分 2

積分法の応用，変数分離型微分方程式の解法 2

変数分離型微分方程式の応用 2

線形微分方程式の解法と応用 2

工業力学 力のつり合い 2

モーメントのつり合い 2

運動方程式，円運動 2

エネルギー保存則，運動量保存則 2

機械力学 1自由度系の振動 2

材料力学 応力とひずみ 2

はりのせん断力，曲げモーメント，曲げ応力 2

はりのたわみ，不静定はり 2

流体力学 静水力学 2

連続の式，ベルヌーイの定理，運動量保存則 2

計 30

学業成績の評価方
法

2回の定期試験，授業中に行う演習，および宿題により評価を行う．各々の重みは中間試験 30％，
期末試験 30％，演習・宿題 40％とする．

関連科目 微分積分・解析学基礎・線形代数 I・線形代数 II・応用数学 I・応用数学 II・工業力学 I・工業力学
II・材料力学 I・材料力学 II・流体力学・機械力学

教科書・副読本 教科書: 「新 微分積分Ⅱ」高遠・斉藤他 (大日本図書)・「工業力学 第３版新装版」青木弘、木谷晋
(森北出版)・「高専の物理　第 5版」和達　三樹監修、小暮　陽三編集 (森北出版)・「材料力学　第
3版」黒木剛司郎 (森北出版)・「図解はじめての流体力学」田村 恵万 (科学図書出版)・「機械力学」
青木　繁 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 微積分学，微分方程式，工
業力学，材料力学，機械力
学，流体力学の各分野につ
いて，発展的な問題を解く
ことができる。

微積分学，微分方程式，工
業力学，材料力学，機械力
学，流体力学の各分野につ
いて，基本的な問題を解く
ことができる。

微積分学，微分方程式，工
業力学，材料力学，機械力
学，流体力学の各分野につ
いて，基本的な事項を理解
している。

微積分学，微分方程式，工
業力学，材料力学，機械力
学，流体力学の各分野につ
いて，基本的な事項を理解
していない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
エンジニアリングデザイン工学
(Engineering Design)

吉村拓巳 (常勤)・杉本聖一 (常勤) 4 1 後期
2時間

選択

授業の概要 グループワークにより、エンジニアリングデザインの手法を用いてものづくりを行う過程を実践す
ることで、エンジニアリングデザインの手法を理解する。

授業の進め方 グループワークに関する実習を行った後、企業から出された課題を EDによって解決する実習を行
う。また、後半は EDの手法を用いて、アイデアコンテストに出品する機器を作成する。必要に応
じて授業の順番を前後させることがある。

到達目標 1. エンジニアリングデザインの基礎知識を用い、課題に対する提案をすることができる
2. 班のメンバーと協力し、グループワークを行うことができる
3. 自分たちの考えや提案を他者に分かりやすく説明する事ができる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス EDの考え方、グループワークの基礎などを実践を通して修得する 2

ED実習１ 企業から提案された問題や課題に対して、EDの手法を用いてプロトタイ
プを作成し発表を行う

10

ED演習 アイデア発想法、ファシリテーションスキルを実践形式により修得する 6

ED実習２ ED実習 1で実践した内容を踏まえ、「生活支援を目的とした工学技術アイ
デアコンテスト」に応募する作品を検討および作成する

10

まとめ 実習で行った内容を総括する 2

計 30

学業成績の評価方
法

レポート 20%、作業の遂行状況 30%、成果発表 50%として評価する。各テーマにおいて遂行状
況、理解度、考察力、コミュニケーション能力を総合して 100点法で担当指導教員が評価を行い、
その平均を総合評価とする。

関連科目 医療福祉工学実験実習 I・医療福祉工学実験実習 II・技術者倫理
教科書・副読本 参考書: 「エンジニアリング・ファシリテーション」大石 加奈子 (森北出版)・「エンジニアリング

デザイン―製品設計のための考え方」ナイジェル・クロス／著　荒木光彦／監訳　別府俊幸／共訳
　高橋栄／共訳 (培風館)・「エンジニアリングデザイン入門―技術の創造と倫理の基礎」 林 和伸,
中屋敷 進, 川上 昌浩, 明石 尚之, 佐藤 昭規 (著), 柴田 尚志 (監修) (理工図書)，その他: 必要に応
じてプリント等を配布する

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 エンジニアリングデザイ
ンの基礎的な知識を理解
し、ユーザーの視点に立っ
た提案ができる

エンジニアリングデザイ
ンの基礎的な知識を理解
し、新しい提案ができる

エンジニアリングデザイ
ンの基礎的な知識を理解
している

エンジニアリングデザイ
ンの基礎的な知識を理解
していない

2 グループ全体を把握し、率
先してファシリテーショ
ンを行うことができる

グループワークの中で、積
極的に意見を出すことが
できる

班のメンバーと協力し、作
業を行うことができる

班のメンバーと協力し、作
業を行うことができない

3 課題の背景を踏まえ、ユー
ザーの視点に立った作品
やプレゼンを作成し、発
表する事ができる

課題の背景を踏まえた作
品やプレゼンを作成し、発
表する事ができる

作品やプレゼンを作成し
発表する事ができる

プレゼンを作成し発表す
る事ができない



平成 29年度 ものづくり工学科 シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
卒業研究
(Graduation Study)

医療福祉工学コース教員 (常勤) 5 8 通年
8時間

必修

授業の概要 高専の本科 5年間にわたる一般教育・専門教育の総仕上げとして、各分野の調査・実験考察など検
討を通じて、創造性、問題解決能力を養うとともに自主的研究、開発、発表能力を養う。

授業の進め方 ゼミナールに引き続き研究室に所属して指導教員から直接指導を受ける。自主的に学習、実験、研
究を行うことを重視し 1年間の最後に研究成果を卒業論文にまとめ、さらに卒業研究発表会で発表
する。

到達目標 1. 研究力、応用力、専門知識を向上させ、研究を遂行できる。
2. 考察力、表現力を身につけ、研究成果を発表できる。

学校教育目標との
関係

E (創造力) 地域産業の発展に貢献するため、課題探求能力を有し、設定した課題に向かって果敢に
挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
指導教員 テーマ
吉澤研 医用超音波計測に関する研究、組み込み技術に関する研究
三林研 ヒューマンインターフェイス適正化に関する研究
田宮研 材料強度および福祉系ものづくりに関する研究
冨田研 画像処理を用いた精密測定技術に関する研究
深谷研 多自由度機構を用いた福祉機器に関する研究
福田研 生体光計測とその性能向上に関する研究
吉村研 組込み技術を用いた福祉機器の開発
杉本研 医用・生体材料の開発と材料特性制御に関する研究
星　研 人の心理特性に適合したマンマシンインターフェイスの開発
柴田研 各種リハビリテーション支援機器の研究開発

計 240時間

学業成績の評価方
法

絶対評価、取り組み 40％、卒業論文 30％、研究発表 30％

関連科目
教科書・副読本

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 研究力、応用力、専門知識
を十分に向上させ、研究を
遂行できる。

研究力、応用力、専門知識
を概ね向上させ、研究を遂
行できる。

研究力、応用力、専門知識
を一部向上させ、研究を遂
行できる。

研究力、応用力、専門知識
の向上がみられず、研究を
遂行できない。

2 考察力、表現力を十分に身
に付け、研究成果を発表で
きる。

考察力、表現力を概ね身
に付け、研究成果を発表
できる。

考察力、表現力を最低限身
に付け、研究成果を発表で
きる。

考察力、表現力を身に付け
られず、研究成果を発表で
きない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
数値解析
(Numerical Analysis)

冨田宏貴 (常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 医療計測システム設計や福祉機器の動作制御を行なうためには，コンピュータ上で数値計算が不
可欠である．また，機器対象が人体であることから，安全性等を考慮する必要があり，シミュレー
ション技術の習得が不可欠となる．本講義では，コンピュータを用いて計算するときの誤差や連立
方程式，微分方程式などの基本的な数値計算法について学ぶ．さらに端末を利用した実習によって
その内容の理解度を高める．

授業の進め方 原理説明の講義を中心に，課題演習により理解を深めると同時に，実際の利用法を体験的に学習す
る．課題演習にはコンピュータ演習を含む．

到達目標 1. 数値解析の手法の原理を理解し，説明することができる．
2. 数値解析の手法における利用時の問題を把握することができる．
3. 数値解析のプログラムを利用して問題を解決できる．

学校教育目標との
関係

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 数値解析の学習の目標、授業スケジュール、評価方法を理解する． 2

数値計算法の基礎 問題の記述と解法，数値解析における注意事項，浮動小数点の扱いについ
て学習する．

4

行列演算の基本 行列の四則演算，ピボット選択のコンピュータ演算手法について学習する． 2

連立一次方程式 連立一次方程式の解法として，ガウスの消去法の基本アルゴリズムとピ
ボット選択を導入したアルゴリズムを理解する．

2

課題演習 課題演習を行う． 2

離散データ点の補間 線形補間，ラグランジェ多項式による補間を学習する． 4

課題演習 課題演習を行う． 2

数値積分 台形公式，シンプソンの公式について学習する． 2

課題演習 課題演習を行う． 2

常微分方程式の解法 オイラー法，修正オイラー法，ルンゲ・クッタ方について学習する． 4

電気回路への適用 微分方程式の解法の電気回路の過渡応答への適用について学習する． 2

期末試験 期末試験を実施する． 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験結果を６割とし，課題３割，出欠を含む授業態度１割として，総合的に評価する．

関連科目 情報処理 I・情報処理 II・電気回路 I・電気回路 II・電気磁気学 I・微分積分・線形代数 I・線形代
数 II

教科書・副読本 教科書: 「数値計算法基礎」田中敏幸 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 離散データの補間、数値積
分を数値解析できる。

行列の四則演算やガウス
の消去法を用いて１次連
立方程式を数値解析でき
る。

数値解析の手法の原理を
理解し、説明することが
できる。数学的に記述さ
れた数式を数値解析で用
いるために代数式に置き
換えることができる。

数値解析の手法の原理を
理解できない。

2 数値解析の手法における
利用時の問題点を定量的
に求め、解析手法の計算
精度を評価することがで
きる。

数値解析の手法における
利用時の問題点を考慮し、
解析手法を構築できる。

数値解析の手法における
利用時の問題点を把握す
ることができる。

数値解析の手法における
利用時の問題を把握する
ことができない。

3 数値解析で得られた結果
から問題を解析的・定量
的に評価できる。

数値解析のプログラムを
利用して問題を解決でき
る。

数値解析で問題を解決す
るためのプログラムを計
算アルゴリズムから自分
で作成することができる。

数値解析のプログラムを
利用して問題を解決でき
ない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
制御工学 II
(Control Engineering II)

柴田芳幸 (常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 古典制御で最も代表的なフィードバック制御系について学習し，理解を深める．システムの安定判
別法について習得する．

授業の進め方 講義と演習
到達目標 1. フィードバック制御系の仕組みや特性を理解できる．

2. システムの安定判別を行うことができる．
学校教育目標との
関係

講義の内容
項目 目標 時間
1.　システムの応答 極と零点

フィードバックシステムの応答・過渡応答
フィードバックシステムの応答・定常特性

8

2.　周波数応答 周波数応答法
複素平面での解析
ベクトル軌跡・ボード線図

8

3.　安定判別 安定判別の概念
ラウス・フルビッツの安定判別
ナイキストの安定判別

6

4. 　フィードバックシステムの
設計

フィードバックシステムの設計の概念
PID制御

6

5.　まとめ まとめ 2

計 30

学業成績の評価方
法

試験および課題等の成績から総合的に評価する。

関連科目 応用数学 II・制御工学 I・機械力学
教科書・副読本 教科書: 「制御工学」下西二郎・奥平鎮正 (コロナ社)，その他: 制御工学Ⅰで購入したものを使用

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 フィードバックシステム
を構築し、システムの挙
動をシミュレーションす
ることができる。

エクセルやMatlabを用い
て周波数解析ができる。

過渡応答についてグラフ
を用いて説明できる。

全く意味が理解できない。

2 ある物理現象・実験系に
ついて運動方程式を立て、
システムをブロック線図
で表し、伝達関数を導く
ことができる。

ブロック線図から伝達関
数を求めることができる。

ラプラス変換ができる。 ラプラス変換ができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
アクチュエータ機構学
(Machine Mechanism and Actu-
ator)

深谷直樹 (常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 機械に目的とする動きをさせるためには原動機と機械要素を特定の条件に従って組み合わせる「か
らくり」を構成する必要がある。この原動機を「アクチュエータ」、からくりを「機構」と呼ぶ。本
科目では双方の概要を理解し、目的とする動作を実現するための機械構造を創造する技法を修得す
ることを目的とする。

授業の進め方 アクチュエータおよび機構学の各種知識および計算法について教室での講義を行う。理解を深める
ための課題、演習を適宜行う。

到達目標 1. アクチュエータの種類と、それぞれの特徴、利用用途を理解できる
2. 対偶や節、連鎖など機械要素を理解し、目的とした機構を構築するための手法を理解できる
3. 機構の特定の点での速度加速度を求め、機構の動作を明らかとすることができる
4. 機構の種類と特徴を理解し、設計目的に応じて適切な機構を提案できる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス アクチュエータおよび機構学の概念について理解する 1

電磁アクチュエータ 電動モータやサーボモータなど、電磁アクチュエータについて学ぶ 3

流体アクチュータ 油圧・空圧シリンダに代表される、流体を用いるアクチュエータについて
学ぶ

2

医療福祉におけるアクチュエータ 高分子アクチュエータ、人工筋肉、パワーアシスト装置用各種アクチュエー
タなど、最新のアクチュエータについて学ぶ

2

機械と機構、機械の自由度 機械を構成する機構と、その自由度について理解する 2

対偶と節、連鎖 対偶と節の意味、またそれを利用して構築する連鎖について学ぶ 2

連鎖の種類と判定条件 連鎖の種類、適切な連鎖を構築するための判定条件について理解する 2

機構の運動と瞬間中心 機構の連動と瞬間中心、静止セントロードおよび移動セントロードについ
て学び、瞬間中心の導出手法を修得する

2

機構における速度･ 加速度 機構における速度・加速度の概念を理解する 2

リンク機構 各種リンク機構について学び、それらの動作原理を理解する 2

摩擦伝動機構 摩擦車の構造と働きを学び、各種利用手法を理解する 2

カム機構 カム機構の構造と働きを学び、利用対象とその有用性を理解する 2

特殊な機構の理解と応用例 偏心円板、ハーモニックドライブなど特殊な機構の構造を理解し、また心
臓ポンプなど医療福祉機器への応用例を学ぶ

2

歯車機構 歯車機構の原理、各種歯車機構の種類と働き、有用性について学ぶ 2

理解度確認 学習と理解度の確認を行い、不足分について復習する 2

計 30

学業成績の評価方
法

出席状況及び授業中の作業態度、課題および理解確認テストにより評価を行う。評価の比率は３：
７とする。ただし、正当な事由による欠席については、補講を行う。

関連科目 機械設計製図 I・機械設計製図 II・機械設計製図 III・メカトロニクス
第二学年以降の主に機械系・総合工学系コースの設計関連座学

教科書・副読本 教科書: 「機構学　 SI併記」小川　潔、加藤　功 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 各種電磁モータ、高分子
アクチュエータや人工筋
などの各種アクチュエー
タの機械的特徴、駆動特
性と利用用途を適切に解
説できる

各種電磁モータ、高分子
アクチュエータや人工筋
などの各種アクチュエー
タを判別し、基本的な動作
と利用用途を説明できる

各種アクチュエータの種
類とこれらの特徴を理解
している

各種アクチュエータの種
類とこれらの特徴を理解
していない

2 数式を用いて複雑な機構
の限定連鎖条件を判別し、
複雑な機構の瞬間中心や
セントロードを求めるこ
とができる

式を用いて簡単な機構の
限定連鎖条件を判別し、瞬
間中心やセントロードを
求めることができる

節や対偶、連鎖を理解し、
限定連鎖の条件を理解し、
瞬間中心を求めることが
できる

節や対偶、連鎖を理解し、
簡単な機構の限定連鎖条
件を判別できない

3 動作する機構の全ての点
における速度、加速度を
求めることができる

動作する機構のうち限定
された点の速度、加速度
を求めることができる

動作する簡単な機構にお
いて、速度、加速度を求め
るための基本的な手法を
説明できる

な機構において、速度、加
速度を求めるための基本
的な手法を理解できない

4 倍力機構や直線近似機構
などの各種機構や確動カ
ム、楕円機構などの特徴
を理解し、求める動作を
実現する楕円ポンプやカ
ム曲線などを示すことが
できる

倍力機構や直線近似機構
などの各種機構や確動カ
ム、楕円機構などについ
て特徴を説明することが
できる

平行リンクなどの簡単な
機構やカム、摩擦車など
の種類を判別し説明する
ことができる

平行リンクなどの簡単な
機構やカム、摩擦車など
について説明することが
できない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
メカトロニクス
(Mechanics and Electronics)

飯村憲 (非常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 OA機器から自動車，工作機械にいたる多くの機械において、自動化、小型軽量化、信頼性向上、
機能拡大、省エネルギー化などを実現するのに重要な役割を果たしているメカトロニクス技術の意
義について考察し、その基礎となる機械量のセンシング、信号処理，アクチュエータ技術について
学ぶ。また、メカトロニクスに関連する最新技術も紹介する。

授業の進め方 メカトロニクスの概念および各種技術について教室での講義を行う。また、理解を深めるため、小
テストおよび課題レポートを適宜行う。

到達目標 1. メカトロニクスの概念および特徴を理解できる
2. メカトロニクスを構成する各種要素を理解し、特徴を述べることができる
3. 与えられた機能を実現するメカトロニクス機器を提示することができる

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス メカトロニクスについてのガイダンス 2

メカトロニクス機器の基本構成
と概念

メカトロニクス機器の基本的な構造と概念について理解する 2

メカトロニクス系の基本解析法 微分方程式、ラプラス変換、伝達関数、ブロック線図、基本要素の特性 2

電気・機械アナロジー 等価回路を用いた電気・機械アナロジーの手法を学ぶ 2

メカトロニクス系の基本解析法 メカトロニクスにおける基本的な解析手法について学ぶ 2

アクチュエータの種類と特徴 電磁モータ、油圧・空圧シリンダ等のアクチュエータについて学ぶ 2

センサの種類と特徴 力センサ、位置センサ等各種センサの特徴と用途について理解する 2

駆動回路 駆動回路の種類と回路制御素子について学ぶ 2

制御の基礎 制御の概念と役割、目的について理解する 2

AD/DA変換の原理と実際 AD/DA変換の原理と、センサ情報の取得、信号出力など実際の運用につ
いて学ぶ

2

直流モータ・交流モータの制御
方式

直流・交流モータ制御のための各種手法とその特徴について学ぶ 2

コントローラのハードウエアとソ
フトウエア

コントローラのハードの進展の歴史と種類、リアルタイムOSの種類と選
定について学ぶ

2

制御系構築ソフトウエア 国際標準規格 IEC61131-3を用いた PLCプログラミングを紹介し、制御
系プログラムの構築法を学ぶ

2

メカトロニクスの事例 各種メカトロニクスの事例について実際の機器を対象に学ぶ 2

IoTについて IoT（Internet of Things）の現状の紹介及び今後の展開について学ぶ 2

計 30

学業成績の評価方
法

授業中に行う小テスト、レポート課題、中間及び期末試験により評価する。評価の比率は小テスト
20％、レポート課題 20％、中間及び期末試験 60％とする。

関連科目 第２学年以降の主に電気・電子系、機械工学系、総合工学系の設計関連講座
教科書・副読本 教科書: 「メカトロニクス概論 改訂 2版」古田 勝久 (オーム社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 メカトロニクスの特徴と
概念に加え、これらの機器
が用いられる必要性、実際
の利用例を理解し、適切に
説明することができる

メカトロニクスに属する
各要素や電子機器を判別
することができる

メカトロニクスの基本的
概念と、利用することで
もたらされる効果を理解
できる

メカトロニクスの概念と
その効果、特徴を理解で
きない

2 センサや回路、モータを
的確に判別するとともに
その長所、短所、どのよう
な用途で用いればよいか
を的確に説明できる

センサや回路、モータの特
徴、利用用途、利用方法に
ついて説明できる

センサや回路、モータな
どのメカトロニクスを構
成する各種要素を判別す
ることができる

センサや回路、モータな
どのメカトロニクスを構
成する各種要素を判別で
きない

3 想定された課題を達成す
るために必要な機能を有
するメカトロニクス機器
を選定し、どのように用
いることで課題を解決で
きるかを説明できる

想定された課題を達成す
るために必要な機能を有
するメカトロニクス機器
を選定し、かつそれらの
特徴と選定理由を説明で
きる

想定された課題を達成す
るために適切と思われる
メカトロニクス機器につ
いて提案することができ
る

想定された課題を達成す
るために適切と思われる
メカトロニクス機器を選
定することができない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械力学
(Mechanical Dynamics)

小島一恭 (非常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 機械振動は機械の性能低下につながる．このような振動の現象を理解し，振動による現象を制御・
防振することは機械や構造物の設計および運用において安全性と経済性の観点から重要である．授
業では基礎事項の復習から始め，振動の基礎的理論の解説を行う．また，それらの知識を基に，2
自由度の振動や回転体の振動，防振技術について学ぶ．

授業の進め方 講義を中心とし，理解を深めるために演習を多く取り入れる．
到達目標 1. １自由度系の自由振動について微分方程式を解き、振動の特性を理解できる。

2. １自由度系の強制振動について微分方程式を解き、振動の特性を理解できる。
3. ２自由度振動系について、固有振動数と固有振動モードが理解できる。
4. 回転体の振動について理解し、回転体のつり合わせ方法を説明できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
総論 力学的基礎知識の復習

数学的基礎知識の復習
2

１自由度系の自由振動 減衰のない振動 2

減衰のある振動 2

衝撃力を受ける振動 2

　◎ 1自由度系の自由振動のまとめと演習 2

１自由度系の強制振動 力入力を受ける強制振動 2

変位入力を受ける強制振動 2

　◎ 1自由度系の強制振動のまとめと演習 2

２自由度計系の振動 運動方程式と固有振動数および固有振動モード 2

　◎ 2自由度系の振動のまとめと演習 2

振動の防止 振動絶縁 1

基礎絶縁 1

　◎振動の防振のまとめと演習 2

回転体の振動 回転体の危険速度および回転体のつり合わせ 2

回転体のつり合わせ 2

まとめと演習 　◎授業全体のまとめと演習 2

計 30

学業成績の評価方
法

試験および授業中に実施する小テスト・授業への参加状況から総合的に決定する．評価における，
定期試験点数およびレポート：授業への参加状況の比率は８：２とする．

関連科目 制御工学 I・制御工学 II

教科書・副読本 教科書: 「機械力学」青木　繁 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 1自由度系の自由振動につ
いて発展的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できる。

1自由度系の自由振動につ
いて応用的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できる。

1自由度系の自由振動につ
いて基本的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できる。

1自由度系の自由振動につ
いて基本的な微分方程式
を解き、振動の特性を理
解できない。

2 １自由度系の強制振動に
ついて発展的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できる。

１自由度系の強制振動に
ついて応用的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できる。

１自由度系の強制振動に
ついて基本的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できる。

１自由度系の強制振動に
ついて基本的な微分方程
式を解き、振動の特性を
理解できない。

3 ２自由度振動系について
発展的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
る。

２自由度振動系について
応用的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
る。

２自由度振動系について
基本的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
る。

２自由度振動系について
基本的な固有振動数と固
有振動モードが理解でき
ない。

4 回転体の発展的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きる。

回転体の応用的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きる。

回転体の基本的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きる。

回転体の基本的な振動に
ついて理解し、回転体の
つり合わせ方法を説明で
きない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
運動生理学
(Sports Physiology)

藤原豊樹 (非常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 医療福祉工学を学習するうえで，身体諸機能全般の知識を習得することは必要不可欠である．運動
生理学，解剖生理学を中心とした講義を行う．

授業の進め方 講義を中心として授業を進める．
到達目標 1. 身体部位の説明ができる．

2. 身体諸機能の基本を説明できる．
3. 運動による生理的変化を説明できる．

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 授業の概要について 2

身体の形態と機能 運動と身体のメカニズムついて 2

運動のエネルギー運動のエネル
ギー

運動に必要なエネルギーの生産について 2

運動における骨格筋の役割 運動に関わる筋線維及び筋線維組成について 4

運動における呼吸循環 運動時における呼吸・血液などの役割について 4

身体の形態と機能 身体の形態と機能について 2

運動と神経 運動に応用される神経筋の概念 2

運動に必要な栄養 エネルギー源及びビタミンとミネラル，食習慣 2

身体組成 体脂肪と除脂肪体重の構成要素について 2

体力向上の条件 様々なトレーニング方法について 2

随意運動 体を上手に操る要素について 2

運動と障害 疲労，脱水，熱中症などについて 2

期末試験 ペーパーテストによる評価 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験の得点と授業への参加状況から総合的に決定する．定期試験点数，授業への参加状況の比
率は８：２とする．

関連科目 保健体育 I・保健体育 II・保健体育 III・保健体育 IV

教科書・副読本 その他: 必要に応じて資料を配布する
評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 身体部位を理解し、実際
と結び付けて適切な運動
を計画・実施することが
できる。

身体部位について詳細な
説明ができる。

身体部位について基礎的
な説明ができる。

身体部位の説明ができな
い。

2 身体諸機能を理解し、実
際と結び付けて適切な運
動を計画・実施すること
ができる。

身体諸機能について詳細
な説明ができる。

身体諸機能について基礎
的な説明ができる。

身体諸機能の基本を説明
できない。

3 運動による生理的変化を
理解し、実際の運動にお
ける生理的変化を考慮し
ながら適切な運動を計画
することが出来る。

運動による生理的変化に
ついて詳細な説明ができ
る。

運動による生理的変化に
ついて基本的な説明がで
きる。

運動による生理的変化を
説明できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
生体物性工学
(Biophysical Properties Engi-
neering)

浅木恭 (非常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 生体物性工学は生体の物理的特性に関する工学分野であり、生体を評価する上で必要となる教科で
ある。こうしたことから、生体物性の知識は欠くことのできない基礎的な素養であると言える。本
講義では、生体の電気特性を中心に，力学特性，流体力学特性，光特性などを解説する。

授業の進め方 電気系，機械系の基礎知識を復習しながら，生体に特有な性質を理解できるように講義を進める。
到達目標 1. 生体の物理的特性を理解して、生体を工学的見地から捉えることができる。
学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
生体物性の概要 物性の対象としての生体の特異性について知ることができる。 2

生体の受動的電気特性 細胞の電気特性で β 分散について等価回路計算ができる。 6

能動的電気特性 生体の能動的電気特性においてイオン分布から膜電位を計算できる。 2

電流の生体への作用 電撃の周波数特性、ミクロショック、マクロショック、クロナキシーを知
り感電に対する安全性を知ることができる。

2

磁界の生体への作用 電磁界の生体への影響について概要を知ることができる。 2

生体の機械的特性 生体の機械的特性を粘弾性体としてとらえるための基本的な考え方を学ぶ
ことができる。

4

生体の流体力学的特性 血流が赤血球が浮遊した流体で、ニュートン流体でありときには非ニュー
トン流体であることを学ぶことができる。

2

ハーゲン・ポアズイユの法則において、流量が管路の半径の４乗に比例す
ることを次元解析で求めることができる。

2

脈管系の特性 血管の構造，ウインドケッセルモデル，心臓のスターリングの法則につい
て学ぶことができる。

2

生体組織の超音波特性 超音波の生体への伝搬特性を学び、その特徴を知ることができる。 2

生体の光特性 生体の光の吸収と散乱について知り、パルスオキシメータの測定原理を知
ることができる。

2

放射線の生体への影響 放射線の電離作用、X線 CT 2

計 30

学業成績の評価方
法

中間試験及び期末試験の平均を評価基準点とする。更に必要に応じて、課題レポートを課しその成
績と授業への取組み姿勢を勘案して、総合評価とする。

関連科目 電気回路 I・電気回路 II・流体力学・バイオメカニクス・医用超音波工学
教科書・副読本 教科書: 「生体物性/医用機械工学」池田　研二　他 (学研メディカル秀潤社)，副読本: 「放射線診

断機器工学第２版」岡部哲夫・瓜谷富三 (医歯薬出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 工学的考え方を理解し、応
用ができる。

工学的考え方を理解し、授
業内容を理解できる。

授業内容の理解が不十分
であるが、内容によって
は理解している。

授業内容を理解せず、意欲
に欠ける。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
生体信号処理
(Biosignal Processing)

星善光 (常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 生体信号処理の基礎を学ぶ。この講義では、生体信号の特徴を学び、さらに生体信号処理に役立つ
解析手法の基礎を学ぶ。

授業の進め方 講義を中心に行い、必要に応じて生体信号処理の演習を行う。
到達目標 1. 生体信号の特徴を理解できる。

2. 生体信号処理に有効な基本的な信号処理手法を理解できる。
3. 生体信号の特徴に適した処理手法を選択できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
DFTと FFT 離散値に対するフーリエ変換及び高速フーリエ変換を理解する。 6

Z変換 Ｚ変換の基礎を学び、信号処理に応用する方法を理解する。 4

自己回帰モデル 自己回帰モデルの概念を学び、自己回帰モデルによるスペクトル推定手法
を理解する。

4

ウェーブレット変換 時間周波数解析に関連して、ウェーブレット変換の基礎を理解する。 2

ディジタルフィルタの基礎 ディジタルフィルタによる信号処理手法の基礎を学ぶ。 4

システムとモデル 生体システムを理解するための基礎として、システムとモデルの概念を学
び、理解する。

4

生体信号への応用 筋電図やRR間隔等、具体的な例を用いて生体信号処理の特徴を理解する。 4

システムとしての生体 生体を解析するために必要な、生体をシステムとして捉える考え方を学び、
理解する。

2

計 30

学業成績の評価方
法

中間・期末試験の試験結果を 80％、課題を 20％として基礎点を算出し、授業態度などを踏まえて
総合的に評価する。

関連科目 信号処理 I・医療福祉工学実験実習 III・生体計測工学・生体物性工学・医学概論
教科書・副読本 教科書: 「計測・制御テクノロジーシリーズ 21 生体システム工学の基礎」福岡 豊，内山孝憲，野

村泰伸共著 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 生体信号の特徴を理解し、
研究に応用できる。

生体信号の特徴を理解で
きる。

生体信号の種類がわかる。生体信号の種類がわから
ない。

2 生体信号処理に有効な基
本的な信号処理手法を理
解し、応用できる。

生体信号処理に有効な基
本的な信号処理手法を理
解できる。

基本的な信号処理手法を
理解できる

基本的な信号処理手法が
理解できない。

3 生体信号の特徴に適した
処理手法を選択でき、応
用できる。

生体信号の特徴に適した
処理手法を選択できる。

生体信号の特徴に適した
処理手法をいくつか選択
できる

生体信号の特徴に適した
処理手法を選択できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
生体計測工学
(Bio-measurement Engineering)

田村俊世 (非常勤) 5 2 通年
2時間

必修

授業の概要 本講義では生体機能や生体情報を計測するために必要な方法や原理等について学修する。
授業の進め方 講義と単元ごとに行う確認プリントにより講義を進める。必要に応じて中間テストおよび追試を

行う。
到達目標 1. 工業計測と生体計測の違いを理解できる

2. 生体信号の特徴と検出方法について理解できる
3. 生体信号の処理方法について理解できる

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
前期
生体計測とは 生体計測とは何か。単位と標準 2

雑音の発生と対策 生体計測における信号と雑音および精度　生体計測の際に問題となる雑音
の発生原理と対策について理解する

2

生体の電気の安全 生体の電気的安全性と安全対策について理解する 4

電気回路 抵抗回路、コンデンサ、コイルなどが使われている医療機器について理解
する
ペースメーカ、除細動器、電気メス、ハイパサーミアなど

4

OPアンプの原理と回路 OPアンプの原理と回路について理解する 4

フィルタ回路 フィルタ回路について理解する 2

電極 生体電気信号の計測の際に必要な電極の種類と原理、皮膚インピーダンス
について理解する

2

生体電気信号の計測 生体電気信号の発生原理と計測方法について理解する
心電図 心臓の神経活動、心電計の構造　増幅器　 CMRR 4

脳波、脳波計、筋電計、その応用
筋電図

2

生体磁気信号 SQUID磁束系計、各種生体磁気現象 2

期末試験 学習内容に関する確認の試験を行う 2

計 30

後期
生理計測センサ 日常生活における生理量の変化の計測原理とセンサ技術について理解する

生体内圧測定　圧力センサ　カフ式血圧計、トノメトリ 4

血流計測　電磁流量計　超音波血流計　プレチスモグラム　インピーダン
スカルディオグラフ

4

呼吸計測　呼吸流速計 2

運動計測 4

体温計測　接触計測、非接触計測 4

化学量計測　ネルンストの法則　ｐHセンサ、酸素センサ、二酸化炭素セ
ンサ、パルスオキシメータ、グルコースセンサ 、カプノメトリ

4

医用画像 画像撮影　 X線、ラジオアイソトープ、MRI、超音波 4

健康計測 ウェアラブルセンサ、インヴィジブルセンサの現状 2

期末試験 学習内容に関する確認の試験を行う 2

計 30

計 60

学業成績の評価方
法

授業態度，出席状況を 10 %，課題提出を 10 %，試験を 80 %の比率で評価する。

関連科目 電気回路 I・電気回路 II・電子回路 I・電子回路 II・計測工学・医用電子回路設計
教科書・副読本 教科書: 「医用機器Ⅰ」田村俊世、山越憲一、村上肇 (コロナ社)，その他: Web：　臨床工学技士

国家試験よりぬきノート http://www.eonet.ne.jp/ hidarite/ce/mokuji.html その他プリントを併
用して行う



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 工業計測と生体計測の違
いを理解し、回路上の具
体的な違いや、計測の際
の注意について自ら考え
る事ができる。

工業計測と生体計測の違
いを理解し、特徴や注意
点の概要を説明する事が
できる。

工業計測と生体計測の違
いを計測対象ごとに覚え、
説明する事ができるが、な
ぜそうなるのかの説明が
不十分である。

工業計測と生体計測の違
いを説明できない。

2 生体信号の特徴と検出方
法について理解し、回路
上の具体的な違いや、計
測の際の注意について自
ら考える事ができる。

生体信号の特徴と検出方
法について理解し、特徴
や注意点の概要を説明す
る事ができる。

生体信号の特徴と検出方
法について説明する事が
できるが、なぜそうなるの
かの説明が不十分である。

生体信号の特徴と検出方
法について、説明する事
ができない。

3 生体信号の処理方法につ
いて理解し、対象にあっ
た処理方法を自ら考え具
体的に提案できる。

生体信号の処理方法につ
いて理解し、特徴や注意
点の概要を説明する事が
できる。

生体信号の処理方法につ
いて説明する事ができる
が、なぜそうなるのかの
説明が不十分である。

生体信号の処理方法につ
いて説明する事ができな
い。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
バイオメカニクス
(Bio-mechanics)

八木一夫 (非常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 バイオメカニクスは生体に関する機械的性質を調べる分野である。医用工学を習得し、その応用を
考える上で、バイオメカニクスの知識は欠くことのできない基礎的な素養である。本講義では材料
力学・流体力学を基礎におくレオロジーの側面を中心に生体組織の性質について解説する。

授業の進め方 材料力学、流体力学の基礎知識を復習しながら、生体に特有な性質を理解できるように講義を進
める。

到達目標 1. 一般工業材料に対する材料力学、流体力学の基礎を踏まえた上で、生体各組織の 機械的性質を
説明できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
イントロダクション ・バイオメカニクスとは 2

バイオメカニクスの基礎 ・応力とひずみ、固体の変形 2

・引張り・圧縮・曲げの力学 2

・弾性・粘性・粘弾性 2

生体軟組織の力学的性質 ・生体軟組織の特徴 2

・眼球、臓器（脳、肝臓、脾臓、腎臓）、血管 2

・皮膚、腱・靭帯、筋肉、生体近似材料‐軟組織材料、軟質材料 2

生体硬組織の力学的性質 ・生体硬組織の特徴（頭蓋、椎体、骨盤、上下肢） 2

・骨、関節 2

・骨のリモデリング，骨粗鬆症 2

循環器系のバイオメカニ
クス

・血液と血球 2

・生体内、脈管内の流れの性質（動脈、静脈、リンパ、体液） 2

・血圧、血流の測定 2

まとめと試験 ・これまでのまとめと試験を実施する 4

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験とその他（出席点、学習態度、課題レポート）で評価する。ただし評価の割合は８：２と
する。

関連科目 材料力学 I・材料力学 II・流体力学・医学概論・材料学
教科書・副読本 教科書: 「バイオメカニクス入門」林紘三郎 (コロナ社)，参考書: 「バイオレオロジー」日原　眞，

坂西明郎 (米田出版)・「生体細胞・組織のリモデリングのバイオメカニクス」林紘三郎、安達泰治、
宮崎浩 (コロナ社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 一般工業材料に対する材
料力学、流体力学の基礎
を踏まえた上で、生体各
組織の 機械的性質を理解
し、説明できる。

一般工業材料に対する材
料力学、流体力学の基礎
を踏まえた上で、生体各
組織の 機械的性質につい
て基本的な事項について
おおむね説明できる。

一般工業材料に対する材
料力学、流体力学の基礎
を踏まえた上で、生体各
組織の 機械的性質を教科
書等を参考にしながら基
本的な事項について説明
できる。

一般工業材料に対する材
料力学、流体力学の基礎
を踏まえた上で、生体各
組織の 機械的性質を理解
できていない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
人間工学
(Ergonomics)

三林洋介 (常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 人間工学は人間と機械やシステムとの調和を考える学問である。製品やシステムの性能を安全、安
心、快適に、また効率よく発揮するためにはユーザの人間特性に適合したヒューマンインターフェ
イスの設計が重要である。この授業では人間の心理、生理、運動特性を学び、安全性、効率性、快
適性の観点からヒューマンインターフェイスに関する測定評価技法を講義する。

授業の進め方 講義は教科書と併せて独自のプリント等を使用して進め、単元ごとに問題演習や小テストを行う。
また、課題も設定している。

到達目標 1. 人間工学や情報システム技術を用いて、人間中心設計思考におけるものづくりシステムに関す
る基礎的な分析、評価、設計ができる。
2. 設計指針が提案できる

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１. 概論 人間工学の史的背景、定義、現代社会における人間の役割について概

説し、本講義で学ぶ測定、分析、解析手法を概観する。
2

２. 人間の感覚とそのしくみ 情報受容から動作まで、感覚特性を学習する。併せて動作分析手法、
視覚特性についてはその技法と実際を学習する。

4

３. 人の形態と運動機能 生体計測法と計測値の扱い方を学び、人体の大きさ・動作範囲と空間
設計を学習する。

2

４. 疲労と健康 疲労による影響、疲労を防止したり軽減する方法、心身反応測定につ
いて学習する。

4

５. 人間データ収集と解析 ヒューマンファクタの実験とは、人間データの扱い方、官能検査、分
析と評価を実験計画法の基礎を含めて学習する。

4

６. ヒューマンエラーと安全 ヒューマンエラーの構造と対策、ヒューマンエラーの計測、分析と評
価を学習する。

4

７. 人と環境 人に影響を与える有害環境を要因別に学習する。 2

８. ユーザ中心設計 ユーザーリスクとユーザー中心設計法を学習する。 2

９. 規格と標準化 ヒューマンファクタに関する規格・標準について、ISO/TC159、人
間工学の規格と特徴を学習する。

2

10.人の適正・訓練と作業 身体適正、心理適正、適性検査導入手順と技法を学習する。 2

11.まとめ 授業総括、試験 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験の結果 (60 % )と、出席、課題レポートの結果 (40％)を併せて評価する。

関連科目 コミュニケーション支援工学・臨床心理学・福祉環境工学
教科書・副読本 その他: 適宜プリント配布する

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 人間中心設計項目の完全
理解

人間中心設計項目を理解
している

人間中心設計項目が挙げ
られる

設計項目が挙げられない

2 設計指針の完全理解 設計指針を理解している 設計指針が挙げられる 設計指針が挙げられない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
認知感性工学
(Cognitive and Psychophysio-
logical Engineering)

星善光 (常勤) 5 1 前期
2時間

必修

授業の概要 人間の認知特性や精神活動による身体への影響を学び、工学分野への応用手法について理解する。
授業の進め方 基本的には座学を中心として授業を行うが、必要に応じて演習を行う。
到達目標 1. 人間の基本的な認知特性を理解できる。

2. 精神活動に伴う身体状態の基本的な変化を理解できる。
3. 基礎的な工学分野への応用手法を習得できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス、人間の知覚 授業の進め方についてのガイダンスを行う。人間の知覚について学ぶ。 2

人間の視覚システム 人間の視覚システムと視覚特性について学ぶ。 2

人間の聴覚システム 人間の聴覚システムと聴覚特性について学ぶ。 2

記憶システム 人間の記憶システムについて学ぶ。 6

脳と行動 人間の動機づけ，情動，言語，注意等の機能について学ぶ。 8

問題解決と意思決定 意思決定と問題解決について学ぶ。 4

精神活動の測定 様々な精神活動とそれに伴う身体変化の原理と測定方法を理解する 4

まとめ 講義全体のまとめ、及び期末試験の解説を行う。 2

計 30

学業成績の評価方
法

中間・期末試験の試験結果を 80％、課題を 20％として基礎点を算出し、授業態度などを踏まえて
総合的に評価する。

関連科目
教科書・副読本 参考書: 「新 生理心理学 １巻」宮田 洋監修 (北大路書房)・「情報処理心理学入門 I」P.H.リンゼ

イ,D.A.ノーマン著 中溝 幸夫訳 (サイエンス社)・「情報処理心理学入門 II」P.H.リンゼイ,D.A.
ノーマン著 中溝 幸夫訳 (サイエンス社)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 人間の基本的な認知特性
を理解でき、研究などに
応用できる。

人間の基本的な認知特性
を理解できる。

人間の基本的な認知特性
を一部理解できる。

人間の基本的な認知特性
を理解できない。

2 精神活動に伴う身体状態
の基本的な変化を理解で
き、研究などに応用でき
る。

精神活動に伴う身体状態
の基本的な変化を理解で
きる。

精神活動に伴う身体状態
の基本的な変化の一部を
理解できる

精神活動に伴う身体状態
の基本的な変化を理解で
きていない。

3 基礎的な工学分野への応
用手法を習得でき、研究
などに応用できる。

基礎的な工学分野への応
用手法を習得できる。

基礎的な工学分野への応
用手法を一部修得できる。

基礎的な工学分野への応
用手法を習得できていな
い。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
機械工学演習
(Exercises on Mechanical Engi-
neering)

内山豊美 (非常勤) 5 1 前期
2時間

選択

授業の概要 科学技術の急速な発展とともに機械工学の学問分野も大きく拡大・変貌を遂げているが，その基礎
をなす数学および力学の重要性は増しこそすれ，いささかも減ずることはない．ここでは，４年次
までに学習した内容から，微積分学 (微分方程式を含む)，線形代数，工業力学，材料力学を取り上
げ，問題演習を行う．

授業の進め方 基礎的な事項を簡単に解説したうえで，演習を行う．問題演習にできるだけ多くの時間を割くため
に，履修者は当該科目を予め復習しておくことが望ましい．

到達目標 1. 微積分学 (微分方程式を含む)，線形代数，工業力学，材料力学の各分野について，大学機械工
学系学科の編入学試験程度の問題を解くことができる．

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
微積分学 関数の微分とその応用 2

関数の積分 2

積分法の応用，変数分離型微分方程式の解法 2

変数分離型微分方程式の応用 2

線形微分方程式の解法と応用 2

線形代数 行列と行列式 2

逆行列と連立１次方程式 2

工業力学 力のつり合い 2

モーメントのつり合い 2

運動方程式，円運動 2

エネルギー保存則，運動量保存則 2

材料力学 応力とひずみ 2

はりのせん断力，曲げモーメント，曲げ応力 2

はりのたわみ 2

不静定はり 2

計 30

学業成績の評価方
法

2回の定期試験，授業中に行う演習，および宿題により評価を行う．各々の重みは中間試験 30％，
期末試験 30％，演習・宿題 40％とする．

関連科目 微分積分・解析学基礎・線形代数 I・線形代数 II・応用数学 II・応用数学 III・材料力学 I・材料力
学 II・工業力学 II・流体力学

教科書・副読本 教科書: 「新　線形代数」高遠・斉藤他 (大日本図書)・「新 微分積分Ⅱ」高遠・斉藤他 (大日本図
書)・「工業力学 第３版新装版」青木弘、木谷晋 (森北出版)・「高専の物理　第 5版」和達　三樹監
修、小暮　陽三編集 (森北出版)・「材料力学　第 3版」黒木剛司郎 (森北出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 微積分学 (微分方程式を含
む)，線形代数，工業力学，
材料力学の各分野につい
て，発展問題を解くこと
ができる。

微積分学 (微分方程式を含
む)，線形代数，工業力学，
材料力学の各分野につい
て，応用問題を解くこと
ができる。

微積分学 (微分方程式を含
む)，線形代数，工業力学，
材料力学の各分野につい
て，基礎的問題を解くこ
とができる。

微積分学 (微分方程式を含
む)，線形代数，工業力学，
材料力学の各分野につい
て，基礎的問題を解くこ
とができない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
マイクロコンピュータ
(Microcomputer)

吉村晋 (非常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 コンピュータの心臓部である、ＣＰＵやＭＰＵの動作について講義を行う。また、実社会で応用さ
れている技術についても説明を行う。

授業の進め方 講義を中心として、理解を深めるために演習も行う。
到達目標 1. 組み込みシステムを理解できる。

2. 計算機の仕様と構造を理解できる。
3. 実社会の実情を理解できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１．ガイダンス 授業内容の概略を説明する 2

２．コンピュータと組み込みシス
テム

組込みシステムについて説明する。
コンピュータで扱う数や文字の表現方法を説明する。
ロジック回路やマイコン周辺回路について説明する。

4

３．コンピュータの構成と各要素 コンピュータの働きやコンピュータの５大構成要素、また、内部構成要素
について説明する。

6

４．演習 演習問題を解く 2

５．中間試験 中間試験を行う 2

６．Ｃ言語プログラムとの違い マイコンのプログラムの特徴と構成を説明する 2

７．計算機の仕様と構成 アセンブラ言語の必要性とアドレッシングモードについて説明する。ま
た、ＰＩＣについて解説する。

4

８．実社会における実例 マイコンボードを簡易ＩＣＥで動かしながら実際のマイコンプログラミン
グを学ぶ。また、ＬＥＤやＡ／Ｄコンバータや７セグメントＬＥＤなどの
周辺回路を制御するプログラムについて説明する。

8

計 30

学業成績の評価方
法

２回の定期試験と、授業への取り組み姿勢をもとに評価する。

関連科目
教科書・副読本 その他: プリントを配布する

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 組み込みシステムを作る
ことができる。

組み込みシステムを利用
することができる。

組み込みシステムを理解
できる。

組み込みシステムが理解
できない。

2 計算機の仕様と構造を理
解し、設計変更ができる。

計算機の仕様と構造を理
解し、適切な運用ができ
る。

計算機の仕様と構造を理
解できる。

計算機の仕様と構造を理
解できない。

3 実社会の実状を理解し、仕
事として対応する能力が
ある。

実状は理解しているが、仕
事として対応できない。

説明されれば、実状を理解
する。

社会の実状を肯定できな
い。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
生産加工学
(Production Manufacturing)

関戸健治 (非常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 私たちの身の回りにあるものの中から、特に、金属によって作られているものを取り上げ、どうやっ
て作るかを基本コンセプトに、金属学的基礎と力学的基礎を織り交ぜ、それぞれの加工法を学ぶ。

授業の進め方 テキストとビデオ等の視覚教材を用い講義を行う。理解を深めるため演習・ミニ試験を適宜取り入
れる。

到達目標 1. もの作りに必要な基礎知識を習得し、もの作りに関する専門語が理解できる。
2. 種々のもの作りの仕組みが理解できる。

学校教育目標との
関係

B (基礎力) 高度な専門知識を学ぶための基礎的学力や技能を備えた技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
1.生産加工とは 生産加工の概要 2

2.材料の基礎知識 金属材料の JIS 規格、熱処理記号とその意味などの理解 4

3.塑性加工 (概論） 塑性加工のはたらきについて学ぶ 2

4. 塑性加工（鍛造・圧延） 歴史・鍛造方法・鍛造機械・圧延機・圧下率・先進率・圧延荷重・トルク・
圧延方法などの理解

2

5. 塑性加工（曲げ・押出など） 歴史・曲げ方法・押出方法などの理解 2

6.鋳造 砂型鋳造・金型鋳造・ダイキャスト・ロストワックスの理解 2

7.身近な塑性加工製品 ボルト・釘・鋼球・アルミ箔・画鋲・ファスナー・注射針の製造法 2

8. 切削加工 切削の原理・旋盤・フライス盤・ボール盤・マシニングセンタなどの理解 2

9. 研削加工・微細加工 各種研削加工方法・放電加工・レーザ加工・ビーム加工・化学加工の理解 2

10.接合 各種接合法についての理解 2

11. 皮膜・焼結 各種めっき方法・焼結方法・種類などの理解 2

12.プラスチック・ガラ
ス・ゴム・木製品

サランラップ・ポリ袋・ゴム手袋・ガラス瓶・輪ゴム・鉛筆など身近な
製品の製造法について学ぶ

2

13.医療・福祉製品 バンソウコウ・丸薬・綿棒・歯ブラシ・紙おむつ・電子体温計・たわし・
注射針など医療・福祉製品の製造法について学ぶ

2

14.リサイクル・全体のまとめ 2

計 30

学業成績の評価方
法

出席率、授業への積極性、受講態度、ミニ試験によって評価する。

関連科目 材料力学 I・材料力学 II

教科書・副読本 副読本: 「基礎からわかる塑性加工」長田修次、柳本潤 (コロナ社)・「基礎生産加工学」小坂田宏造
編著／上田隆司・川並高雄・久保勝司・小畠耕二・塩見誠規・須藤正俊・山部昌 著 (朝倉書店)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 もの作りに必要な発展的
知識を習得し、もの作り
に関する専門語を説明で
きる。

もの作りに必要な応用的
知識を習得し、もの作り
に関する専門語を説明で
きる。

もの作りに必要な基礎知
識を習得し、もの作りに
関する専門語を理解して
いる。

もの作りに必要な基礎知
識を習得し、もの作りに
関する専門語を理解して
いない。

2 種々の発展的もの作りの
仕組みを理解している。

種々の応用的もの作りの
仕組みを理解している。

種々のもの作りの仕組み
を理解している。

種々のもの作りの仕組み
を理解していない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医用画像工学
(Bio-imaging Technology)

八木一夫 (非常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 健康と医療に関連して生体内部の画像描出法を工学的観点より講義する。具体的には X線発生装
置、X線 CR、X線 CT、MRI等の医用画像装置の基礎原理と医療における画像撮像法、およびそ
の診断画像応用について講義する。

授業の進め方 講義、教科書、プリント印刷物等を組み合わせて進める。
到達目標 1. 種々の医用機器の構成とそれから作り出される医用画像について、情報計測、画像構成理論、描

出画像の特徴、画像診断能などを習得できている。
学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
医用画像診断装置 医療における生体内部の画像描出法を工学的観点より習得する。 2

X線発生装置 X線管、X線高電圧発生装置について理解する。 4

X線 TV装置 X線 TV装置、X線透視装置（静止画、動画、アナログ、デジタルについ
て）について理解する。

2

X線 CR X線 CR（従来はアナログのⅩ線写真でフイルムに焼き付けて診断画像と
して使用していた方法をコンピュ－タを利用してデジタル画像として記録
する X線画像診断システム）について理解する。

2

X線 CT X線 CT（Computed Tomography：多方向からの人体透過 X線データを
計算機にて演算処理し、断層像を作り出して画像を作成する装置）につい
て理解する。

2

２次元・３次元断層像 X線 CTによる２次元断層像および３次元断層像について理解する。 2

NMR現象
MRI装置
多核種イメージング
その他

MRI(磁気共鳴映像法)は核磁気共鳴 (NMR)現象を利用した画像診断撮像
法であり、人体に対して非浸襲であるという特徴を持つ。得られる画像は
高い組織コントラストを有し、任意方向断面、同時多層断面、脳脊髄液、
血液等の流れ像の抽出、化学シフトイメージング、19F、23Na等の多核種
イメージング等が可能であるという優れた特徴を持つ。MRIの撮像原理
や装置、種々のイメージング法について理解する。

12

まとめと試験 これまでのまとめと試験を実施する。 4

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験とその他（レポートおよび学習態度，出席状況）により評価する。ただし、評価の割合は
８：２とする。

関連科目 電気磁気学 III・医用超音波工学
教科書・副読本 教科書: 「画像診断装置学入門」木村雄冶 (コロナ社)，参考書: 「放射線診断機器工学第２版」岡

部哲夫・瓜谷富三 (医歯薬出版)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 種々の医用機器の構成と
それから作り出される医
用画像について、情報計
測、画像構成理論、描出画
像の特徴、画像診断能など
を理解し、説明できる。

種々の医用機器の構成と
それから作り出される医
用画像について、情報計
測、画像構成理論、描出画
像の特徴、画像診断能な
どをおおむね習得できて
いる。

種々の医用機器の構成と
それから作り出される医
用画像について、情報計
測、画像構成理論、描出画
像の特徴、画像診断能な
どを教科書等を参考にし
ながら理解できる。

種々の医用機器の構成と
それから作り出される医
用画像について、情報計
測、画像構成理論、描出画
像の特徴、画像診断能など
を理解できていない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
福祉機器設計
(Welfare Environment Engi-
neering)

深谷直樹 (常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 機器や機械を実際に設計し製作するには、設計製図技術および各種工学の知識に加え、様々な機能
上の制約を考慮しつつ、形状や寸法を決定する多角的な考え方が必要となる。本講義では、応用的
設計技術に加え、医療福祉機器の特徴を学ぶと共に、ニーズ・市場調査、特許に関する知識、製品
化提案書等の作成手法を習得しつつ、特定の課題をターゲットとした福祉機器の開発手法について
学習する

授業の進め方 より専門的な設計手法および家屋利用を念頭においた車椅子の形状設計、JISや SGマーク等福祉
機器の安全性担保と言った福祉機器設計に特有の各種知識について講義を行う。その後、実際に製
品を開発する上で必要となるニーズ調査、課題把握、市場調査等の手法、特許調査及び特許出願に
よる権利確保、製品化提案書作成の要点等について学んだのち、実際の福祉機器開発コンペ等で求
められられる課題を参考に製品化提案書作成を行うことで、実践的福祉機器設計手法を習得する。

到達目標 1. 福祉機器特有の設計制約条件を理解できる
2. JISや SGマーク等の福祉機器における設計上の安全基準を理解できる
3. ニーズや市場調査の手法、特許調査及び特許出願による権利確保といった製品化における要点
を理解できる
4. 福祉における課題を解決する機器の提案書を作成し提案することができる

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
応用的機械設計技法の習得 機械設計製図技法におけるデータムや材料強度区分といった応用的範囲の

知識について理解する。
2

福祉機器の特徴 歩行器や杖、車椅子といった福祉機器の構造的特徴と福祉機器ならではの
設計技法（フェールセーフ、挟み込み防止構造など）について学ぶ。

2

福祉機器設計における安全基準 JISや SGマークなどで規定される安全基準を学び、福祉機器特有の設計
における安全基準について学ぶ。

2

製品のニーズ調査 潜在的ニーズの導出手法を学ぶ。
市場調査を行うことで想定されるニーズとその市場規模の想定、何らかの
福祉機器により既に解決済みと考えられる課題を取り上げ、再考証するこ
とによって潜在するニーズの導出手法について、グループで討議する

4

課題把握手法 介護等の実際を調査し、潜在する課題の抽出とその解決要素を導出する。 2

特許調査および特許出願 特許調査による先行研究や先行製品調査の手法を取得すると同時に、考案
製品の権利獲得のために重要である特許出願の要点、明細書の作成手法を
学ぶ

2

製品化提案書の作成 企業等を対象とした製品の提案書を作成する上での要点、プレゼンテー
ション資料の作成要点について学ぶ

2

想定課題の選定と解決手法の考案 実際に存在する福祉機器開発コンペや企業からの依頼事項等を対象に、現
実に存在する課題を想定課題として定義し、これを解決するための手法
を実際に考案する。考案後はグループで討議することでその正当性を検証
する

4

解決手法を元とした製品の設計 考案した解決手法を元に、製品化を見据えた福祉機器の設計を実際に行い、
製品化の提案プレゼンテーション資料を作成する。

4

提案製品の評価 各自が提案する製品化プレゼンテーションを対象に、グループワークに
よってその要点、長所、短所を評価することで効果的な製品開発手法を理
解する

6

計 30

学業成績の評価方
法

課題提出・定期試験及び授業の出席状況によって評価する。評価の比率は７：３とする。

関連科目 機械設計製図 I・機械設計製図 II・機械設計製図 III
第２学年以降の医療福祉関連の座学、実習

教科書・副読本 教科書: 「機械製図（検定教科書）」 (実教出版)・「機械設計 I（検定教科書）」 (実教出版)・「機械
設計 II（検定教科書）」 (実教出版)・「図解　 Inventor実習」船倉　一郎、堀　桂太郎 (森北出版)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 福祉機器の構造的特徴と
フェールセーフ、挟み込み
防止構造などの構造、必要
性について適切に理解し
ている

福祉機器特有の構造の一
つであるフェールセーフ、
挟み込み防止構造などの
構造について理解してい
る

フェールセーフ、挟み込
み防止といった設計上の
配慮が必要な理由を理解
している

フェールセーフ、挟み込
み防止などの構造と必要
性が理解できない

2 設計上の安全基準の特徴
とこれらの必要性、福祉
機器における基本的な安
全基準の特性について理
解している

設計上の安全基準の特徴、
福祉機器における基本的
な安全基準の必要性につ
いて理解している

設計上の安全基準の基本
的な特徴とこれらの違い
について理解している

設計上の基本的な安全基
準について理解していな
い

3 製品製作の過程における
各種ニーズ調査、特許出
願などの特徴とこれらの
必要性について理解して
いる

製品製作の過程における
各種ニーズ調査、特許出
願などの必要性を理解し
ている

特許出願などの権利確保
の重要性、必要性は理解
している

特許出願やニーズ調査や
市場調査の重要性が理解
できない

4 特定の課題を自ら発見し、
それに対応する課題解決
手法について提案書を作
成し周囲に示すことがで
きる

特定の課題を自ら派遣し、
これに対応する課題解決
手法について提案書を作
成することができる

特定の課題に対応する課
題解決手法について提案
書を作成することができ
る

特定の課題を解決する提
案書を作成することがで
きない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医用超音波工学
(Medical Ultrasonic Engineer-
ing)

長井裕 (非常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 現在、医療診断・治療にはエレクトロニクス技術が欠かせない。エレクトロニクス技術の医用応用
の一例である医用超音波工学の基礎として、超音波の波動としての性質、生体と超音波の相互作
用、応用として超音波診断装置について学習する。また、最新の技術動向や卒業生の活躍状況の紹
介を通して、技術への関心を高める。更に、PBL(Project Based Learning)課題に取り組み、技術
の理解度とコミュニケーション能力の向上を図る。

授業の進め方 前半は教科書を中心に、必要により配布プリントにより講義を進める。後半は一部、講義を行い、
その後、班ごとに PBL課題に取り組み、A4の製品パンフレットを作成し、全員がプレゼンテー
ションを行う。

到達目標 1. 超音波の生体組織への物理的な性質を理解し、診断への応用理論が理解できる。
2. 診断画像であるＢモード、Ｍモード、ドプラ、カラードプラにおける超音波回路理論が理解で
きる。
3. 超音波診断装置を主体に診断装置の価値と技術応用について展望できる。
4. PBL教育の中で、問題提起、課題・仮説の提案からプレゼンを通して個人の考えを述べ、グルー
プ・ディスカッション (GD)手法を活用できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１． ガイダンス 授業のガイダンス、超音波とは何か、医用超音波技術の研究経緯と現状に

ついての概説
2

２． 超音波の基礎（数学的モデ
ル）

数学的表現、単振動モデル、進行波モデル、用語解説 2

３． 超音波の発生、伝搬 超音波を発生させる圧電効果、伝搬の内の縦波、横波、平面波、
球面波、音場パラメータ、反射、透過、減衰、ドプラ効果につ
いての学習

6

４． 生体内の超音波伝搬 生体特有の伝搬特性の学習 4

５． 演習 実際の医用超音波計測装置を用いた演習 2

６．エコーロケーション概説 超音波診断装置に用いられるパルスエコー法の概説 2

７． ドプラフローメトリ概説 血流計測に用いられるドプラ法の概説 2

８．PBL実施 GD手法の解説 2

９．仕様の決定 PBL課題に従い、GDによる仕様の決定 2

１０．製品パンフレット作製 A4製品パンフレットの作成 2

１１．プレゼンテーション準備 プレゼンテーションの準備 2

１２．プレゼンテーション A4製品パンフレットの提出、全員によるプレゼンテーション 2

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験結果を 5割とし、PBLへの取り組み姿勢 1割、提出物 1割、プレゼンテーション 2割、出
欠 1割として評価する。

関連科目 生体計測工学・生体信号処理・医学概論
教科書・副読本 教科書: 「絵でみる超音波　改訂第 3版」長井裕 (南江堂)



評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 超音波の伝搬理論（1次の
マクスウェルの波動方程
式）の概要を会得し説明
することができる。固有
音響インピーダンス、音速
決定要素などを鑑み、生体
内における超音波の反射
理論、および屈折理論を
理解し説明することがで
きる。

超音波の伝搬理論（2次の
マクスウェルの波動方程
式）の概要を会得するこ
とができる。固有音響イ
ンピーダンス、音速決定
要素などを鑑み、生体内に
おける超音波の反射理論、
および屈折理論を理解す
ることができる。

超音波の伝搬理論の概要
が判る。教科書を見るこ
とで、固有音響インピーダ
ンス、音速決定要素などを
鑑み、生体内における超音
波の反射理論、および屈折
理論が判る。

超音波の伝搬理論の概要
がわからない。教科書の
説明における、固有音響イ
ンピーダンス、音速決定要
素などや、生体内における
超音波の反射理論、および
屈折理論がわからない。

2 超音波診断の基本表示で
あるＡモード理論につい
て理解し説明できる。血
流速度診断に使われるド
プラの理論とそのＦＦＴ
解析について理解し、そ
の役割を説明できる。カ
ラードプラにおけるＭＴ
Ｉ理論についての説明が
できる。一般的な断層表
示であるＢモードの原理
とシステム構造について
説明できる。循環器診断
におけるＭモードの役割
を説明できる。

超音波診断の基本表示で
あるＡモード理論につ
いて理解できる。血流速
度診断に使われるドプラ
の理論とそのＦＦＴ解析
について理解できる。カ
ラードプラにおけるＭＴ
Ｉ理論についての理解が
できる。一般的な断層表
示であるＢモードの原理
とシステム構造について
理解ができる。循環器診
断におけるＭモードの役
割を理解できる。

以下、教科書をみること
で、超音波診断の基本表
示であるＡモード理論に
ついて判る。血流速度診
断に使われるドプラの理
論とそのＦＦＴ解析につ
いて判る。カラードプラ
におけるＭＴＩ理論につ
いての判る。一般的な断
層表示であるＢモードの
原理とシステム構造につ
いて判る。循環器診断に
おけるＭモードの役割が
判る。

教科書の説明をみても、超
音波診断の基本表示であ
るＡモード、ドプラの理
論とそのＦＦＴ解析、カ
ラードプラにおけるＭＴ
Ｉ理論、Ｂモードの原理
とシステム構造、循環器
診断におけるＭモードに
ついて理解できない。

3 人間の生体組織の解剖学
的な知識に対応する超音
波断層像を理解すること
ができる。プローブの形
状、および使用周波数と
診断領域について理解す
ることができる。診断装
置の基本的操作について
理解できる。医用診断装
置について展望できる。

人間の生体組織の解剖学
的な知識に対応する超音
波断層像を確認すること
ができる。プローブの形
状、および使用周波数と
診断領域について、おおよ
そ理解することができる。
診断装置の基本的操作に
ついて、おおよそ理解で
きる。医用診断装置につ
いて理解できる。

解剖図から人間の生体組
織を見たとき、対応する
超音波断層像を確認する
ことができる。プローブ
の形状、および使用周波数
と診断領域について判る。
診断装置のゲイン、フリー
ズ等の操作について判る。

超音波断層像が理解でき
ない。プローブの形状、お
よび使用周波数と診断領
域についてわからない。
診断装置が使えない。

4 超音波診断装置を使用し
て、いまある問題点を提起
し、それを解決するための
課題と仮説を述べること
ができる。課題、仮説に
ついて調査、提案を行い、
独創的な意見としてプレ
ゼンテーションをするこ
とができる。他人の意見
を尊重すると同時に、自
分の意見をどのように組
み合わせられるかを考え
協調したディスカッショ
ン運営ができる。

超音波診断装置を使用し
て、いまある問題点を提
起し、それを解決するた
めの課題を述べることが
できる。課題について調
査、提案を行い、自分の意
見としてプレゼンテーシ
ョンをすることができる。
他人の意見を尊重すると
同時に、自分の意見をど
のように組み合わせられ
るかを考え協調したディ
スカッションができる。

超音波診断装置をとおし
て、いまある問題点を提
起し、それを解決する方
法を述べることができる。
方法について調査しプレ
ゼンテーションをするこ
とができる。他人の意見
を尊重すると同時に、自
分の意見をどのように組
み合わせられるかを考え
協調したディスカッショ
ンができる。

超音波診断装置の問題点
がわからないため、それ
を解決する方法を述べる
ことができない。自分の
意見だけに集約し他人の
意見を尊重できない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
リハビリテーション工学
(Engineering of Care and Reha-
bilitation)

柴田芳幸 (常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 リハビリテーション工学とは、障害の社会モデルに基づき、そこで生じる障害を工学技術を用いて
軽減、あるいは予防するための実学である。本講義では、リハビリテーションの考え方や、運動機
能評価に関する力学の問題について学習する。

授業の進め方 講義と資料配布。
到達目標 1. リハビリテーションに関する専門用語の意味、考え方を理解できる。

2. リハビリテーション工学の技術動向を理解できる。
学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
1．ガイダンス ガイダンス，リハビリテーションの概要 2

2．リハビリテーションの理念 リハビリテーションの組織
総合リハビリテーション

6

3．バイオメカニクスの力学 力とモーメント
ヒトの骨格構造，関節，筋
歩行

10

4. 診断と評価 廃用症候群、ADLと QOL 4

5．アプローチ 理学療法、作業療法、義肢装具療法 4

6．リハビリテーションに関する
研究紹介

ニューロリハビリテーションロボティクス 2

期末試験 期末試験 2

計 30

学業成績の評価方
法

期末試験（50％）、課題提出とその内容（30％）、出席状況を含む授業姿勢（20％）により総合的
に評価する。

関連科目 医療福祉工学実験実習 III・運動生理学・コミュニケーション支援工学
教科書・副読本 その他: 資料配布

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 身体の運動、関節の可動
域、歩行様など基本的な
ヒトの運動の表現方法や、
リハビリテーションの考
え方に深い理解をもち、議
論することができる。

用語の意味をしっかり理
解している。

用語の意味をなんとなく
覚えている。

出てくる用語が何なのか
わからない。

2 過去から現代に至る国内
外のリハビリテーション
工学に関する技術動向に
深く精通し、将来我が国
や東京都が抱えるであろ
う問題に対してどのよう
に捉えて対処する必要が
あるか検討することがで
きる。

この分野に関連するなん
らかの技術や製品、研究
例に関する知識があり、具
体例をふたつ以上挙げら
れる。

この分野に関連するなん
らかの技術や製品、研究例
に関する知識があり、具体
例をひとつかふたつは挙
げられる。

何の知識も興味もない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
臨床心理学
(Clinical Psychology)

和田倫明 (常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 現代を生きる社会人及び技術者として役立つ臨床心理学の基礎知識と応用力を育成する。
授業の進め方 基礎知識を身につけるための講義と、応用のための演習を組み合わせる。
到達目標 1. 臨床心理学についての基礎概念を理解できる。

2. 自己のメンタルヘルスに配慮することができる。
3. 臨床心理学についての知識を応用できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１． 性格と異常心理 性格心理学、精神病理についての基礎的な理解。 8

２． 対人認知と社会心理 個人と社会の関係についての心理学的理解。 6

３． 臨床の心理 臨床心理学の基礎を理解する。 8

４． 心理アセスメントの作成 統計的手法を用いて心理アセスメントを作成する。 8

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験と提出物等平常点を２：１の割合で評価する。

関連科目 公民 I・心理学
教科書・副読本 その他: 必要に応じてプリントを配布する

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 臨床心理学の基礎概念を、
テキストにあるほぼすべ
て理解している。

臨床心理学の基礎概念を、
テキストにある四分の三
程度理解している。

臨床心理学の基礎概念を、
テキストにある半分程度
理解している

臨床心理学についての基
礎概念を全く理解してい
ない。

2 臨床心理学で学んだ知識
を、日常生活の中で応用
してメンタルヘルスを向
上させることができる。

臨床心理学で学んだ知識
を、メンタルヘルスの危
機に際して適用すること
ができる。

メンタルヘルスの危機に
直面した時に、臨床心理
学で学んだことがあると
気づくことができる。

臨床心理学で学んだ内容
を生活に生かすことに思
いが至らない。

3 臨床心理学で学んだ内容
を、人間関係や社会事象
に適用できる。

臨床心理学で学んだ内容
を、人間関係または社会
事象に結び付けて考えよ
うとすることができる。

臨床心理学で学んだ内容
を、人間関係や社会事象
に結び付けて考えること
ができることに気づく。

臨床心理学で万だ内容と、
人間関係や社会事象とを
結びつけることに気づか
ない。



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医療福祉材料
(Biomaterials)

八木一夫 (非常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 現代の医療において医用・生体材料は欠かせないものであり、また、近年の医療の急激な進歩、高
度化には医用材料の発展が大きく貢献している。医用材料は工業的に用いられる電子・機械材料と
は異なる特性を要求されることが多く、材料設計の思想も従来の材料とは大きく異なる。本講義で
は種々の生体材料の種類とその特性を学び、さらに毒性や生体適合性など、生体と材料との間に生
じる相互作用について理解する。

授業の進め方 教科書、プリント印刷物等を組み合わせて、講義形式で進める。
到達目標 1. 種々の生体材料の種類と分類、それぞれの材料の特色を理解できている。

2. 生体材料と生体間に生じる相互作用について理解できている。
3. 生体材料が実際にどのように用いられているかを理解できている。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
ガイダンス 医療福祉材料の目的、内容と講義の進め方について理解する。 2

生体材料の定義と分類 生体材料の定義と分類について理解する。 2

生体用金属材料 生体用金属材料の種類と特性について理解する。 6

生体用無機材料 生体用無機材料（バイオセラミックス）の種類と特性について理解する。 6

生体用高分子材料 生体用高分子材料の種類と特性について理解する。 6

材料・生体の相互作用 材料と生体間に生じる相互作用とその原理について理解する。 2

まとめと試験 これまでのまとめと試験を行う 6

計 30

学業成績の評価方
法

定期試験とその他（レポートおよび学習態度，出席状況）により評価する。ただし、評価の割合は
８：２とする。

関連科目 材料学・材料力学 I・医学概論・バイオメカニクス
教科書・副読本 教科書: 「新版　ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル」古薗　勉、岡田正弘 (学研メディカル

秀潤社)，参考書: 「バイオマテリアル‐材料と生体の相互作用‐」田中順三, 角田方衛, 立石哲也
(内田老鶴圃)

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 種々の生体材料の種類と
分類、それぞれの材料の特
色を理解し、説明できる。

種々の生体材料の種類と
分類、それぞれの材料の
特色をおおむね理解でき
ている。

種々の生体材料の種類と
分類、それぞれの材料の
特色を教科書等を参考に
理解できる。

種々の生体材料の種類と
分類、それぞれの材料の
特色を理解できていない。

2 生体材料と生体間に生じ
る相互作用について理解
し、説明できる。

生体材料と生体間に生じ
る相互作用についておお
むね理解できている。

生体材料と生体間に生じ
る相互作用について教科
書等を参考に理解できる。

生体材料と生体間に生じ
る相互作用について理解
できていない。

3 生体材料が実際にどのよ
うに用いられているかを
理解し、説明できる。

生体材料が実際にどのよ
うに用いられているかを
おおむね理解できている。

生体材料が実際にどのよ
うに用いられているかを
教科書等を参考に理解で
きる。

生体材料が実際にどのよ
うに用いられているかを
理解できていない。



ただいま混み合っております．
しばらく後に再度実行してください．

この表示が続く場合は，内部エラーの可能性もあります．

webcitc@s.metro-cit.ac.jp までご連絡ください．



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
福祉環境工学
(Enjineering of Living environ-
mental improvement)

山本靖樹 (非常勤) 5 2 通年
2時間

選択

授業の概要 わが国は未だかつてない高齢化社会を迎えており、この傾向は今後さらに強まっていく。その一方
で教育を含めた若年層の社会的支援も新たな課題として浮上している。成熟社会であるわが国は、
持続力のある福祉社会実現のために様々な課題に直面し、福祉環境構築においても現在はその模索
段階にある。本講義では、これから迎える成熟都市社会における次代の都市環境＝福祉環境のあり
方を、ソーシャルデザインとプロダクトデザインの両面から考えていく。

授業の進め方 先行事例などの解説をしながら、持続可能な福祉環境実現のための施策を考えるべく、演習形式を
取り入れて講義を行う。

到達目標 1. 社会科学的見地から、福祉環境高度化に向けた施策の必要性を考えることが出来る。
2. プロダクト開発において、福祉環境高度化に資するデザインを作ることが出来る。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１．ガイダンス 前期講義のガイダンス。社会科学的見地（ソーシャルデザイン）から福祉

環境充実の必要性を考える。
2

２．空間とコミュニティ 日本に於けるコミュニティの構造について知る。 2

３．社会保障と医療の課題 社会保障の構造と医療の抱える新しい課題を考察する。 2

４．ケア社会への視点 ケアモデルの事例と進化の行方を考察する。 2

５．都市政策と福祉政策 まちづくりと福祉環境の統合の必要性を知る。 4

６．新しいコミュニティ活動 新しいコミュニティ活動の必要性、事例やトレンドを考察する。 4

７．福祉環境施策の拡張 福祉環境を拡張する施策について考える。 6

８．レポート課題と発表 新たな社会的課題に応えうる福祉環境 NPO の設立企画を立案し、発表
する。

8

１．ガイダンス 後期講義ガイダンス。ものづくりの観点（プロダクトデザイン）から福祉
環境の高度化に資する製品のデザインを検討する。

2

２．ユニバーサルデザイン バリアフリー、ユニバーサルデザイン、ノーマライゼーションの概略を知
り、社会的要請に応じたものづくり、デザインの出発点を考える。

2

３．先進ウエルフェア機器の動向
を探る

先進ウェルフェア機器のトレンドを学び、進化の行方を考える。 2

４．高齢化社会のデザイン 高齢者の生活様式、課題等について考察し、必要とされるデザインのあり
方について考える。

4

５．ウェルフェアデザイン ウェルフェアデザインを必要とする場所、機会、現象等について考察する。 4

６．デザイン作業 福祉環境を高度化する製品デザインを自ら考える。 6

７．プレゼンテーションのための
作業

ウェルフェアデザインコンテストに作品を応募するための資料を作る（NPO
法人医療ネットワーク支援センター主催）。

6

８．応募作品の検証と評価 応募作品をプレゼンテーションし、その評価と検証を行う。 4

計 60

学業成績の評価方
法

レポート、期末試験（80％）、出席状況を含む受講態度（20％）により総合的に評価する。

関連科目 人間工学
生活支援工学、福祉機器設計

教科書・副読本 その他: 必要に応じて事例やデータを考察する資料を準備
評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 独自性があり、優れた施策
が計画できる

現実味のある施策が計画
できる

課題に応得る施策の方向
性が明示できる

現実味に乏しく、社会的課
題を捉えられない

2 独創性のある製品をデザ
インできる

要件を満たした製品をデ
ザインできる

デザインの方向性までは
提案できる

課題解決、デザインいずれ
の要件も満たせない



平成 29年度 医療福祉工学コース シラバス
科目名 担当教員 学年 単位 開講時数 種別
医療福祉経済学
(Medical and Welfare Eco-
nomics)

田中淳 (常勤) 5 1 後期
2時間

選択

授業の概要 社会科学分野から見た，現代社会における社会保障・社会福祉制度について，基礎的な知識の習得
と，医療福祉工学系技術者としての福祉国家に対する思考方法を養う．少子化の問題，世界の社会
保障制度の歴史と日本の社会保障制度の歴史，医療保険や年金保険などの社会保険制度，社会福祉
制度，公的扶助等を学習するとともに，経済社会の医療・社会保障システムを考える．

授業の進め方 教育内容をまとめたプリントを用いて講義形式で授業を行う．
到達目標 1. 社会保障に関する用語について、授業中に行う演習で書くことができる。

2. 少子化のグラフを読み取り、作文を書くことができる。
3. 社会保障制度の歴史や福祉、財政について把握し、用語と記述式の試験に解答できる。

学校教育目標との
関係

A (実践力) 実践的技術教育を通じて、工学的知識・技術の基本を備え新しい“ もの” の創造・開
発に粘り強く挑戦できる技術者を育成する。

講義の内容
項目 目標 時間
１ガイダンス この授業の見取り図を把握する．社会保障制度や，社会福祉制度の大きな

枠組みを書くことができる．
2

２高齢社会と少子化 日本の人口と少子化問題を，数多くのグラフを使って学習し，作文が書
ける．

8

３社会保障・社会福祉の歴史 社会保障・社会福祉の制度的な歴史を，ヨーロッパ，アメリカ，日本など，
国際的な視点から学び，基礎的な人物と用語を書くことができる．

8

４社会保障の財政 社会保障制度の行政と，財政の現状を学び，社会保障の経済的機能を考え，
説明できる．

6

５社会保障概説 医療保険，介護保険，年金，雇用保険，労災保険等の各制度を学ぶ．学習
領域が大きいので，基本的な用語の説明をとおして，おおすじの概略をつ
かむ．

4

６後期期末試験とまとめ 後期期末試験と学習内容のまとめ 2

計 30

学業成績の評価方
法

期末試験と数回の課題の累積点から，欠席や遅刻，課題の取り組み状況を平常点として増減して評
価する．配分は，試験：課題＝１：２で，遅刻等を累積点から減点する．

関連科目 公民 II・経済学
教科書・副読本 その他: 教科書：特に指定しない．参考書・補助教材：その都度指定する．

評価 (ルーブリック)

到達目標 理想的な到達レベルの目安 (優) 標準的な到達レベルの目安 (良) ぎりぎりの到達レベルの目安 (可) 未到達レベルの目安 (不可)

1 授業中に実施する演習に
すべて取り組み，社会保
障に関する用語を十分に
書くことができる．

授業中に実施する演習に
取り組み，社会保障に関
する用語を標準的に書く
ことができる．

授業中に実施する演習に
取り組んだが，社会保障
に関する用語の記憶は不
十分で，半分程度しか書
けない．

授業中に実施する演習に
複数，取り組まず，未提出
があり，社会保障に関する
用語の意味が分からない．

2 授業で示す少子化に関す
るグラフを演習課題で十
分に考え，十分な量の作文
を提出することができる．

授業で示す少子化に関す
るグラフを演習課題で考
え，７割程度の量の作文
を提出することができる．

授業で示す少子化に関す
るグラフを演習課題で考
え，５割程度の量の作文
を提出することができる．

授業で示す少子化に関す
るグラフの記憶が不十分
で，作文とデータ調べの
量が半分に満たない．

3 社会保障制度の歴史や福
祉，財政について，プリン
トを十分に記憶し，筆記
試験に約８割以上正答で
きる．

社会保障制度の歴史や福
祉，財政について，プリン
トを記憶し，筆記試験に約
６割以上正答できる．

社会保障制度の歴史や福
祉，財政について，プリン
トを記憶し，筆記試験に約
４割以上正答できる．

社会保障制度の歴史や福
祉，財政について，プリン
トの記憶が不十分で，筆
記試験でほとんど正答で
きない．
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